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はじめに 

この度は、しんきん法人インターネットバンキングサービス（以下、「本サービス」といい

ます。）をご利用いただきまして、まことにありがとうございます。 

 

本サービスのご利用に際しましては、本マニュアルに記載されている操作方法、注意事項を

よくお読みいただき、正しい操作によってご利用されるようお願いいたします。 

 

なお、本マニュアルで使用する画面は、色、ボタンの形状、各種メニュークリック時のリス

ト出力の形状などが実際の画面表示と異なる場合がありますので、ご了承ください。 

 

ご利用にあたって 

〇特徴 

 本サービスは、インターネットを利用してお客様のパソコンから総合振込、給与・賞与振込 

 、都度振込、口座振替等の法人向け取引を行っていただくことができるインターネットバン

キングサービスです。 

 

〇利用条件 

 本サービスをご利用する条件は次のとおりとなります。                                           

 ・推奨環境とパソコンの設定については、次のＵＲＬを参照ください。 

No 区分 ＵＲＬ 

1 

ＩＤ・パスワード方式（ワ

ンタイムパスワード利用あ

り） 

http://www.shinkin.co.jp/info/houjin_k/kankyo_02.html 

2 

ＩＤ・パスワード方式（ワ

ンタイムパスワード利用な

し） 

http://www.shinkin.co.jp/info/houjin_k/kankyo.html 

 

 ・通信環境 

  インターネットに接続できる通信環境があれば回線の種類に制限はありませんが、通信環

境により画面表示に時間がかかる場合がありますので、ＩＳＤＮ、ＡＤＳＬ、光ファイバ

ー回線でのご利用を推奨いたします。 

 

 ・Ｅメールアドレス 

  完了通知や以上通知等の重要な連絡をＥメールにて通知するため、Ｅメールアドレスをご

用意ください。 

 

 ・各種帳票印刷や画面のハードコピーを利用するためにプリンターが必要になります 

 



１-１ 

第１編 本サービス画面仕様 

１章  メイン画面 

メイン画面とは、本システムへログイン後、最初に表示されます企業側の画面とします。 

メイン画面では、各サービスメニューのほか、シュートカットメニューや為替発信状況等

を表示します。 

 

（１） 

（２） 

（４） 

（９） 

（７） 

（１０） 

（８） 

（１１） 

（３） 

（５） 

（６） 



１-２ 

（１） ヘッダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 金庫ロゴ画像 

 

② システム名称 

『しんきん法人インターネットバンキングWEB-FB』を表示します。 

 

③ ログイン名・ログイン情報 

ログインしているユーザ名称、ログイン日時、前回ログイン日時を表示します。 

 

 

  

② システム名称 ① 金庫ロゴ画像 

③ ログイン名＋ログイン情報 
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（２）メニュー情報 

 

 

 

 

 

① グローバルメニュー 

ログインした企業ユーザが、取扱いできる企業向けサービスメニューを表示します。 

なお、グローバルメニューは、企業パターンにより次のとおり。 

企業パターン 表示されますグローバルメニュー 

１・２・５ 
「メイン」「振込」「手数料照会」「契約情報登録・照会」「明細

情報登録・照会」「管理機能」を表示します。 

３・６ 
「メイン」「振込・口座振替」「手数料照会」「契約情報登録・照

会」「明細情報登録・照会」「管理機能」を表示します。 

 

ａ．企業パターン１・２・５の場合 

 

 

 

ｂ．企業パターン３・６の場合 

 

 

 

② サブメニュー 

グローバルメニューに分類されているサービスを表示します。 

なお、サブメニューは、ログインした企業ユーザの利用権限により利用可能なサービ

スメニューのみ表示します。 

企業ユーザのユーザＩＤ別の利用権限は、「第２編１章 メニューと利用権限」を参

照。 

 

（３）マルチペイメントサービスリンクボタン 

本サービスでのマルチペイメント（税金・各種料金の払込み）へのリンクを表示します。 

＜画面表示イメージ＞ 

 

サブメニュー 

グローバルメニュー 
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（４）レポート 

エラーメッセージ等の通知情報を最大５件まで表示します。 

また、企業ユーザがカレンダー管理機能にて設定したメモ情報等も表示します。 

レポート表示は指定日の新しいものから表示し、いつくかのメッセージが同日付で存在

した場合、優先順位の高いものから表示します。 

① メッセージ出力形式 

◎表示文字数 

１行あたり全角３０文字までとし、それ以上の場合は複数行に分割して表示します。 

◎表示色 

日付や持込件数は赤色表示し、その他の文言は黒色で表示します。 

 

② メッセージ表示内容 

企業ユーザへ通知する内容を表示します。 

なお、ハイパーリンク形式で表示されているメッセージは、そのメッセージに対応す

る取引を行います。権限が必要であるため、メッセージをクリックすることにより、

そのメッセージに対応する取引画面へ遷移します。 

企業パターン毎に表示されますメッセージは次のとおり。 

 

ａ．企業パターン１で表示されますメッセージ 
優先 

順位 
通知メッセージ 通知条件 表示期間 

１ 

ＭＭ／ＤＤ分の都度振込デ

ータについて、Ｎ件の持込が

エラーになっています。 

利用可能な会社コードの持込

データで、振込指定日当日の

為替発信終了時刻までに振込

処理が正常に完了しなかった

都度振込データが存在する場

合。 

指定日当日為替発信終了時刻

～５営業日後まで 

２ 
ＭＭ／ＤＤは都度基本料の

徴求予定日です。 

徴求予定の都度基本料が存在

する場合。 

基本料徴求日５営業日前～当

日まで 

３ 
ＭＭ／ＤＤは都度手数料徴

求日です。 

徴求予定の都度手数料が存在

する場合。 

振込手数料徴求日５営業日

前～当日 

４ 

ＭＭ／ＤＤ分の都度振込デ

ータについて、Ｎ件の振込取

引が正常に発信されました。 

利用可能な会社コードの持込

データで、正常に為替発信が

行われている都度振込データ

が存在する場合。 

為替発信日当日～５営業日 

５ 
（カレンダー登録内容を表

示） 

ログインしたユーザがカレン

ダー管理機能で登録したデー

タが存在する場合。 

カレンダー当日 

６ 

前回、ログインパスワードを

変更してからＮ日経過して

います。ＹＹ年ＭＭ月ＤＤ日

までにログインパスワード

の変更を行ってください。 

パスワード強制変更機能を利

用している場合で、当日がア

ラーム期間内に存在する場

合。 

変更期間内（前回のログイン

パスワード変更日～変更期間

内） 
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ｂ．企業パターン２で表示されますメッセージ 
優先 

順位 
通知メッセージ 通知条件 表示期間 

１ 
Ｎ件の振込データについて承

認期限が迫っています。 

利用可能な会社コードの持込

データで、企業承認が必要な承

認待データが存在する場合。

（一時保存は含まない） 

指定日５営業日前～当日持

込規定時刻まで 

２ 

ＭＭ／ＤＤ分の振込データに

ついて、Ｎ件の持込がエラー

になっています。 

利用可能な会社コードの持込

データで、振込指定日当日の為

替発信終了時刻までに振込処

理が正常に完了しなかった振

込データが存在する場合。 

指定日当日為替発信終了時

刻～５営業日後まで 

３ 

ＭＭ／ＤＤ分の都度振込デー

タについて、Ｎ件の持込がエ

ラーになっています。 

利用可能な会社コードの持込

データで、振込指定日当日の為

替発信終了時刻までに振込処

理が正常に完了しなかった都

度振込データが存在する場合。 

指定日当日為替発信終了時

刻～５営業日後まで 

４ 

Ｎ件の振込データについて振

込指定日までに承認が行われ

ませんでした。取引状況照会

により、振込指定日の変更を

行ってください。 

利用可能な会社コードの持込

データで、振込指定日までに承

認されなかった企業承認が必

要な持込データが存在する場

合。 

振込指定日当日の持込規定

時刻後～振込指定日の１ヶ

月後（実暦日）の翌営業日ま

で 

５ 
ＭＭ／ＤＤは振込基本料の徴

求予定日です。 

徴求予定の振込基本料が存在

する場合。 

基本料徴求日５営業日前～

当日まで 

６ 
ＭＭ／ＤＤは振込手数料徴求

日です。 

徴求予定の振込手数料が存在

する場合。 

振込手数料徴求日５営業日

前～当日 

７ 
ＭＭ／ＤＤは都度基本料の徴

求予定日です。 

徴求予定の都度基本料が存在

する場合。 

基本料徴求日５営業日前～

当日まで 

８ 
ＭＭ／ＤＤは都度手数料徴求

日です。 

徴求予定の都度手数料が存在

する場合。 

振込手数料徴求日５営業日

前～当日 

９ 

ＭＭ／ＤＤ分の振込データに

ついて、Ｎ件の振込取引が正

常に発信されました。 

利用可能な会社コードの持込

データで、正常に為替発信が行

われている振込データが存在

する場合。 

為替発信日当日～５営業日 

１０ 

ＭＭ／ＤＤ分の都度振込デー

タについて、Ｎ件の振込取引

が正常に発信されました。 

利用可能な会社コードの持込

データで、正常に為替発信が行

われている都度振込データが

存在する場合。 

為替発信日当日～５営業日 

１１ 
（カレンダー登録内容を表

示） 

ログインしたユーザがカレン

ダー管理機能で登録したデー

タが存在する場合。 

カレンダー当日 

１２ 

前回、ログインパスワードを

変更してからＮ日経過してい

ます。ＹＹ年ＭＭ月ＤＤ日ま

でにログインパスワードの変

更を行ってください。 

パスワード強制変更機能を利

用している場合で、当日がアラ

ーム期間内に存在する場合。 

変更期間内（前回のログイ

ンパスワード変更日～変更

期間内） 
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ｃ．企業パターン３で表示されますメッセージ 

（１／２） 
優先順位 通知メッセージ 通知条件 表示期間 

１ 
Ｎ件の振込データについて承

認期限が迫っています。 

利用可能な会社コードの持込

データで、企業承認が必要な承

認待データが存在する場合。

（一時保存は含まない） 

指定日５営業日前～当日持

込規定時刻まで 

２ 
Ｎ件の口座振替データについ

て承認期限が迫っています。 

利用可能な会社コードの持込

データで、企業承認が必要な承

認待データが存在する場合。

（一時保存は含まない） 

指定日５営業日前～１営業

日前の持込規定時刻まで 

３ 

ＭＭ／ＤＤ分の振込データに

ついて、Ｎ件の持込がエラー

になっています。 

利用可能な会社コードの持込

データで、振込指定日当日の為

替発信終了時刻までに振込処

理が正常に完了しなかった振

込データが存在する場合。 

指定日当日為替発信終了時

刻～５営業日後まで 

４ 

ＭＭ／ＤＤ分の都度振込デー

タについて、Ｎ件の持込がエ

ラーになっています。 

利用可能な会社コードの持込

データで、振込指定日当日の為

替発信終了時刻までに振込処

理が正常に完了しなかった都

度振込データが存在する場合。 

指定日当日為替発信終了時

刻～５営業日後まで 

５ 

ＭＭ／ＤＤ分の口座振替デー

タについて、Ｎ件の持込がエ

ラーになっています。 

利用可能な会社コードの持込

データで、振替指定日前営業日

のロギング登録終了時刻まで

にロギング登録処理が正常に

完了しなかった口座振替デー

タが存在する場合。 

指定日前日ロギング登録終

了時刻～５営業日後まで 

６ 

ＭＭ／ＤＤ分の口座振替持込

について、Ｎ件の返還データ

が存在します。 

利用可能な会社コードの持込

データで、口座振替処理が完了

し、結果返還が可能な口座振替

データが存在する場合。 

発信当日（自振結果更新後）

～５営業日後まで 

７ 

Ｎ件の振込データについて振

込指定日までに承認が行われ

ませんでした。取引状況照会

により、振込指定日の変更を

行ってください。 

利用可能な会社コードの持込

データで、振込指定日までに承

認されなかった企業承認が必

要な持込データが存在する場

合。 

振込指定日当日の持込規定

時刻後～振込指定日の１ヶ

月後（実暦日）の翌営業日ま

で 

８ 

Ｎ件の口座振替データについ

て振替定日までに承認が行わ

れませんでした。取引状況照

会により、振替指定日の変更

を行ってください。 

利用可能な会社コードの持込

データで、振替指定日までに承

認されなかった企業承認が必

要な持込データが存在する場

合。 

振替指定日前日の持込規定

時刻後～振替指定日の１ヶ

月後（実暦日）の翌営業日ま

で 

９ 
ＭＭ／ＤＤは振込基本料の徴

求予定日です。 

徴求予定の振込基本料が存在

する場合。 

基本料徴求日５営業日前～

当日まで 

１０ 
ＭＭ／ＤＤは振込手数料徴求

日です。 

徴求予定の振込手数料が存在

する場合。 

振込手数料徴求日５営業日

前～当日 

１１ 
ＭＭ／ＤＤは都度基本料の徴

求予定日です。 

徴求予定の都度基本料が存在

する場合。 

基本料徴求日５営業日前～

当日まで 

１２ 
ＭＭ／ＤＤは都度手数料徴求

日です。 

徴求予定の都度手数料が存在

する場合。 

振込手数料徴求日５営業日

前～当日 

１３ 
ＭＭ／ＤＤは口座振替基本料

の徴求予定日です。 

徴求予定の口座振替基本料が

存在する場合。 

基本料徴求日５営業日前～

当日まで 
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（２／２） 
優先順位 通知メッセージ 通知条件 表示期間 

１４ 
ＭＭ／ＤＤは口座振替手数料

徴求日です。 

徴求予定の口座振替手数料が

存在する場合。 

振替手数料徴求日５営業日

前～当日 

１５ 

ＭＭ／ＤＤ分の振込データに

ついて、Ｎ件の振込取引が正

常に発信されました。 

利用可能な会社コードの持込

データで、正常に為替発信が行

われている振込データが存在

する場合。 

為替発信日当日～５営業日 

１６ 

ＭＭ／ＤＤ分の都度振込デー

タについて、Ｎ件の振込取引

が正常に発信されました。 

利用可能な会社コードの持込

データで、正常に為替発信が行

われている都度振込データが

存在する場合。 

為替発信日当日～５営業日 

１７ 

ＭＭ／ＤＤ分の口座振替デー

タについて、Ｎ件の口座振替

取引が正常に発信されまし

た。 

利用可能な会社コードの持込

データで、正常に発信された口

座振替データが存在する場合。 

ロギング登録日当日～５営

業日 

１８ 
（カレンダー登録内容を表

示） 

ログインしたユーザがカレン

ダー管理機能で登録したデー

タが存在する場合。 

カレンダー当日 

１９ 

前回、ログインパスワードを

変更してからＮ日経過してい

ます。ＹＹ年ＭＭ月ＤＤ日ま

でにログインパスワードの変

更を行ってください。 

パスワード強制変更機能を利

用している場合で、当日がアラ

ーム期間内に存在する場合。 

変更期間内（前回のログイ

ンパスワード変更日～変更

期間内） 

 

③ レポート一覧表示 

レポートは最新の５件が表示され、５件以上レポートがある場合は【更にレポートを

見る】ボタンが表示されます。 

【更にレポートを見る】ボタンをクリックすると、その時点で参照可能なレポートを

全て表示します。 

 

④ カレンダー管理 

カレンダー管理の利用権限を持つユーザのみ【カレンダー管理へ】ボタンが表示され、

【カレンダー管理へ】ボタンをクリックすると、カレンダー管理の企業選択画面へ遷

移します。 

 

（５）お知らせ 

館山信用金庫からのお知らせ情報を表示します。 

 

（６）契約口座一覧 

企業ユーザが、利用可能な決済口座一覧を表示し、契約内容および利用権限に応じて各

サービスへのショートカットボタンを表示します。 
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① 表示されますショートカットボタン 

企業パターン 表示内容 

１ 
企業ユーザの契約内容および利用権限に応じて「残高照会」「入出

金明細照会」「都度振込」ボタンを表示します。 

２ 

企業ユーザの契約内容および利用権限に応じて「残高照会」「入出

金明細照会」「総合振込」「給与・賞与振込」「都度振込」ボタン

を表示します。 

３ 

企業ユーザの契約内容および利用権限に応じて「残高照会」「入出

金明細照会」「総合振込」「給与・賞与振込」「都度振込」「口座

振替」ボタンを表示します。 

 

② ショートカットボタンクリック後の画面 

ショートカットボタンをクリックすることで、該当取引画面へ遷移します。 

ショートカットボタン 遷移先の画面 

残高照会 該当口座の残高照会結果画面へ遷移します。 

入出金明細照会 
該当口座の入出金明細照会結果画面へ遷移します。 

照会期間は「期間指定なし」で入出金明細照会を行います。 

総合振込 
該当口座を出金元として、総合振込の作成中振込データ一

覧画面へ遷移します。 

給与・賞与振込 
該当口座を出金元として、給与・賞与振込の作成中振込デ

ータ一覧画面へ遷移します。 

都度振込 
該当口座を出金元として、都度振込の振込先区分選択画面

へ遷移します。 

口座振替 
該当口座を出金元として、口座振替の作成中口座振替デー

タ一覧画面へ遷移します。 
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（７）取引状況 

為替・口座振替のエラー状況、処理状況、承認待ち状況を表示します。 

なお、表示する取引状況は、企業ユーザの利用可能な企業（会社コード）に属する決済口

座の取引状況とします。 

企業パターン 表示内容 

１ 表示しない。 

２ 「エラー状況」「為替状況」「承認待ち件数（振込）」を表示します。 

３ 
「エラー状況」「為替状況」「口座振替状況」「承認待ち件数（振込

／口座振替）」を表示します。 

 

① エラー状況欄 

ａ．エラー状況欄の表示 

持込データにエラーがある場合のエラー状況欄の表示は、契約業務の企業承認要・

不要により次のとおり。 

ア．契約業務が企業承認要の場合 

企業承認前にエラーがある場合は「エラー状況（承認前）」欄、企業承認後にエ

ラーがある場合は「エラー状況（承認後）」欄に為替と口座振替に分けて、エラ

ーがある旨を赤字で表示します。 

イ．契約業務が企業承認不要の場合 

企業承認が不要のため、「エラー状況（承認後）」欄に為替と口座振替に分け

て、エラーがある旨を赤字で表示します。 

なお、持込データにエラーがない場合は、黒字で「エラーはありません」と表示し

ます。 

 

ｂ．出力エラーメッセージ 

画面へ出力されるエラーメッセージは次のとおり。 

No エラー種類 
不能 

事由 
出力エラーメッセージ 

１ 
Ｅ残高不足 

０１ 

『資金不足』と赤字で表示します。 
Ｅ資金不足 

２ Ｅ他券過振 ０２ 

３ Ｅ極度オーバ ５３ 

４ 持込エラー － 

『エラー』と赤字で表示します。 

なお、エラー内容は下記「ア．持込エラー内容」を参

照。 

５ 明細エラー － 

『エラー』と赤字で表示します。 

なお、エラー内容は下記「イ．明細エラー内容」を参

照。 
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ア．持込エラー内容 

No 種別 エラー内容 

１ 為替振込 二重持込エラー 

２ 振込指定日エラー（期限過ぎエラー含む） 

３ 仕向店舗番号エラー 

４ 預金種目エラー 

５ 口座番号エラー 

６ 合計件数エラー 

７ 合計金額エラー（限度額含む） 

８ 口座振替 二重持込エラー 

９ 振替指定日エラー 

10 合計件数エラー 

11 合計金額エラー 

12 付替金出金処理のエラー 

13 資金送付処理のエラー 

イ．明細エラー内容 

No 種別 エラー内容 

１ 為替振込 被仕向金融機関エラー 

２ 被仕向支店エラー 

３ 預金種目エラー 

４ 口座番号エラー 

５ 預金者名エラー 

６ 振込金額エラー 

７ 明細番号エラー 

８ 口座振替 需要家番号エラー 

９ 引落店舗エラー 

10 引落預金種目エラー 

11 引落口座番号エラー 

12 引落金額エラー 
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ｃ．エラーメッセージの表示タイミングと消去タイミング 

エラーメッセージを表示するタイミングと消去するタイミングは次のとおり。 

 エラー種類 エラー状況（未承認） エラー状況（承認済） 

表
示
タ
イ
ミ
ン
グ 

資金不足 

 資金決済・確保、手数料徴求

で不能事由が｢01｣｢02｣｢53｣に

よりエラーとなった時点 

為替（口振）エ

ラー 

一時保存を含み、エラーが発生

したタイミング。（期限過ぎ、二

重持込は登録した時点。） 

期限過ぎ、二重持込の持込を

企業承認した時点。 

明細エラーの持込を企業承認

した時点。 

消
去
タ
イ
ミ
ン
グ 

資金不足 

 資金決済・確保、手数料徴求

が正常終了した時点。 

エラーにより処理がされなか

った場合、指定日当日まで表

示対象とする。 

為替（口振）エ

ラー 

金庫運用にてエラー補正を行

い、エラーが解除された時点。 

金庫運用にてエラー補正を行

い、エラーが解除された時点。 

期限過ぎ、二重持込を金庫承認

した時点。 

 

持込データを取消した時点。 持込データを取消した時点。 

 エラーにより処理がされなか

った場合、指定日当日まで表

示対象とする。 

データが自動消去された時点。

（企業未承認のまま１ヶ月以上

たったもの） 

データが自動消去された時

点。（金庫未承認のまま１ヶ

月以上たったもの） 

（注）企業メイン画面は自動更新を行わないので、最新の状況を確認したい場合は、【画面内

容の最新化】ボタンをクリックし、画面の最新化を行う必要があります。 

 

② 為替状況 

【本日発信予定】 

ＷＥＢ持込、外部ファイル持込、ＰＣ持込の持込データで、本日発信予定（ログイン

日が振込指定日）なっている持込データ（企業承認要の場合は企業承認済の持込デ

ータ）の持込件数を表示します。 

 

【発信済】 

ＷＥＢ持込、外部ファイル持込、ＰＣ持込で、本日発信された持込データ（処理状況

が「発信済」となっている持込データ）の持込件数を表示します。 
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③ 口座振替状況 

【本日発信予定】 

ＷＥＢ持込、外部ファイル持込、ＰＣ持込のロギング登録可能な持込データ（企業承

認要の場合は企業承認済の持込データ）の持込件数を表示します。 

 

【発信済】 

ＷＥＢ持込、外部ファイル持込、ＰＣ持込で、本日ロギング登録された持込データ

（処理状況が「発信済」となっている持込データ）の持込件数を表示します。 

 

④ 承認待ち件数 

持込形態（ＷＥＢ持込、外部ファイル持込、ＰＣ持込）毎に、企業承認待ちとなって

いる持込データの持込件数、およびＷＥＢ持込、外部ファイル持込、ＰＣ持込の合計

持込件数を為替と口座振替に分けて表示します。 

 

（８）フリースペース 

金庫ロゴ画像とは別のフリー画像を表示します。 

 

（９）ログアウト 

【ログアウト】ボタンをクリックすることにより、本サービスシステムからログアウト

します。 

 

（１０）画面内容の最新化 

【画面内容の最新化】ボタンをクリックすることにより、メイン画面の再読込（更新）

を行い、最新状態を表示します。 
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（１１）メイン画面サブメニュー 

メイン画面のサブメニューでは「残高照会」、「入出金明細照会」、「取引状況照会」、

「税金・各種料金の払込み」、「ディレード帳票照会」のメニューをハイパーリンク形

式で表示します。 

なお、企業ユーザに利用権限がない場合のメニューは、テキスト形式で表示するととも

に、「※利用権限がありません」と表示します。 

No メニュー 表示内容 

１ 残高照会 
「現在残高など口座情報が照会できます。」と表示しま

す。 

２ 入出金明細照会 
「入出金明細の照会ができます。また、照会したデータ

のダウンロードも可能です。」と表示します。 

３ 取引状況照会 

企業パターン１・２の場合は「お振込のお取引状況を照

会できます。また、帳票印刷も可能です。」と表示しま

す。 

企業パターン３の場合は「お振込や口座振替のお取引状

況を照会できます。また、帳票印刷や口座振替の返還デ

ータのダウンロードも可能です。」と表示します。 

４ 
税金・各種料金の払込

み 

本メニューは、本サービスサービスにてマルチペイメン

トサービスを利用する場合に表示されるメニューで、「総

合振込・給与振込にてご契約いただいている口座より税

金・公共料金・各種料金の払込みがご利用になれます。」

と表示します。 

５ ディレード帳票照会 

本メニューでは、作成依頼したディレード帳票をＰＤＦ

形式で出力可能です。「ディレード出力依頼をした帳票

を照会できます。」と表示します。 
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２章  エラーメッセージ画面 

（１）エラーメッセージの種類 

本システムで表示しますエラーメッセージの種類は次のとおり。 

なお、入力チェック等で発生したエラーは、エラー発生元の画面にエラーメッセージを

赤字で表示します。 

・ログイン処理時のエラー 

・認証タイムアウト時のエラー 

・各パスワード利用規制によるエラー 

・ハードまたはソフト異常によるエラー 

・ユーザがブラウザ標準機能を使用した場合のエラー 等 

 

（２）画面イメージ 

 

 

  

ヘッダ 

エラーメッセージ 

戻る 

YYYY/MM/DD HH:MM:SS 
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３章  ユニバーサルツール 

ユニバーサルツールとは、画面デザインを企業ユーザが任意に調整可能な機能です。 

本機能はログイン画面で利用可能とし、ログイン後はログイン画面にて設定したデザイン

内容を保持するため、ログイン後にデザイン調整することはできません。 

＜ログイン画面＞ 

（１）デザイン調整 

ユニバーサルツールで調整可能な内容は次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 文字フォントサイズ 

画面上の文字の大きさ（フォントサイズ）を調整します。 

サイズは「小さい（１２ポイント）」、「やや大きい（１４ポイント）」、「大きい

（１６ポイント）」の３段階から選択可能です。 

なお、初期値は「小さい（１２ポイント）」とします。 
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② 行間調整 

画面上の行間の幅を調整します。 

幅は「狭い」、「やや広い」、「広い」の３段階から選択可能です。 

なお、初期値は「狭い」とします。 

 

（２）ヘルプ表示 

ユニバーサルツールの使用方法については、ユニバーサルツール内の「？」ボタンをク

リックすることで、各調整項目の使用方法を説明するポップアップ画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）留意事項 

① 企業ユーザのＰＣ（特にディスプレイ）やＯＳ、ブラウザの環境やバージョンによっ

ては、文字サイズや行間隔の変化が見えにくい場合があります。 

 

② 一部の文字や画像中の文言については、固定サイズのものがあります。 
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第２編 企業向けＷＥＢサービス 

１章  メニューと利用権限 

企業ユーザ（管理者／承認者／一般者）の利用権限（初期値）は次のとおり。 

なお、初期値で「×」の利用権限を「○」に変更することは不可とします。 

○：利用可 △：照会のみ可 ×：利用不可 －：サブメニュー非表示（1／2） 

カテゴリ サービスメニュー 契約種別 

企業ﾊﾟﾀｰﾝ１ 
企業ﾊﾟﾀｰﾝ２ 企業ﾊﾟﾀｰﾝ３ 

企業ﾊﾟﾀｰﾝ５ 企業ﾊﾟﾀｰﾝ６ 

利用権限 利用権限 利用権限 

管 

理 

者 

承 

認 

者 

一 

般 

者 

管 

理 

者 

承 

認 

者 

一 

般 

者 

管 

理 

者 

承 

認 

者 

一 

般 

者 

メ
イ
ン 

残高照会 － ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

入出金明細照会 － ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

取引状況照会 

総合振込 － － － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

給与・賞与振込 － － － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

都度振込 ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

－ － － － － － 

口座振替 － － － 
－ － － ○ ○ ○ 

－ － － ○ ○ ○ 

ディレード帳票照会 － － － － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

振
込
・
口
座
振
替 

総合振込 － － － － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

給与･賞与振込 － － － － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

都度振込 － ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

－ － － － － － 

口座振替 － － － － 
－ － － ○ ○ ○ 

－ － － ○ ○ ○ 

ＷＥＢ承認業務 

総合振込 － － － 
○ ○ × ○ ○ × 

○ ○ × ○ ○ × 

給与・賞与振込 － － － 
○ ○ × ○ ○ × 

○ ○ × ○ ○ × 

口座振替 － － － 
－ － － ○ ○ × 

－ － － ○ ○ × 

外部ファイル登録 

総合振込 － － － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

給与・賞与振込 － － － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

口座振替 － － － 
－ － － ○ ○ ○ 

－ － － ○ ○ ○ 
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（2／2） 

カテゴリ サービスメニュー 契約種別 

企業ﾊﾟﾀｰﾝ１ 
企業ﾊﾟﾀｰﾝ２ 企業ﾊﾟﾀｰﾝ３ 

企業ﾊﾟﾀｰﾝ５ 企業ﾊﾟﾀｰﾝ６ 

利用権限 利用権限 利用権限 

管 

理 

者 

承 

認 

者 

一 

般 

者 

管 

理 

者 

承 

認 

者 

一 

般 

者 

管 

理 

者 

承 

認 

者 

一 

般 

者 

手
数
料
照
会 

振込手数料照会 － ○ ○ × 
○ ○ × ○ ○ × 

○ ○ × ○ ○ × 

口座振替手数料照会 － － － － 
－ － － ○ ○ × 

－ － － ○ ○ × 

先方負担手数料設定（注） － ○ ○ × 
○ ○ × ○ ○ × 

○ ○ × ○ ○ × 

登
録
・
照
会 

契
約
情
報 

企業情報照会 － ○ ○ △ 
○ ○ △ ○ ○ △ 

○ ○ △ ○ ○ △ 

振込契約情報 

総合振込 － － － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

給与・賞与振込 － － － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

都度振込 ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

－ － － － － － 

口座振替契約情報 － － － － 
－ － － △ △ △ 
－ － － △ △ △ 

利用開始登録 － ○ × × 
○ × × ○ × × 

○ × × ○ × × 

登
録
・
照
会 

明
細
情
報 

振込先明細登録 

総合振込 － － － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

給与・賞与振込 － － － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

都度振込 ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

－ － － － － － 

口座振替明細情報 － － － － 
－ － － ○ ○ ○ 

－ － － ○ ○ ○ 

管
理
機
能 

ＩＤメンテナンス － ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ＩＤロック解除 － ○ × × 
○ × × ○ × × 

○ × × ○ × × 

カレンダー管理 － ○ ○ × 
○ ○ × ○ ○ × 

○ ○ × ○ ○ × 

利用履歴照会 － ○ × × 
○ × × ○ × × 

○ × × ○ × × 

ＷＥＢ－ＦＢ取引停止 － ○ × × 
○ × × ○ × × 

○ × × ○ × × 

ワンタイムパスワード認

証情報管理 
－ ○ × × 

○ × × ○ × × 

○ × × ○ × × 

   （注）金庫情報設定にて企業独自先方負担手数料の利用を「利用しない」と設定している場合

は、表示されません。 
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２章  利用権限の変更 

企業ユーザ（管理者／承認者／一般者）の利用権限の変更は次のとおり。 

 

（１）管理者の利用権限 

利用権限の変更は不可とします。 

 

（２）承認者および一般者の利用権限 

管理者が、ＩＤメンテナンスから利用権限を変更することができます。 

なお、利用権限が変更できるのは、システム初期値が「利用可」または「照会のみ可」

となっている場合のみです。 
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第３編 認証処理 

１章  認証処理フロー 
●ＩＤ・パスワード方式によるログイン処理 

「お客様ＩＤ」および「ログインパスワード」にてログイン認証を行います。 

 

なお、初回ログイン時には、「ログインパスワード」、「登録確認用パスワード」、「承認

用パスワード（管理者権限または承認者権限の場合）」、「都度振込送信確認用パスワード」

の強制変更を行います。 

 

ログインおよび初回ログイン時における処理フローは次のとおり。 

 

 

ＩＤ・パスワード方式 

初回ログイン 

お客様ＩＤ入力 

ログインパスワード入力 

ログインパスワード変更 

登録確認用パスワード変更 

管理者または承認者 

承認用パスワード変更 

都度振込送信確認用パスワード変更 

管理者 

利用者開始番号発行 

利用開始登録 

メイン画面 

No 

YES 

No 

No 

YES 

YES 
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２章  ログイン 

（１）ログイン方法 

＜ＩＤ・パスワード方式＞ 

ログイン画面で「お客様ＩＤ」および「ログインパスワード」を入力し、「ログイン」

ボタンをクリックすることによりログイン認証を行います。 

 

（２）ログイン可能時間 

本サービスの企業ユーザのログイン可能時間。 

運用パターン システム運用時間 

営業日運用 ７：００～２３：００ 

休業日運用 ８：００～２２：００ 

休日運用 ８：００～２１：００  

   ただし、次の場合は除く 

   ・定期的に定めたメンテナンス作業等により、本サービスを休止する場合 

   ・随時発生するメンテナンス作業等により、本サービスを休止する場合 

   ・上記以外の緊急事態により、本サービスを休止する必要があると判断する場合 

 

（３）ログイン認証情報 

① ＩＤ・パスワード方式 

a. 「お客様ＩＤ（６～１２桁の半角英数字）」 

「お客様ＩＤ（管理者、承認者、一般者）」を入力します。 

b. ログインパスワード（６～１２桁の半角英数字） 

「お客様ＩＤ」に登録されているログインパスワードを入力します。 

なお、入力したログインパスワードは画面上「＊」で表示されます。 
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（４）ＳＳＣにて登録されたメッセージの出力 

システムトラブル時や、システムメンテナンス時などに、利用金庫に代わって企業ユー

ザのログイン画面にＳＳＣで任意に設定したメッセージが出力されます。 

＜ログイン画面＞ 
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（５）ログイン画面イメージ 

＜ＩＤ・パスワード方式 ログイン画面＞ 
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３章  初回ログイン 

企業ユーザ（管理者／承認者／一般者）での初回ログイン時には、強制的にパスワード変

更画面を表示し、「ログインパスワード」、「登録確認用パスワード」、「承認用パスワ

ード（管理者権限または承認者権限の場合）」、「都度振込送信確認用パスワード」の変

更を行います。 

なお、企業ユーザ（管理者）の初回ログインにおけるパスワード変更処理後には、本サー

ビスを利用するために必要となる利用開始番号の発行を行うため、企業情報照会の画面を

自動表示し、企業情報の登録処理を行います。 

企業情報登録の詳細は「第４編１２章 企業情報照会・変更」を参照。 

 

（１）各種パスワード変更 

各種パスワード変更画面で「ログインパスワード」、「登録確認用パスワード」、「承

認用パスワード（企業承認有りの場合）」、「都度振込送信確認用パスワード」の変更

を行います。 

なお、パスワード変更時の条件は以下のとおり。 

・変更前のパスワードと同一のものを変更後のパスワードとして設定することはできま

せん。 

・ログインパスワードに「お客様ＩＤ」と同一のものを設定することはできません。 

 

（２）画面イメージ 

① ログインパスワード変更画面 
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② 登録確認用パスワード変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 承認用パスワード変更画面 
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④ 都度振込送信確認用パスワード変更画面 

 

 

※企業タイプが「都度以外」と設定されている企業ユーザは、都度振込送信確認用パス

ワードの設定を不要とするため、都度振込送信確認用パスワード変更画面は表示さ

れません。 

また、「都度専用」と設定されている企業は、都度振込送信確認用パスワード以外

の設定を不要とするため、都度振込送信確認用パスワード変更画面以外は表示され

ません。 
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４章  ログアウト 

（１）通常ログアウト 

通常ログアウトする場合は、画面ヘッダー部にある「ログアウト」ボタンをクリックす

ることでログアウト処理を実行します。 

上記以外の操作（ブラウザの終了等）によるログアウトはすべて異常終了となります。

そのため、次回ログインする場合には、強制ログアウトしないとログインできなくなり

ます。 

 

（２）無操作タイムアウトによる自動ログアウト 

本サービス利用中に１５分以上ブラウザ操作を行わなかった場合、システムで当該ユー

ザを強制的にログアウトします。 

無操作タイムアウトとなったユーザが継続してサービスを利用しようとした場合、エラ

ー画面にて認証タイムアウトとなったことを表示します。 

＜無操作タイムアウト判定条件＞ 

「メニュークリックによる画面遷移」、「検索」、「実行」等のボタン操作が１５分以

上なかった場合に無操作タイムアウトとなります。 

ただし、プルダウンメニュー・ラジオボタン・チェックボックス・テキストフィールド

における入力操作、またはリセットボタンは判定条件に該当しません。 

 

（３）強制ログアウト 

異常終了によりシステム側でログイン状態が正常にクリアされなかった場合に、システ

ムで強制的にログアウトを行います。 

① 強制ログアウト方法 

異常終了したユーザがログインしようとした場合、強制ログアウトが必要になった

ことを通知するエラー画面を表示し、「いますぐ強制ログアウトを行います。」ボ

タンをクリックすることで強制ログアウト処理を行います。 

＜強制ログアウト画面イメージ＞ 
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② 強制ログアウト対象条件 

ａ．前回利用時の異常終了 

前回システム利用時に異常終了した場合は、強制ログアウトの対象となります。 

ただし、前回異常終了時から１５分以上経過している場合は、認証状態がシステム

にてクリアされているため、強制ログアウトから対象外となります。 

＜前回異常終了の条件＞ 

・ブラウザの終了（ファイルメニューの閉じる、Alt＋F4キークリック、「×」ボタ

ンクリック） 

・ＰＣ異常終了（ＯＳやハードウェア異常による終了） 

・ログイン中の他サイトへの遷移 

 

ｂ．二重ログイン 

既にログインしている「お客様ＩＤ」でログインした場合は、既にログインしている

「お客様ＩＤ」が強制ログアウトの対象となります。 

 

５章  利用開始番号発行 

本システムを利用するために必要となる利用開始番号（４桁数字）の発行を行います。 

利用開始番号はＥメールにて企業へ通知します。 

なお、この画面から【照会】ボタンをクリックすることにより、通知種別を変更すること

ができます。 

 

 ＜利用開始番号発行画面イメージ＞ 

 

  



３-１０ 

６章  利用開始登録 

企業ユーザ（管理者）はメール受信後、契約情報登録・照会の利用開始登録でＥメールに

記載されている「利用開始番号（４桁数字）」を入力することにより、利用開始登録を行

います。これにより本サービスサービスの利用が可能となります。 

なお、利用開始番号の有効期限は、発行日を含め１０営業日とし、有効期限内で利用開始

登録処理を行う必要があります。 

 

＜利用開始登録画面イメージ＞ 
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第４編 業務処理 

１章  残高照会 

企業ユーザが、利用可能な本サービス契約口座の残高照会を行います。 

 

（１）対象科目 

「普通」および「当座」とします。 

 

（２）対象口座 

「総合振込」、「給与・賞与振込」、「都度振込」、「口座振替」のいずれかの契約が

されている口座を対象とします。 

 

（３）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【残高照会】ボタンをクリック 

残高照会画面 

本サービス 

メイン画面 

口座を選択し、【選択】ボタンをクリック 

口座選択画面 
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（４）口座選択 

メイン画面から【残高照会】ボタンをクリックすると口座選択画面が表示されますので、

残高照会を行う口座を選択します。 

 

＜口座選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 口座一覧 

残高照会を行う口座を選択します。（複数選択可） 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

選択 選択した口座の残高照会処理を実行し、残高照会画面へ遷移します。 

ＴＯＰ メイン画面へ遷移します。 
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（５）残高照会 

口座選択画面で選択した口座の残高照会画面が表示されます。 

 

＜残高照会画面＞ 
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① 残高情報 

現在残高、支払可能残高、前日残高、前月末残高を表示します。 

 

② 資金移動情報 

当該口座における発信予定となっている持込情報を振込指定日の昇順に表示します。 

なお、表示されます資金移動情報の条件は次のとおり。 

◎振込指定日がログイン日当日以降の金庫承認済持込データ 

※金庫承認不要の場合は、持込データにエラーがない振込指定日がログイン日当日

以降の持込データ 

◎データ種別が「総合振込」「給与・賞与振込」「都度振込」の持込データ 

 

③ その他処理 

残高照会を行った口座を決済口座とした利用可能サービスの処理ボタンを会社コー

ド毎に表示します。 

該当のボタンをクリックすることにより、そのサービスに対応した業務処理画面へ遷

移します。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

総合振込 

該当業務の処理画面へ遷移します。 

なお、処理ボタンは企業ユーザが利用可能なもののみ表示します。 

給与・賞与振込 

都度振込 

口座振替 

入出金明細照会 

戻る 前画面へ戻ります。 
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２章  入出金明細照会 

企業ユーザが、利用可能な本サービス契約口座の入出金明細照会を行います。 

なお、一度に複数口座を選択して照会することはできません。 

（１）対象科目 

「普通」および「当座」とします。 

 

（２）対象口座 

「総合振込」、「給与・賞与振込」、「都度振込」、「口座振替」のいずれかの契約が

されている口座を対象とします。 

 

（３）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【入出金明細照会】ボタンをクリック 

入出金明細照会画面 

本サービス 

メイン画面 

口座を選択し、照会条件を設定後、【照会】ボタンをクリック 

口座選択画面 
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（４）口座選択 

メイン画面から【入出金明細照会】ボタンをクリックすると口座選択画面が表示されま

すので、入出金明細照会を行う口座を選択します。 

 

＜口座選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 口座一覧 

入出金明細照会を行う口座を１つ選択します。（複数選択不可） 

 

② 照会期間 

入出金明細照会の照会期間を「期間指定」、「日付指定」、「未照会分のみ指定する」

から１つ選択（ラジオボタンをチェック）します。 
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ａ．期間指定 

「前日分」、「当日分」、「当月分」、「指定なし」から選択します。 

なお、初期値は「指定なし」とし、「指定なし」を指定した場合は過去６２日分の

明細まで出力します。 

 

ｂ．日付指定 

照会開始日・終了日を任意に指定し、照会します。 

なお、入力可能期間は当日含め過去６２日とします。 

 

ｃ．未照会分のみ指定 

未照会データのみ照会します。 

なお、一度照会した未照会分を再度「未照会分のみ指定する」にて照会することは

できません。 

 

③ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

照会 
選択した口座の入出金明細照会を実行し、入出金照会画面へ遷

移します。 

ＴＯＰ メイン画面へ遷移します。 
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（５）入出金明細照会 

口座選択画面から選択した口座の入出金明細照会画面が表示されます。 

 

＜入出金明細照会画面＞ 
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① 入出金明細情報 

勘定系ホストから取得した入出金明細を日付の古い順に表示します。 

明細照会可能期間は過去６２日間までとします。 

なお、１画面に表示可能な明細数は２５明細※１までとし、２５明細※１を超える場

合は複数ページに分割して表示します。（【次の明細】をクリックすることにより次の

２５明細※１を超える明細を表示します。） 

 

② 明細データダウンロード 

照会した明細データ（画面に表示されている明細データのみ）を「ＣＳＶ形式」「全銀

フォーマット形式」「ＸＭＬ形式」にてダウンロード可能とします。 

また、マイクロソフト「Ｍｏｎｅｙ」※２や「提携会計ソフト」に明細を取り込むこと

を可能とします。 

なお、２５明細※１を超える明細が存在した場合は、以下の注意メッセージを出力し

ます。 

 

「ご指定された照会範囲の入出金明細の続きがあります。続きを確認する場合は、「次

の明細」ボタンを押してください。 

全明細の「ダウンロード」等を行う場合は、最後まで照会してから各ボタンを押して

ください。」 

 

※１…企業情報が複数存在する場合は、表示可能な明細数は１３明細となります。 

 

※２…Micorsoft Moneyの全てのバージョンの販売、オンライン サービスとサポート

は 2011 年 1 月をもって終了しています。 

 

 

③ その他サービス 

入出金明細照会を行った口座を決済口座とした利用可能なサービスボタンを会社コー

ド毎に表示します。 

該当のボタンをクリックすることにより、そのサービスに対応した業務処理画面へ遷

移します。 
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④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

印刷(PDF) 入出金明細結果表をＰＤＦファイルにて出力します。 

ＣＳＶファイル 照会した明細データをＣＳＶ形式でダウンロードします。 

全銀フォーマット 
照会した明細データを全銀フォーマットでダウンロードしま

す。 

Ｍｏｎｅｙに取り

込む 

照会した明細データをマイクロソフトＭｏｎｅｙに取り込む

みます。 

提携会計ソフトに

取り込み 
照会した明細データを提携会計ソフトに取り込むみます。 

ＸＭＬフォーマッ

ト 
照会した明細データをＸＭＬ形式でダウンロードします。 

総合振込 

該当業務の処理画面へ遷移します。 

なお、処理ボタンは企業ユーザが利用可能なもののみ表示しま

す。 

給与・賞与振込 

都度振込 

口座振替 

残高照会 

戻る 前画面へ戻ります。 

 

⑤ 印刷結果イメージ（ＰＤＦ形式） 
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（６）ファイル出力時のフォーマット 

① 全銀フォーマット 

入出金明細の全銀フォーマットは次のとおり。 

なお、ダウンロード時のファイル名（初期値）は「Zengin＋口座番号.txt」です。 

（１／３） 

No 項目名 桁
数 

項目内容 

情報元 

ホ
ス
ト 

シ
ス
テ
ム 

１ ヘ
ッ
ダ
ー
レ
コ
ー
ド 

データ区分 1 「1」（ヘッダーレコード）を設定  ○ 

２ 種別コード 2 「03」（入出金明細）を設定  ○ 

３ コード区分 1 「0」（JIS）を設定  ○ 

４ 作成日 6 照会日（和暦：YYMMDD）を設定  ○ 

５ 勘定日（自） 6 照会開始日（和暦：YYMMDD）を設定  ○ 

６ 勘定日（至） 6 照会終了日（和暦：YYMMDD）を設定  ○ 

７ 銀行コード 4 金庫コードを設定  ○ 

８ 銀行名 15 金庫名（下り電文）を設定（左詰残りスペース） ○  

９ 支店コード 3 店舗コードを設定  ○ 

10 支店名 15 店舗名（下り電文）を設定（左詰残りスペース） ○  

11 ダミー 3 「000」を設定  ○ 

12 預金種目 1 「1：普通」または「2：当座」を設定  ○ 

13 口座番号 10 
口座番号を設定 

前3桁を「0」、右詰残り「0」 
 ○ 

14 口座名 40 
氏名（下り電文）を設定 

左詰で口座名20バイト、残りスペース 
○  

15 貸越区分（注１） 1 取引前残高符号（下り電文）を設定 ○  

16 通帳・証書区分 1 「0」を設定 ○  

17 取引前残高（注１） 14 
取引前残高（下り電文）を設定 

前4桁を「0」、右詰残り「0」 
○  

18 ダミー 71 スペースを設定  ○ 

19 デ
ー
タ
レ
コ
ー
ド 

データ区分 1 「2」（ヘッダーレコード）を設定  ○ 

20 照会番号 8 
照会の一連番号を設定（1から付与） 

右詰残り「0」 
 ○ 

21 勘定日 6 取引日（和暦：YYMMDD）を設定 ○  

22 預入・払出日 6 起算日（和暦：YYMMDD）を設定 ○  

23 入払区分 1 

入出金区分（下り電文）を設定 

・入金または出金取消の場合は「1」 

・出金または入金取消の場合は「2」 

○  

24 取引区分（注２） 2 取引区分（下り電文）を設定 ○  

25 取引金額 12 
取引金額（下り電文）を設定 

前2桁を「0」、右詰残り「0」 
○  

26 うち他店券金額 12 
他店券金額（下り電文）を設定 

前2桁を「0」、右詰残り「0」 
○  

27 交換呈示日 6 交換日（下り電文）を設定 ○  

28 不渡返還日 6 不渡返還日（下り電文）を設定 ○  
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（２／３） 

No 項目名 桁
数 

項目内容 

情報元 

ホ
ス
ト 

シ
ス
テ
ム 

29 

デ
ー
タ
レ
コ
ー
ド 

手形・小切手区分 1 

手形・小切手種類（下り電文）を設定 

・当座勘定では小切手は「1」、約束手形は「2」、

為替手形は「3」、それ以外は「0」を設定 

・普通預金では「0」を設定 

○  

30 手形・小切手番号 7 
手形・小切手番号（下り電文）を設定 

前1桁を「0」、右詰残り「0」 
○  

31 僚店番号 3 

取扱店（下り電文）を設定 

・僚店扱取引の場合は取扱店を設定 

・他金庫扱取引の場合は「000」を設定 

○  

32 振込依頼人コード 10 スペースを設定  ○ 

33 
振込依頼人名or契

約者番号 
48 

振込依頼人名（下り電文）を設定 

左詰で依頼人名13バイト、残りスペース 
○  

34 仕向銀行名 15 スペースを設定  ○ 

35 仕向店名 15 スペースを設定  ○ 

36 摘要内容 20 
摘要（下り電文）を設定 

左詰で摘要13バイト、残りスペース 
○  

37 ＥＤＩ情報 20 
ＥＤＩ情報（下り電文）を設定 

左詰残りスペース 
○  

38 ダミー 1 スペースを設定  ○ 

39 

ト
レ
ー
ラ 

データ区分 1 「8」（トレーラレコード）を設定  ○ 

40 入金件数 6 

トレーラレコードの入出金区分が「1」の合計取

引件数を設定 

右詰残り「0」 

○  

41 入金額合計 13 

トレーラレコードの入出金区分が「1」の合計取

引金額を設定 

前3桁を「0」、右詰残り「0」 

○  

42 出金件数 6 

トレーラレコードの入出金区分が「2」の合計取

引件数を設定 

右詰残り「0」 

○  

43 出金額合計 13 

トレーラレコードの入出金区分が「2」の合計取

引金額を設定 

前3桁を「0」、右詰残り「0」 

○  

44 貸越区分 1 
最終データレコードの取引後元帳残高符号を設

定 
○  

45 取引後残高 14 
最終データレコードの取引後元帳残高を設定 

前4桁を「0」、右詰残り「0」 
○  

46 
データ・レコード

件数 
7 

データレコードの件数を設定 

右詰残り「0」 
○  

47 ダミー 139 スペースを設定  ○ 
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（３／３） 

No 項目名 桁
数 

項目内容 

情報元 

ホ
ス
ト 

シ
ス
テ
ム 

48 

エ
ン
ド 

データ区分 1 「9」（エンドレコード）を設定  ○ 

49 レコード総件数 10 

ヘッダー＋データ＋トレーラ＋エンドレコー

ド（データ・レコード件数＋３）を設定 

右詰残り「0」 

○  

50 口座数 5 「00001」を設定  ○ 

51 ダミー 184 スペースを設定  ○ 
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（注１）取引前残高符号および取引前残高の算出方法 

当座勘定 

 該当明細の次明細の手数料ビット＝ＯＦＦの場合 

 
取引前残高 

入金取引の場合⇒取引後元帳残高－取引金額 

出金取引の場合⇒取引後元帳残高＋取引金額 

取引前残高符号 
取引前残高がZERO以上であれば「１（プラス）」 

取引前残高がZEROより小さければ「２（マイナス）」 

該当明細の次明細の手数料ビット＝ＯＮの場合 

 

取引前残高 

入金取引の場合⇒取引後元帳残高－取引金額＋次

明細（手数料ビット＝ＯＮ）の取引金額 
出金取引の場合⇒取引後元帳残高＋取引金額＋次明細

（手数料ビット＝ＯＮ）の取引金額 

取引前残高符号 
取引前残高がZERO以上であれば「１（プラス）」 

取引前残高がZEROより小さければ「２（マイナス）」 

該当明細の手数料ビット＝ＯＮの場合 

 取引前残高 当該明細としては取引前残高を出力しない。 

取引前残高符号 当該明細としては取引前残高符号を出力しない。 

普通預金 

取引前残高 
入金取引の場合⇒取引後元帳残高－取引金額 

出金取引の場合⇒取引後元帳残高＋取引金額 

取引前残高符号 
取引前残高がZERO以上であれば「１（プラス）」 

取引前残高がZEROより小さければ「２（マイナス）」 

 

（注２）取引区分について 

当座勘定 

「訂正（19）」   取引ＴＲＳＴＳの取消キークリックがＯＮの場合 

「振込（11）」   振替コードが「振込入金（040）」の場合 

「他券入金（12）」 資金化区分コードが「0」以外の場合 

「交換（13）」   取引コードが「為替自動入金（110）」で振替コー 

          ドが「取立入金（044）」の場合 

          取引コードが「当座交換支払（390）」の場合 

「振替（14）」   取引コードが「振替支払（490）」の場合 

          取引コードが「振替支払（498）」の場合 

          センタ一括取引かつ振替コード≠「0」の場合 

「現金（10）」   上記以外の場合 

普通預金 

「訂正（19）」   取引ＴＲＳＴＳの取消キークリックがＯＮの場合 

「振込（11）」   振替コードが「振込入金（040）」の場合 

「他券入金（12）」 資金化区分コードが「0」以外の場合 

「交換（13）」   取引コードが「為替自動入金（110）」で振替コー 

          ドが「取立入金（044）」の場合 

「振替（14）」   取引コードが「振替支払通帳（490）」の場合 

          取引コードが「振替支払カード（498）」の場合 

          センタ一括取引かつ振替コード≠「0」の場合 

「現金（10）」   上記以外の場合 
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② Ｍｏｎｅｙフォーマット 

入出金明細のＭｏｎｅｙフォーマットは次のとおり。 

なお、ダウンロード時のファイル名（初期値）は「Money＋口座番号.ofx」です。 

---------------------------------ヘッダー部 ------------------------------------ 

 OFXHEADER:100 
 DATA:OFXSGML 
 VERSION:102 
 SECURITY:NONE 

 ENCODING:UTF-8 

 CHARSET:CSUNICODE 

 COMPRESSION:NONE 

 OLDFILEUID:NONE 

 NEWFILEUID:NONE 

--------------------------------金融機関情報 ----------------------------------- 

<OFX> 
<SIGNONMSGSRSV1> 
 <SONRS> 
 <STATUS><CODE>[金融機関コード]<SEVERITY>INFO</STATUS> 
 <DTSERVER>[作成時刻][+9:JST] 
 <LANGUAGE>JPN 
 <FI> 
  <ORG>[金融機関名称] 
 </FI> 
 </SONRS> 
</SIGNONMSGSRSV1> 
----------------------------------口座情報 ------------------------------------- 

<BANKMSGSRSV1> 
 <STMTTRNRS> 
  <TRNUID>0 
  <STATUS> 
   <CODE>0 
   <SEVERITY>INFO 
  </STATUS> 
  <STMTRS> 
   <CURDEF>JPY 

   <BANKACCTFROM> 

    <BANKID>[金融機関コード] 

    <BRANCHID>[店舗コード] 
    <ACCTID>[口座番号] 
    <ACCTTYPE>[種目] 
   </BANKACCTFROM> 
   <BANKTRANLIST> 
    <DTSTART>[照会開始日][+9:JST] 
    <DTEND>[照会終了日][+9:JST] 

    <STMTTRN> 

     <TRNTYPE>DEP 

     <DTPOSTED>[取引日][+9:JST] 

     <TRNAMT>[取引金額] 

明細数分 
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     <FITID>[作成時刻+通番] 

     <NAME>[摘要] 

    </STMTTRN> 
   </BANKTRANLIST> 
   <LEDGERBAL> 
           <BALAMT>[残高] 
           <DTASOF>[残高確認時間][+9:JST] 
   </LEDGERBAL> 
  </STMTRS> 
 </STMTTRNRS> 
</BANKMSGSRSV1> 
</OFX> 

 

No 項目 項目内容 

1 
金
融
機
関
情
報 

金融機関コード 契約している金融機関コードを設定 

2 作成時刻 作成時刻（YYYYMMDDHHMMSS）を設定 

3 金融機関名称 契約している金融機関名称を設定 

4 

口
座
情
報 

金融機関コード 契約している金融機関コードを設定 

5 店舗コード 入出金明細照会画面に表示している契約店舗コードを設定 

6 口座番号 入出金明細照会画面に表示している口座番号を設定 

7 種目 

入出金明細照会画面に表示している科目を次のとおり設定 

当座の場合は「CHECKING」 

普通の場合は「SAVINGS」 

8 照会開始日 照会開始日を「照会開始日（YYYYMMDD）＋000000」で設定 

9 照会終了日 照会終了日を「照会終了日（YYYYMMDD）＋235959」で設定 

10 取引日 取引日（下り電文）を「取引日（YYYYMMDD）＋000000」で設定 

11 取引金額 
取引金額（下り電文）を設定 

（入出金区分が「２」の場合は取引金額の前に「－」を設定） 

12 作成時刻＋通番 
「作成時刻（YYYYMMDDHHMMSS）＋通番（XXXX）」を設定 

（通番は「0000」から「+1」していく） 

13 摘要 摘要（下り電文）がある場合は「〈NAME〉摘要」を設定 

14 残高 
取引後元帳残高（下り電文）を設定 

（残高照会権限がない場合は「0」を設定） 

15 残高確認時間 最終取引の取引日を「取引日（YYYYMMDD）＋000000」で設定 
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③ ＣＳＶフォーマット 

入出金明細のＣＳＶフォーマットは次のとおり。 

ａ．フォーマット 

ア．当座フォーマット 

契約店舗 

コード 
店舗名 科目 口座番号 照会期間 照会対象 

999 店舗ＮＮＮ 当座 9999999 ＮＮＮ ＮＮＮＮＮ 

日付 手形種別番号 摘要 お支払い金額 お預かり金額 残高 

9999/99/99     9999999999 

 

イ．普通フォーマット 

契約店舗 

コード 
店舗名 科目 口座番号 

照会 

期間 
照会対象 

999 店舗ＮＮＮ 普通 9999999 ＮＮＮ ＮＮＮＮＮ 

日付 摘要 お支払い金額 お預かり金額 残高 

 
9999/99/99     

 

ｂ．出力項目説明 

項目 内容 

契約店舗コード 入出金明細照会画面に表示している契約店舗コードを設定 

店舗名 入出金明細照会画面に表示している契約店舗名を設定 

科目 入出金明細照会画面に表示している科目を設定 

口座番号 入出金明細照会画面に表示している口座番号を設定 

照会期間 

照会期間の指定が「期間指定：指定なし」または「未照会分の

み指定する」の場合は「指定なし」を出力。 

それ以外を指定した場合は「YYYY年MM月 DD日からYYYY年 MM

月 DD日」と出力。 

照会対象 

照会期間の指定が「未照会分のみ指定する」の場合は「未照会

分のみ」を出力。 

それ以外を指定した場合は「既・未照会分すべて」と出力。 

日付 入出金明細照会画面に表示している明細の日付を設定 

手形種別番号 
入出金明細照会画面に表示している明細の手形種別番号を設

定 

摘要 入出金明細照会画面に表示している明細の摘要を設定 

お支払い金額 
入出金明細照会画面に表示している明細のお支払い金額を設

定 

お預かり金額 
入出金明細照会画面に表示している明細のお預かり金額を設

定 
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残高 
入出金明細照会画面に表示している明細の取引後元帳残高を

設定（残高照会権限がない場合は「**********」を設定） 

 

④ 提携会計ソフト用に出力するＣＳＶフォーマット 

入出金明細のＣＳＶフォーマットは次のとおり。 

ファイル名は「yyyymmdd（取得年月日）+hhmmss（時分秒）.csv」です。 

また、一度に取得できる最大明細数は２５件までであり、２６件目以降を取得する場

合は、「次の明細」をクリックします。 

ａ．フォーマット 

階層 項番 名称 
説明 

（画面表示名） 
サイズ 説明 

第
一
階
層 

1 データ区分 
データ区分 

(表示なし) 
1 1 

2 セパレータ  1 , 

3 作成日 
ダウンロード(格納)日付 

(表示なし) 
8 YYYYMMDD 

4 セパレータ  1 , 

5 店舗名 
照会口座の店舗名 

(お取引店) 
60 大崎支店 

6 セパレータ  1 , 

7 科目名 
照会口座の科目名 

(科目) 
20 普通 

8 セパレータ  1 , 

9 口座番号 
照会口座の口座番号 

(口座番号) 
7 1234567 

10 セパレータ  1 , 

11 名義人 
当該口座の名義人 

(口座名義人) 
48 ｶ)ﾃｽﾄ 

12 改行  2 (0x0d0a)16 

      

第
二
階
層 

1 データ区分 
データ区分 

(表示なし) 
1 2 

2 セパレータ  1 , 

3 取引日 
取引日付 

（お取引日） 
15 YYYY年 MM月 DD日 

4 セパレータ  1 , 

5 取引内容 
当該取引の内容 

（お取引内容） 
60 ＡＴＭ支払 

6 セパレータ  1 , 

7 支払金額 
当該取引の支払金額 

（お支払金額） 
15 \99,999,999,999 

8 セパレータ  1 , 

9 入金金額 
当該取引の入金金額 

(お預り金額) 
15 \99,999,999,999 

10 セパレータ  1 , 

11 預り残高 
当該取引後の預り残高 

(お預り残高) 
15 \99,999,999,999 

12 改行  2 改行 

 ～  第二階層項番1～12のデータ内容を取引明細数分繰返し 
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⑤ ＸＭＬフォーマット 

    入出金明細のＸＭＬフォーマットは次のとおり。 

    なお、ダウンロード時のファイル名（初期値）は「ZenginXml＋口座番号.xml」です。 

※全国銀行協会が制定した「ＸＭＬ形式 適用業務およびレコード・フォーマット」に則り、タグ省略等を行うこと

があります。 

「ＸＭＬ形式 適用業務およびレコード・フォーマット」の詳細については、以下を参照してください。 

【出典】「ＸＭＬ形式 適用業務およびレコード・フォーマット」の制定について（全国銀行協会） 

    https://www.zenginkyo.or.jp/news/detail/nid/8335/ 

------------------------------ヘッダー部---------------------------------------- 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no"?> 

<Document xmlns="urn:iso:std:iso:20022:tech:xsd:camt.052.001.02"> 

<BkToCstmrAcctRpt> 

<GrpHdr> 

  <MsgId>[グループメッセージID]</MsgId> 

  <CreDtTm>[XMLファイル作成日時]</CreDtTm> 

</GrpHdr> 

  <Rpt> 

------------------------------口座情報------------------------------------------ 

    <Id>0001</Id> 

    <CreDtTm>[入出金取引明細情報作成日]</CreDtTm> 

    <FrToDt> 

      <FrDtTm>[勘定日(自)]</FrDtTm> 

      <ToDtTm>[勘定日(至)]</ToDtTm> 

    </FrToDt> 

    <Acct> 

      <Id><Othr><Id>[口座番号]</Id></Othr></Id> 

      <Tp><Prtry>[預金種目および通帳・証書区分]</Prtry></Tp> 

      <Nm>[口座名]</Nm> 

      <Svcr> 

        <FinInstnId> 

          <ClrSysMmbId><MmbId>[銀行コード]</MmbId></ClrSysMmbId> 

          <Nm>[銀行名]</Nm> 

        </FinInstnId> 

        <BrnchId> 

          <Id>[支店コード]</Id> 

          <Nm>[支店名]</Nm> 

        </BrnchId> 

      </Svcr> 

    </Acct> 

    <Bal> 

      <Tp><CdOrPrtry><Cd>OPAV</Cd></CdOrPrtry></Tp> 

      <Amt Ccy="JPY">[取引前残高]</Amt> 

      <CdtDbtInd>[取引前残高貸越区分]</CdtDbtInd> 

      <Dt><Dt>[取引前勘定日(自)]</Dt></Dt> 

    </Bal> 

    <Bal> 

      <Tp><CdOrPrtry><Cd>CLAV</Cd></CdOrPrtry></Tp> 

      <Amt Ccy="JPY">[取引後残高]</Amt> 

      <CdtDbtInd>[取引後残高貸越区分]</CdtDbtInd> 

      <Dt><Dt>[取引後勘定日(至)]</Dt></Dt> 

    </Bal> 
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    <TxsSummry> 

      <TtlNtries> 

        <NbOfNtries>[データ・レコード件数]</NbOfNtries> 

      </TtlNtries> 

      <TtlCdtNtries> 

        <NbOfNtries>[入金件数]</NbOfNtries> 

        <Sum>[入金額合計]</Sum> 

      </TtlCdtNtries> 

      <TtlDbtNtries> 

        <NbOfNtries>[出金件数]</NbOfNtries> 

        <Sum>[出金額合計]</Sum> 

      </TtlDbtNtries> 

    </TxsSummry> 

------------------------------明細情報 ※明細数分------------------------------ 

    <Ntry> 

      <Amt Ccy="JPY">[取引金額]</Amt> 

      <CdtDbtInd>[入払区分]</CdtDbtInd> 

      <RvslInd>[取引訂正通知区分]</RvsltInd> 

      <Sts>BOOK</Sts> 

      <BookgDt><Dt>[勘定日]</Dt></BookgDt> 

      <ValDt><Dt>[預入・払出日]</Dt></ValDt> 

      <BkTxCd><Prtry><Cd>[取引区分]</Cd></Prtry></BkTxCd> 

      <NtryDtls> 

        <TxDtls> 

          <Refs> 

            <EndToEndId>[取引明細識別番号]</EndToEndId> 

            <Prtry> 

              <Tp>Reference/Identification Number</Tp> 

              <Ref>[照会番号または識別番号]</Ref> 

            </Prtry> 

          </Refs> 

          <BkTxCd> 

            <Domn> 

              <Cd>PMNT</Cd> 

              <Fmly> 

                <Cd>RCDT</Cd> 

                <SubFmlyCd>DMCT</SubFmlyCd> 

              </Fmly> 

            </Domn> 

          </BkTxCd> 

          <RltdPties> 

            <Dbtr> 

              <Nm>[振込依頼人名または契約者番号]</Nm> 

              <Id> 

                <Orgld> 

                  <Othr> 

                    <Id>[振込依頼人コード]</Id> 

                    <SchmeNm><Cd>BANK</Cd></SchmeNm> 

                  </Othr> 

                </Orgld> 

              </Id> 

            </Dbtr> 

          </RltdPties> 

          <RltdAgts> 
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            <DbtrAgt> 

              <FinInstnId><Nm>[仕向銀行名]</Nm></FinInstnId> 

              <BrnchId><Nm>[仕向支店名]</Nm></BrnchId> 

            </DbtrAgt> 

            <CdtrAgt> 

              <BrnchId><Id>[僚店番号]</Id></BrnchId> 

            </CdtrAgt > 

          </RltdAgts> 

          <RltdRmtInf> 

            <RmtId>[EDI情報]</RmtId> 

          </RltdRmtInf> 

          <RmtInf> 

            <Ustrd>[金融EDI情報]</Ustrd> 

          </RmtInf> 

        </TxDtls> 

      </NtryDtls> 

      <NtryDtls> 

        <TxDtls> 

          <Refs> 

            <ChqNb>[手形・小切手番号]</ChqNb> 

            <Prtry> 

              <Tp>[手形・小切手区分]</Tp> 

              <Ref>0</Ref> 

            </Prtry> 

          </Refs> 

          <AmtDtls> 

            <TxAmt><Amt Ccy="JPY">[うち他店券金額]</Amt></TxAmt> 

          </AmtDtls> 

          <BkTxCd> 

            <Domn> 

              <Cd>PMNT</Cd> 

              <Fmly> 

                <Cd>RCHQ</Cd> 

                <SubFmlyCd>CCHQ</SubFmlyCd> 

              </Fmly> 

            </Domn> 

          </BkTxCd> 

          <RltdDts> 

            <AccptncDtTm>[交換呈示日]</AccptncDtTm> 

            <Prtry> 

              <Tp>Dishonored Return Date</Tp> 

              <Dt><Dt>[不渡返還日]</Dt></Dt> 

            </Prtry> 

          </RltdDts> 

        </TxDtls> 

      </NtryDtls> 

      <AddtlNtryInf>[摘要内容および仕向金融機関指示情報]</AddtlNtryInf> 

    </Ntry> 

------------------------------フッター情報-------------------------------------- 

    <AddtlRptInf>[金融機関指示情報]</AddtlRptInf> 

  </Rpt> 

</BkToCstmrAcctRpt> 

</Document> 
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No 項目内容 

1 入出金取引明細情報作成日 作成日（YYYY-MM-DDThh:mm:ss）を設定 

2 勘定日（自） 勘定日（自）（YYYY-MM-DDThh:mm:ss）を設定 

3 勘定日（至） 勘定日（至）（YYYY-MM-DDThh:mm:ss）を設定 

4 口座番号 口座番号を設定 

5 
預金種目および 

通帳・証書区分 

種目および区分設定 

・1桁目：「預金種目」 

・2桁目：「通帳・証書区分」 

※省略された場合は半角スペース１文字 

6 口座名 口座名を設定 

7 銀行コード 金庫コードを設定 

8 銀行名 金庫名を設定 

9 支店コード 入出金明細照会画面に表示している支店コードを設定 

10 支店名 入出金明細照会画面に表示している支店名を設定 

11 取引前残高 取引前残高を設定 

12 取引前残高貸越区分 

貸越区分を設定 

・プラスの場合「CRDT」 

・マイナスの場合「DBIT」 

13 取引前勘定日（自） 取引前勘定日（自）（YYYY-MM-DD）を設定 

14 取引後残高 取引後残高を設定 

15 取引後残高貸越区分 

貸越区分を設定 

・プラスの場合「CRDT」 

・マイナスの場合「DBIT」 

16 取引後勘定日（至） 取引後勘定日（至）（YYYY-MM-DD）を設定 

17 データ・レコード件数 データ・レコード件数を設定 

18 入金件数 入金件数を設定 

19 入金額合計 入金額合計を設定 

20 出金件数 出金件数を設定 

21 出金額合計 出金額合計を設定 

22 取引金額 取引金額を設定 

23 入払区分 

入払区分を判定し設定 

・入金の場合「CRDT」 

・出金の場合「DBIT」 

※取引区分が“訂正”の場合、以下のとおり 

・入金の場合「DBIT」 

・出金の場合「CRDT」 
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No 項目内容 

24 取引訂正通知区分 

取引訂正通知区分を設定 

・取引区分が“訂正”の場合「true」 

・取引区分が“訂正”の場合表示なし 

25 勘定日 勘定日（YYYY-MM-DD）を設定 

26 預入・払出日 預入・払出日（YYYY-MM-DD）を設定 

27 取引区分 取引区分を設定 

28 
取引明細識別番号 

（振込依頼人発行） 

取引明細識別番号（振込依頼人発行）を設定 

※未設定の場合、No.30～31は表示なし 

29 照会番号または識別番号 照会番号または識別番号を設定 

30 
振込依頼人名または 

契約者番号 
振込依頼人名または契約者番号を設定 

31 振込依頼人コード 振込依頼人コードを設定 

32 仕向銀行名 仕向銀行名を設定 

33 仕向支店名 仕向支店名を設定 

34 僚店番号 僚店番号を設定 

35 ＥＤＩ情報 ＥＤＩ情報を設定 

36 金融ＥＤＩ情報 金融ＥＤＩ情報を設定 

37 手形・小切手番号 手形・小切手番号を設定 

38 手形・小切手区分 手形・小切手区分を設定 

39 うち他店券金額 うち他店券金額を設定 

40 交換呈示日 交換呈示日（YYYY-MM-DDThh:mm:ss）を設定 

41 不渡返還日 不渡返還日（YYYY-MM-DD）を設定 

42 
摘要内容および 

仕向金融機関指示情報 

摘要内容および仕向金融機関指示情報を設定 

（指摘内容＋“:（半角コロン）”＋全銀データにおけるダミー） 
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３章  取引状況照会 

企業ユーザが、利用可能な本サービス契約口座の本サービスにおける取引状況照会を行

います。 

また、本取引では、持込データの処理状況に応じて、データの編集・取消や各種帳票印刷、

返還データのダウンロード（外部ファイル持込の口座振替のみ）を行うことができます。 

（１）対象口座 

「総合振込」、「給与・賞与振込」、「都度振込」、「口座振替」のいずれかの契約がさ

れている口座を対象とします。 

 

（２）対象持込 

ＷＥＢ持込、外部ファイル持込、ＰＣ持込による取引状況を照会対象とします。 
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（３）処理フロー 

① 総合振込、給与・賞与振込 

  

【取引状況照会】ボタンをクリック 

詳細内容表示画面 

金額修正画面 

修正内容確認画面 

【振込データ一覧票(PDF)】 

【振込合計票(PDF)】 

【振込明細票(PDF)】ボタンを 

クリック 

【照会・修正・取消】 

ボタンをクリック 

為替振込持込一覧票(PDF) 

為替振込合計票(PDF) 

為替振込明細票(PDF) 

【
登
録
】
ボ
タ
ン
を 

ク
リ
ッ
ク 

【
修
正
内
容
を
登
録
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

【
取
消
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

取消内容確認画面 

【総合振込】【給与・賞与振込】ボタンを 

クリック 

本サービス 

メイン画面 

振込取引状況一覧画面 

口座選択画面 

登録完了画面 取消完了画面 

【登録】ボタンを 

クリック 

【取消】ボタンを 

クリック 

受付結果画面 ※ 

ディレーﾄﾞ 

帳票照会画面 

取引状況照会画面 

【ディレード帳票照会】 

ボタンをクリック 

【取引状況照会】 

ボタンをクリック 

※ 明細数２,００１以上の振込明細票を出力しようとした場合、ディレード帳票扱いとなり帳票作成の 

受付結果画面へ遷移する。 

ＥＤＩ情報画面 

【
修
正
】
ボ
タ
ン
を 

ク
リ
ッ
ク 

【
Ｅ
Ｄ
Ｉ
表
示
】 

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

【
戻
る
】
ボ
タ
ン
を 

ク
リ
ッ
ク 
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② 都度振込 

 

 

  

【取引状況照会】ボタンをクリック 

【振込データ一覧票(PDF)】【振込合計票(PDF)】 

【振込明細票(PDF)】ボタンをクリック 

【照会・取消】ボタンをクリック 

為替振込持込一覧票(PDF) 

為替振込合計票(PDF) 

為替振込明細票(PDF) 

【都度振込】ボタンをクリック 

本サービス 

メイン画面 

振込取引状況一覧画面 

口座選択画面 

取消内容確認画面 

詳細内容表示画面 

【取消】ボタンをクリック 

取消完了画面 

【取消】ボタンをクリック 
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③ 口座振替 

  

【取引状況照会】ボタンをクリック 

詳細内容表示画面 

金額修正画面 

登録内容確認画面 

【振替データ一覧票(PDF)】【口座振替合計票(PDF)】 

【照会・修正・取消】 

ボタンをクリック 

口座振替持込一覧票(PDF) 

口座振替合計票(PDF) 

口座振替明細票(PDF) 

口座振替明細票(不能分) 

【
登
録
】
ボ
タ
ン
を 

ク
リ
ッ
ク 

【
修
正
内
容
を
登
録
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

【
取
消
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

取消内容確認画面 

【口座振替】ボタンをクリック 

本サービス 

メイン画面 

口座振替取引状況一覧画面 

【修正】ボタンを 

クリック 

口座選択画面 

登録完了画面 

取消完了画面 
【登録】ボタンをクリック 

【取消】ボタンを 

クリック 

受付結果画面 ※ 

ディレート帳票照会画面 

取引状況照会画面 
【ディレート帳票照会】ボタンをクリック 

【取引状況照会】 

ボタンをクリック 

【口座振替明細票(PDF)】【口座振替明細票 (不能分)(PDF)】  

 
 ボタンをクリック 

(PDF) 

※ 明細数２,００１以上の口座振替明細票、口座振替明細票（不能分）を出力しようとした場合、ディ

レード帳票扱いとなり帳票作成の受付結果画面へ遷移する。 
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（４）口座選択 

メイン画面から【取引状況照会】ボタンをクリックすると、企業ユーザが利用可能な決

済口座の口座選択画面が表示されますので、取引状況照会を行います。ボタン（「総合

振込」、「給与・賞与振込」、「都度振込」、「口座振替」）をクリックします。 

  

 ＜口座選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 口座一覧 

決済口座毎に取引状況照会を行うためのボタン（【総合振込】、【給与・賞与振込】、

【都度振込】、【口座振替】）が表示されます。 

なお、総合振込、給与・賞与振込、都度振込、口座振替のいずれかの契約がされていて

も企業ユーザに利用権限のない場合は、ボタン表示されません。 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

総合振込 

当該口座が総合振込（都度振込含む）の決済口座に登録されていて、総

合振込の取引結果がある場合に表示され、総合振込の取引状況照会画

面へ遷移します。 

給与・賞与

振込 

当該口座が給与・賞与振込の決済口座に登録されていて、給与・賞与振

込の取引結果がある場合に表示され、給与・賞与振込の取引状況照会

画面へ遷移します。 

都度振込 
当該口座が都度振込の決済口座に登録されていて、都度振込の取引結

果がある場合に表示され、都度振込の取引状況照会画面へ遷移します。 

口座振替 
当該口座が口座振替の決済口座に登録されていて、口座振替の取引結

果がある場合に表示され、口座振替の取引状況照会画面へ遷移します。 

ＴＯＰ メイン画面へ遷移します。 
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（５）取引状況一覧 

契約種別毎に決済口座の持込取引状況の一覧表示を行います。 

口座選択画面から取引状況照会を行う決済口座の契約種別のボタンをクリックすると、

取引状況一覧画面が表示されます。 

＜振込取引状況一覧画面＞ 
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①持込形態 

持込形態は次のとおり。 

持込単位 形態 内容 

企業持込 

ＷＥＢ 
インターネットを経由して、ＷＥＢブラウザから直接入力

されて持込まれる分 

外部ファイル 
インターネットを経由して、ＷＥＢブラウザからファイル

（ＦＤ等）を吸上げて持込まれる分 

ＰＣ 
企業パソコンから公衆網を経由してデータ伝送で持込まれ

る分 

金庫持込 
ＦＤ 企業からのＦＤに基づき、金庫にて持込まれる分 

帳票 企業からの帳票に基づき、金庫にて持込まれる分 

  （注） 持込単位：企業持込・・・企業から直接持込まれる分 

金庫持込・・・企業から送られた持込情報を金庫にて登録する分 

 

② 取引状況の一覧表示 

持込データ（一時保存データは除く）を振込（振替）指定日の最新のものから表示し

ます。 

なお、１画面に表示可能なデータは５件までとし、５件以上のデータが存在する場合

は複数画面に分割して表示します。 

また、取引状況一覧に持込情報が表示される期間は、該当の持込データが本サービス

サービスから抹消されるまでです。 

 

抹消条件は次のとおり。 

No 持込種別 抹消条件 

１ 総合振込 
下表：「総合振込、給与・賞与振込、都度振込の抹消条件」

を参照 
２ 給与・賞与振込 

３ 都度振込 

４ 口座振替 下表：「口座振替の抹消条件」を参照 
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【表：総合振込、給与・賞与振込、都度振込の抹消条件】 

   抹消条件は次のとおり。 

状  態 削 除 日 履歴テーブル移動日 

契 約 関 連 

１ 企業契約情報 企業解除日から13ヵ月後に抹消 － 

２ 契約情報 
解除時に抹消 － 

３ 手数料情報 

４ 明細情報 

明細情報解除にて抹消 

なお、契約情報（明細あり）解除時

も抹消 

－ 

５ ＰＣ情報 ＰＣ契約解除時に抹消 － 

持 込 情 報 

１ 取消分 持込取消日翌日 － 

２ 
企業承認前 振込指定日の13ヵ月後（実暦日） 

の翌営業日 
指定日の4ヶ月後 

３ 
企業承認済、かつ、 

エラー登録有 

振込指定日の1ヵ月後（実暦日） 

の翌日 
－ 

４ 

企業承認済、かつ、 

エラー登録無、かつ、 

金庫承認前 

振込指定日の1ヵ月後（実暦日） 

の翌日 － 

５ 

金庫承認済 

（未返還、返還済） 

手数料情報有 

徴求予定日の13ヵ月後（実暦日） 

の翌日 

手数料情報無 

振込指定日の13ヵ月後（実暦日） 

の翌日 

手数料情報有 

徴求予定日の 4 ヵ月後

（実暦日）の夜間 

手数料情報無 

振込指定日の 4 ヵ月後

（実暦日）の夜間 

明 細 情 報 

６ 
持込情報が状態 1～4

の場合 

持込情報の削除と同時に明細情報も 

削除 
－ 

７ 
持込情報が状態5 

の場合 

「持込明細保存期間（注１）」＋「返

還期日（注２）」の翌日 
－ 

手 数 料 情 報 

８ 
手数料徴求結果 徴求予定日の13ヵ月後（実暦日）の 

翌日 

徴求予定日の4ヵ月後 

（実暦日）の夜間 

（注１）持込明細保存期間は、金庫情報設定により「１ヵ月･２ヵ月･３ヵ月」を設定。 

（注２）返還期日は、為替契約設定により「０～１５営業日迄」を設定。 

 

＊ 企業承認前の持込情報 

ＷＥＢ持込 

… 企業承認要場合、一時保存中又は企業未承認持込が該当。 

… 企業承認不要場合、一時保存中持込が該当。  
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＊ 企業承認済の持込情報  

…ＷＥＢ持込、ＰＣ持込、外部ファイル持込 

… 企業承認要の場合、「ＷＥＢ承認」完了後の持込が該当。 

… 企業承認不要の場合、持込登録完了後（一時保存を含まず）の持込が該当。 

ＦＤ持込、帳票持込 

… ともにデータ登録後の持込全てが該当。 

＊ 金庫承認前の持込情報 

ＷＥＢ持込、ＰＣ持込、外部ファイル持込、ＦＤ持込、帳票持込 

… 金庫承認要の場合、「一括（個別）承認」が未処理の持込が該当。 

… 金庫承認不要の場合、システム自動承認が未処理の持込が該当。 

＊ 履歴テーブル移動後の照会 

手数料徴求予定日または振込指定日が、照会日より４ヵ月以前の為替持込情報は、

履歴テーブルに移動し、「為替振込 持込処理状況照会」から参照可能とします。 
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【表：口座振替の抹消条件】 

   抹消条件は次のとおり。 

状  態 削 除 日 

契 約 関 連 

１ 企業契約情報 企業解除日から１３ヵ月後に抹消 

２ 契約情報 
解除時に抹消 

３ 手数料情報 

４ 明細情報 
明細情報解除にて抹消 

なお、契約情報（明細あり）解除時も抹消 

５ ＰＣ情報 ＰＣ契約解除時に抹消 

持 込 情 報 

１ 取消分 持込取消日翌日 

２ 企業承認前 振替指定日の１３ヵ月後（実暦日）の翌営業日 

３ 企業承認済、かつ、エラー登録有 振替指定日の１ヵ月後（実暦日）の翌日 

４ 
企業承認済、かつ、エラー登録無、

かつ、金庫承認前 
振替指定日の１ヵ月後（実暦日）の翌日 

５ 金庫承認済（未返還、返還済） 

手数料情報有 

 徴求予定日の１３ヵ月後（実暦日）の翌日 

手数料情報無 

 振込指定日の１３ヵ月後（実暦日）の翌日 

明 細 情 報 

６ 持込情報が状態１～４の場合 持込情報の削除と同時に明細情報も削除 

７ 持込情報が状態５の場合 
「持込明細保存期間（注１）」＋「返還期日（注

２）」の翌日 

手 数 料 情 報 

８ 手数料徴求結果 徴求予定日の１３ヵ月後（実暦日）の翌日 

（注１）持込明細保存期間は、金庫情報設定により「１ヵ月･２ヵ月･３ヵ月」を設定。 

（注２）返還期日は、口振契約設定により「１～９営業日迄」を設定。 

 

＊ 企業承認前の持込情報 

ＷＥＢ持込 

… 企業承認要場合、一時保存中又は企業未承認持込が該当。 

… 企業承認不要場合、一時保存中持込が該当。 

＊ 企業承認済の持込情報 

ＷＥＢ持込、ＰＣ持込、外部ファイル持込 

… 企業承認要の場合、「ＷＥＢ承認」完了後の持込が該当。 

… 企業承認不要の場合、持込登録完了後（一時保存を含まず）の持込が該当。 

ＦＤ持込、帳票持込 

… ともにデータ登録後の持込全てが該当。 

＊ 金庫承認前の持込情報 

ＷＥＢ持込、ＰＣ持込、外部ファイル持込、ＦＤ持込、帳票持込 

… 金庫承認要の場合、「一括（個別）承認」が未処理の持込が該当。 
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… 金庫承認不要の場合、システム自動承認が未処理の持込が該当。 

 

③ 状況欄 

取引状況一覧の状況欄は持込データの処理状況を表示します。 

ａ．表示される処理状況 

No 持込種別 表示内容 

１ 総合振込 持込データの処理状況に応じて「承認待」、「承認済」、

「発信中」、「発信済」、「取消」、「返還済」、「異常」

のいずれかを表示します。 ２ 給与・賞与振込 

３ 都度振込 

持込データの処理状況に応じて「予約済」、「発信中」、

「発信済」、「取消」、「返還済」、「異常」のいずれかを

表示します。 

４ 口座振替 

持込データの処理状況に応じて「承認待」、「承認済」、

「発信済」、「発信済（結果有）」、「資金付替済」、「取

消」、「返還済」、「異常」のいずれかを表示します。 

 

ｂ．処理状況の内容 

No 処理状況 内容 

１ 予約済 
都度振込データが予約登録（指定日当日に発信されるまで）

されている状態 

２ 承認待 
総合振込、給与・賞与振込、口座振替データが企業承認待ち

の状態 

３ 承認済 

総合振込、給与・賞与振込の場合は資金決済・確保が行われ

るまでの状態（資金決済・確保がエラーとなった場合は「異

常」となります。） 

口座振替の場合は金庫承認・発信が行われるまでの状態 

４ 発信中 

総合振込、給与・賞与振込の場合は為替発信が行われるまで

の状態 

都度振込の場合はホストに対し資金決済処理依頼、手数料

徴求処理依頼、為替発信処理依頼を行い、結果待ちの状態 

５ 発信済 
総合振込、給与・賞与振込、都度振込データの為替発信処理

が完了した状態 

６ 発信済（結果有） 口座振替データで結果返還が可能となった状態 

７ 資金付替済 口座振替の資金付替・為替発信が完了した状態 

８ 取消 持込データが取消された状態 

９ 返還済 

振込合計票の出力により結果返還された状態※または返還

データ作成（口座振替の外部ファイル持込のみ）が行われた

状態 

※金庫情報設定の取引状況照会の「返還済」表示に「利用す

る」を設定。 

10 異常 何らかのエラーが発生し処理が中断した状態 

  



４-３５ 

ｃ．処理状況の概念図 

総合振込 

 

給与・ 

賞与振込 
 

都度振込 

＜即発信の場合＞ 

 

 

 

 

＜予約分の場合＞ 

口座振替  

 

③ エラー等欄 

持込データにエラーがある場合や為替・口座振替処理でエラーが発生した場合にエラ

ー内容を表示します。 

No エラー状態 表示内容 

１ 持込単位にエラーがある場合 エラー内容をエラー等欄に表示します。 

２ 明細単位にエラーがある場合 

明細エラーをエラー等欄に表示します。 

なお、明細エラーの内容は詳細内容表示画面にて

確認することができます。 

３ 
何らかのエラーが発生し処理

が中断した場合 

状況欄に「異常」と表示し、エラー内容をエラー

等欄に表示します。 

 

 

 

 

④ 絞込検索 

持込データの絞込検索を行います。 

なお、絞込検索は「メモ情報」、「振込（振替）指定日検索」、「形態検索」、「状況

検索」、「ＷＥＢ通番検索」の条件で行います。（条件の組合せによる検索も可能） 

持込登録 企業承認 金庫承認 決 済 発 信 

承認待 承認済 発信済 発信中 

金庫承認 

 ・発信 

返還データ 

作成可能 

資金付替 

為替発信済 企業承認 

承認待 資金付替済 結果返還有 

持込登録 

承認済 発信済 

資金確保 

 ・決済 企業承認 金庫承認 

承認待 承認済 

発 信 

発信済 発信中 

持込登録 

持込登録 

発信中 

発 信 

発信済 

予約済 

発 信 

発信済 発信中 

持込登録 資 金 決
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ａ．メモ情報検索 

任意に入力した語句から一致する、またはその語句を含むメモ情報が登録されてい

る持込データを検索します。 

 

ｂ．振込（振替）指定日検索 

指定した振込（振替）指定日、または範囲内の振込（振替）指定日の持込データを

検索します。 

・単独指定・・・検索範囲開始と検索範囲終了に同一日を入力します。 

・範囲指定・・・「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」で日付を入力します。 

 

ｃ．形態検索 

ア．総合振込、給与・賞与振込、口座振替の場合 

持込形態（「ＷＥＢ」、「ファイル」、「ＰＣ」）を指定することにより、該

当する持込形態の持込データを検索します。 

 

イ．都度振込の場合 

持込形態が「ＷＥＢ」の持込データを検索します。 

 

ｄ．状況検索 

ア．総合振込、給与・賞与振込の場合 

取引状況（「承認待」、「承認済」、「発信中」、「発信済」、「取消」、「返

還済※」、「異常」）を指定することにより、該当する取引状況の持込データ

を検索します。 

※金庫情報設定の取引状況照会の「返還済」表示を「利用しない」に設定する 

と表示されません。 

 

イ．都度振込の場合 

取引状況（「予約済」、「発信中」、「発信済」、「取消」、「返還済※」、

「異常」）を指定することにより、該当する取引状況の持込データを検索しま

す。 

※金庫情報設定の取引状況照会の「返還済」表示を「利用しない」に設定する 

と表示されません。 

 

ウ．口座振替の場合 

取引状況（「承認待」、「承認済」、「発信済」、「発信済（結果有）」、「資

金付替済」、「取消」、「返還済」、「異常」）を指定することにより、該当

する取引状況の持込データを検索します。 
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ｅ．ＷＥＢ通番検索 

指定したＷＥＢ通番または範囲内のＷＥＢ通番のデータを検索します。 

・単独指定・・・検索範囲開始と検索範囲終了に同一ＷＥＢ通番を入力します。 

・範囲指定・・・「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」でＷＥＢ通番を入力します。 

 

⑤ 持込データの詳細 

持込データの詳細（明細等）を確認したい場合、該当の持込データを選択（ラジオボタ

ンをチェック）し【照会・修正・取消】ボタンをクリックすると、該当持込データの詳

細情報（明細情報）を表示します。 

なお、明細情報を確認できる期間は、該当持込データの明細情報が本サービスシステ

ムから抹消されるまでです。 

抹消条件は次のとおり。 

No 持込種別 抹消条件 

１ 総合振込 
「第４編３章（５）【表：総合振込、給与・賞与振込、都度

振込の抹消条件】」を参照 
２ 給与・賞与振込 

３ 都度振込 

４ 口座振替 「第４編３章（５）【表：口座振替の抹消条件】」を参照 

 

⑥ 帳票出力 

ａ．持込一覧票作成 

持込一覧票を作成する場合は、総合振込、給与・賞与振込、都度振込は【振込デー

タ一覧票(PDF)】ボタン、口座振替は【振替データ一覧票(PDF)】ボタンをクリック

することにより、持込一覧票をＰＤＦ形式で出力します。 

 

ｂ．合計票作成 

合計票を作成する場合は、合計票を作成したい持込データを選択（ラジオボタンを

チェック）し、総合振込、給与・賞与振込、都度振込は【振込合計票(PDF)】ボタン、

口座振替は【口座振替合計票(PDF)】ボタンをクリックすることにより、持込データ

の合計票をＰＤＦ形式で出力します。  
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ｃ．明細票作成 

明細票を作成する場合は、明細票を作成したい持込データを選択（ラジオボタンを

チェック）し、総合振込、給与・賞与振込、都度振込は【振込明細票(PDF)】ボタン、

口座振替は【口座振替明細票(PDF)】または【口座振替明細票（不能分）(PDF)】ボ

タンをクリックすることにより、持込データの明細票をＰＤＦ形式で出力します。

（明細数が２,００１以上の場合は、ディレード帳票の作成依頼となり、「ディレー

ド帳票照会（本編２６章を参照）」から明細票をＰＤＦ形式で出力します。） 

また、次の各帳票に出力順を指定する項目を選択することができます。 

なお、持込データの明細情報が、本サービスサービスから抹消されている場合は、

明細票の作成はできません。 

帳票名 出力順指定内容 

振込明細票 

明細番号昇順 

明細番号降順 

受取人名カナ５０音昇順 

口座振替明細票 

需要家番号昇順 

需要家番号降順 

預金者名カナ５０音昇順 

口座振替明細票（不能分） 

需要家番号昇順 

需要家番号降順 

預金者名カナ５０音昇順 

 

      d. ディレード帳票の作成依頼 

＜受付結果画面＞ 
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⑦ 返還データ作成 

外部ファイル登録の返還データを作成します。 

なお、持込まれた外部ファイルがマルチファイル形式の場合、返還データもマルチ

ファイル形式で返還します。 
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⑧ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

返還データ作成 外部ファイル登録の返還データを作成します。 

検索 絞込検索を実行します。 

クリア 絞込条件をクリアします。 

照会・修正・取消 
選択した振込・口座振替データの詳細内容表示

画面へ遷移します。 

総合振込・給与

／賞与振込・都

度振込の場合 

振込データ一覧

票(PDF) 

選択した持込データの為替振込持込一覧票を

ＰＤＦ形式で出力します。 

振込合計票(PDF) 
選択した持込データの為替振込合計票をＰＤ

Ｆ形式で出力します。 

振込明細票(PDF) 

選択した持込データの為替振込明細票をＰＤ

Ｆ形式で出力します。（明細数が２,００１以上

の場合は、ディレード帳票の作成依頼となりま

す。） 

出力順を「明細番号昇順」（初期値）「明細番

号降順」「受取人名カナ５０音昇順」から選択

します。 

口座振替の場合 

振替データ一覧

票(PDF) 

選択した持込データの口座振替持込一覧票を

ＰＤＦ形式で出力します。 

口座振替合計票

(PDF) 

選択した持込データの口座振替合計票をＰＤ

Ｆ形式で出力します。 

口座振替明細票

(PDF) 

選択した持込データの口座振替明細票をＰＤ

Ｆ形式で出力します。（明細数が２,００１以上

の場合は、ディレード帳票の作成依頼となりま

す。） 

出力順を「需要家番号昇順」（初期値）「需要

家番号降順」「預金者名カナ５０音昇順」から

選択します。 

口座振替明細票

（不能分）(PDF) 

選択した持込データの口座振替明細票（不能

分）をＰＤＦ形式で出力します。（明細数が２,

００１以上の場合は、ディレード帳票の作成依

頼となります。） 

出力順を「需要家番号昇順」（初期値）「需要

家番号降順」「預金者名カナ５０音昇順」から

選択します。 

戻る 口座選択画面へ戻ります。 
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（６）詳細内容表示 

取引状況一覧画面で選択した持込データの詳細情報表示を行います。 

＜詳細内容表示画面（通常）＞ 
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取引状況一覧画面から詳細情報を見たい持込データを選択し【照会・修正・取消】ボタン

をクリックすると、詳細内容表示画面が表示されます。 

なお、取引状況が「承認待」の持込データであれば、振込（振替）指定日の変更、明細デ

ータの内容修正、持込取消を可能とし、都度振込で「予約中」の持込データの場合、【照会・

取消】ボタンをクリックすることで持込取消を行うことができます。 

また、口座振替の持込データの場合、振替後の不能明細を「不能明細検索」ボタンにて絞

込検索を行うことができます。 

＜詳細内容表示画面（口座振替）＞ 

 
 

① 口座情報 

持込データの口座情報（「会社コード」、「企業名」、「契約口座情報」）を表示しま

す。 
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② 持込情報 

持込データの持込情報（「メモ情報」、「ＷＥＢ通番」、「振込（振替）指定日」、「形

態」、「状況」）を表示します。 

なお、取引状況が「承認待」となっているデータであれば、振込（振替）指定日の変更

を行うことができます。 

 

③ 詳細一覧 

持込データの明細情報を表示します。 

また、１画面に表示可能な明細情報は５件までとし、５件以上の明細が存在する場合

は複数画面に分割して表示します。 

なお、総合振込の振込依頼人名が可変でＰＣ・外部ファイル・ＦＤ持込の持込データの

場合、振込依頼人名（カナ）欄を表示し、持込データの明細にエラーがある場合は、備

考欄に「＊」を表示します。 

 

④ 合計情報 

詳細一覧の右下に表示します持込データの合計情報は次のとおり。 

なお、明細数が多いために複数ページになっている場合でもすべての画面に持込デー

タの合計情報を表示します。 

No 持込種別 表示項目 

１ 

総合振込 

給与・賞与振込 

都度振込 

「合計件数」、「振込合計金額」、「手数料合計金額」、「持

込料」、「支払合計金額」 

２ 口座振替 「合計件数」および「引落合計金額」 

 

⑤ データ修正 

総合振込、給与・賞与振込、口座振替において、持込情報の取引状況が「承認待」とな

っている持込データの明細修正を行います。 

修正可能項目は次のとおり。 

なお、詳細は「本編４章（９）金額修正」を参照。 

No 持込種別 修正可能項目 

１ 総合振込 「振込金額」、「手数料区分」、「ＥＤＩ情報」 

２ 給与・賞与振込 「振込金額」 

３ 口座振替 「引落合計金額」 

（注１）予約済の都度振込データは修正できないので、持込取消後、再登録します。 

（注２）ディレード処理にてエラー登録された持込データは、「承認待」となるが企業ＷＥＢ承

認ではエラーがあるため承認不可とします。 
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⑥ 返還データ作成 

持込情報の取引状況が「発信済（結果有）」となっている持込形態が外部ファイル持込

の口座振替データのみ、発信結果のデータ返還（全銀フォーマット形式）を可能としま

す。 

 

⑦ 取消 

総合振込、給与・賞与振込、口座振替データの持込情報の取引状況が「承認待」、金庫

承認前の取消ボタンが表示される企業承認済、都度振込データの持込情報の取引状況

が「予約済」となっている持込データの取消を行います。なお、詳細は「本編３章（７）

取消」を参照。 

 

⑧ エラー検索 

総合振込、給与・賞与振込、口座振替データの持込情報の取引状況が「承認待」となっ

ている持込データで、明細エラーがある場合は、【エラー検索】ボタンをクリックする

ことにより、エラーのある明細のみを表示します。 

 

⑨ 不能明細検索 

口座振替データにおいて、振替後に【不能明細検索】ボタンをクリックすることによ

り、不能明細の絞込検索を行うことができます。 

 

⑩ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

修正 選択した明細の金額修正画面へ遷移します。 

ＥＤＩ表示 選択した明細のＥＤＩ情報画面へ遷移します。 

修正内容を登録 修正した持込データを確定し、修正内容確認画面へ遷移します。 

取消 
選択した持込データを取り消し、取消内容確認画面へ遷移しま

す。 

返還データ作成 返還データのダウンロードを行います。 

エラー検索 
エラー検索を行い、エラー明細のみの詳細内容表示画面へ遷移

します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（７）取消 

持込データの取消を行います。 

取引状況一覧画面から持込取消を行う持込データを選択後、詳細内容表示画面で【取消】

ボタンをクリックし、取消内容確認画面で「登録確認用パスワード」または「ワンタイ

ムパスワード」（予約中の都度振込データの場合は「都度振込送信確認用パスワード」

または「ワンタイムパスワード」）を入力後、【取消】ボタンをクリックすることによ

り持込データの取消処理を行い、取消完了画面が表示されます。 

 

＜取消内容確認画面（通常）＞ 
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＜取消内容確認画面（総合振込の振込依頼人名が可変でＰＣ･外部ファイル･ＦＤ持込）＞ 

 

登録確認用パスワード、都度振込送信確認用パスワード、またはワンタイ

ムパスワードを入力してください。 
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① 取消可能データ 

取消可能な持込データは次のとおり。 

No 持込種別 取消可能条件 

１ 

総合振込 

給与・賞与振込 

口座振替 

【総合・給与振込の企業承認後取消設定が取消不可の場

合】 

取引状況が「承認待」の持込データ 

 

【総合・給与振込の企業承認後取消設定が取消可の場合】 

取引状況が「承認待」の持込データ 

以下の条件を満たす「承認済」の持込データ 

・金庫送信承認前 

・発信日が未到来 

２ 都度振込 取引状況が「予約済」の持込データ 

 

② 取消可能期間 

取消可能期間は次のとおり。 

No 持込種別 取消可能期間 

１ 

総合振込 

給与・賞与振込 

口座振替 

【総合・給与振込の企業承認後取消設定が取消不可の場合】 

本サービスサービスから抹消されるまで取消が可能で

す。 

なお、企業承認不要となっている場合は企業での取消は

できないため、金庫にて持込取消します。 

 

【総合・給与振込の企業承認後取消設定が取消可の場合】 

本サービスサービスから抹消されるまで取消が可能で 

す。 

２ 都度振込 

振込指定日前日まで取消が可能です。 

なお、振込指定日当日の都度振込発信時刻までであれば、金

庫にて持込取消が可能です。 

 

③ 受取人口座確認が行われた振込予約明細に対する取消回数管理（都度振込） 

１日で受取人口座確認が行われた都度振込予約明細の取消が金庫単位に設定されてい

る予約取消規定回数に達した場合は、企業ユーザからの予約取消取引を規制します。 

なお、当日中に予約取消を行う場合は、金庫業務「管理業務メニュー－ＷＥＢ管理－企

業ＩＤ照会変更」にて規制解除を行う必要があります。 

 

④ 取消データの扱い 

一度取消されたデータは「取消」状態となり、本サービスサービス上、無効データとし

ます。 
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＜取消完了画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【処理ボタン】 

ボタン名 処理内容 

取引状況照会 取引状況照会の口座選択へ遷移します。 

ＴＯＰ メイン画面へ遷移します。 
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（８）金額修正 

詳細内容表示画面で選択した明細データの修正を行います。 

詳細内容表示画面から【修正】ボタンをクリックすると、金額修正画面が表示されます。 

金額修正処理にて修正可能データは、取引状況が「承認待」となっている総合振込、給

与・賞与振込、口座振替データとし、修正可能項目は総合振込の場合は「振込金額」、

「手数料区分（持込形態が外部ファイル持込の場合は不可）」、「ＥＤＩ情報」、「依

頼人氏名（カナ）（総合振込の振込依頼人名が可変でＰＣ持込・外部ファイル登録持込

の場合）」、給与・賞与振込の場合は「振込金額」、口座振替の場合は「引落金額」で

す。 

なお、予約済の都度振込データは修正できません。 

また、持込形態がＰＣ持込の場合は、「依頼人口座情報」、「振込指定日」、「合計件

数」、「合計金額」、「受取人口座情報」、「受取人名（カナ）」、「振込金額」、「Ｅ

ＤＩ情報」は修正が可能です。（修正可能明細数は１００明細まで。それ以上の場合は

取消をします。） 

  ＜金額修正画面（通常）＞ 
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＜金額修正画面（総合振込の振込依頼人名が可変でＰＣ持込・外部ファイル登録持込）＞ 
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＜金額修正画面（金融ＥＤＩ情報付与）＞ 

 

 

① 振込先情報 

選択した明細に登録されている振込先情報を表示します。 

修正する項目を入力し直し、【登録】ボタンをクリックすることにより、修正後の内容

で詳細内容表示画面を表示します。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 修正処理を行い、詳細内容表示画面に遷移します。 

ＥＤＩ表示 ＥＤＩ情報画面に遷移します。 

戻る 前画面に戻ります。 
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③ 修正データの反映 

詳細内容表示画面で【修正内容を登録】ボタンをクリック後、修正内容確認画面で「登

録確認用パスワード」または「ワンタイムパスワード」を入力し、【登録】ボタンをク

リックすることにより持込データの修正処理が行われます。 

   ＜登録完了画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【処理ボタン】 

ボタン名 処理内容 

取引状況照会 取引状況照会の口座選択へ遷移します。 

ＴＯＰ メイン画面へ遷移します。 
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④ ＥＤＩ情報画面 

詳細内容表示画面で選択した明細データのＥＤＩ表示を行います。 

 

＜ＥＤＩ情報画面（通常）＞ 
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＜ＥＤＩ情報画面（ＥＤＩキー情報あり）＞ 

 
 

① 振込先情報 

選択した明細に登録されているＥＤＩ情報を表示します。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

戻る 前画面に戻ります。 
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４章  総合振込／給与・賞与振込 

企業ユーザが、総合振込、給与・賞与振込における振込データ（ＷＥＢ持込）の登録／変

更／削除を行います。 

（１）処理フロー 

【総合振込】または【給与・賞与振込】ボタンをクリック 

金額修正画面 

口座選択後、【選択】ボタンをクリック 

【振込データ新規作成】または【編集】ボタンをクリック 

【
登
録
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

振込データ確認画面 

登録確認画面 

【データ確定】ボタンをクリック 

【修正】ボタンをク

リック 
【
登
録
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

【
一
時
保
存
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

【
デ
ー
タ
確
定
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

振込データ削除画面 

金融機関検索画面 

金融機関選択画面 

支店検索画面 

支店選択画面 

【新規明細登録】ボタンをクリック 

【削除】ボタンをクリック 

【削除】ボタンをクリック 

【金融機関変更】ボタンを 

クリック 

【選択】ボタンをクリック 

【
支
店
変
更
】ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

【選択】ボタンを 

クリック 

情報入力後、【登録】 

ボタンをクリック 

口座選択画面 

作成中振込データ 

一覧画面 

振込データ新規作成画面 

振込データ編集画面 

新規明細登録画面 

振込・口座振替 

ご利用メニュー画面 
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（２）口座選択 

振込・口座振替ご利用メニュー画面から【総合振込】ボタンまたは【給与・賞与振込】

ボタンをクリックすると、企業ユーザが総合振込または給与・賞与振込で利用可能な口

座を口座選択画面に表示します。 

＜口座選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 口座一覧 

総合振込または給与・賞与振込を行う口座を選択します。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

選択 
選択した口座を出金口座とした作成中振込データ一覧画面へ遷

移します。 

ＴＯＰ 振込・口座振替のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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（３）作成中振込データ一覧 

口座選択画面から出金元口座を選択し、【選択】ボタンをクリックすると、総合振込ま

たは給与・賞与振込データを登録／変更／削除するための作成中振込データ一覧画面が

表示されます。 

＜作成中振込データ一覧画面＞ 
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① 表示データ 

作成中振込データ一覧に表示されます振込データは、取引状況が「作成中」または「差

戻し」とします。 

なお、１画面に表示可能なデータは５件までとし、５件以上のデータが存在する場合

は複数画面に分割して表示します。 

取引状況 振込データの内容 

作成中 振込データ新規作成画面で「一時保存」処理が行われた振込データ 

差戻し ＷＥＢ承認業務にて「差戻し」処理が行われた振込データ 

 

② 振込データ新規作成 

振込データの新規作成を行います。 

なお、詳細は「本編４章（４）振込データ新規作成」を参照。 

 

③ 絞込検索 

作成中振込データの絞込検索を行います。 

なお、絞込検索は「メモ情報検索」、「振込指定日検索」、「状況検索」の条件で行

います。（条件の組合せによる検索も可能） 

ａ．メモ情報検索 

任意に入力した語句から一致するまたはその語句を含むメモ情報が登録されている

振込データを検索します。 

 

ｂ．振込指定日検索 

指定した日付または範囲内に登録されている振込データを検索します。 

・単独指定・・・検索範囲開始と検索範囲終了に同一日を入力します。 

・範囲指定・・・「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」で日付を入力します。 

 

ｃ．状況検索 

取引状況（「作成中」「差戻し」）を指定することにより、該当する取引状況の振

込データを検索します。 

 

④ 作成中振込データ編集 

取引状況が「作成中」または「差戻し」の振込データを編集します。 

なお、詳細は「本編４章（５）振込データ編集」を参照。 

 

⑤ 作成中振込データ削除 

取引状況が「作成中」または「差戻し」の振込データを削除します。 

なお、詳細は「本編４章（６）振込データ削除」を参照。 
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⑥ データ確定 

取引状況が「作成中」または「差戻し」の持込データを振込データとして確定します。 

確定した振込データは、企業承認区分により次のとおり。 

企業承認区分 データの状態 

要 確定した振込データは取引状況が「承認待」状態となります。 

不要 
確定した振込データは「承認済」状態となり、為替発信対象となり

ます。 

なお、詳細は「本編４章（８）データ確定」を参照。 

 

⑦ 帳票出力 

ａ．為替振込合計票 

「作成中」または「差戻し」の振込データを選択（ラジオボタンをチェック）し、

【合計集計票】ボタンをクリックすることにより、選択した振込データの為替振込

合計票をＰＤＦ形式で出力します。 

 

ｂ．為替振込明細票 

「作成中」または「差戻し」の振込データを選択（ラジオボタンをチェック）し、

【明細帳票】ボタンをクリックすることにより、選択した振込データの為替振込明

細票をＰＤＦ形式で出力します。 

 

⑧ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

振込データ新規作成 振込データ新規作成画面へ遷移します。 

検索 
絞込検索を実行し、検索結果で作成中振込データ一覧画面を

表示します。 

クリア 絞込検索条件をクリアします。 

データ確定 
「作成中」または「差戻し」の振込データ確定処理を行い、振

込データ確認画面へ遷移します。 

編集 振込データ編集画面へ遷移します。 

削除 振込データ削除画面へ遷移します。 

合計集計票 
選択した振込データの為替振込合計票をＰＤＦ形式で出力し

ます。 

明細帳票 
選択した振込データの為替振込明細票をＰＤＦ形式で出力し

ます。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（４）振込データ新規作成 

事前登録されている振込先明細を利用して振込データの作成を行います。 

作成中振込データ一覧画面から【振込データ新規作成】ボタンをクリックすると、振込

データ新規作成画面が表示されます。 

なお、事前登録されていない任意の振込先明細を追加して振込データを作成することも

可能です。 

 

＜振込データ新規作成画面＞ 
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① 出金元情報 

作成する振込データの出金元口座情報（会社コード・企業名・口座情報）を表示しま

す。 

なお、表示されている企業名が振込依頼人名となるので、振込依頼人名を変更したい

場合は、企業名欄に変更後の振込依頼人名（半角英数字カナ４０文字以内）を入力し

ます。 

 

② 振込データ基本情報 

振込データの基本情報を入力します。 

ａ．総合振込 

ア．振込指定日 

振込指定日を入力します。 

振込指定日は総合振込契約に基づく１５営業日以内の日付が指定可能です。 

イ．メモ情報 

振込データのメモ情報（全角３０文字以内）を入力します。 

 

ｂ．給与・賞与振込 

ア．振込指定日 

振込指定日を入力します。 

振込指定日は給与・賞与振込契約に基づく１５営業日以内の日付が指定可能です。 

イ．振込種別 

振込種別（「給与振込」「賞与振込」）を選択します。 

ウ．メモ情報 

振込データのメモ情報（全角３０文字以内）を入力します。 

 

③ 登録振込先一覧 

事前登録されている振込先明細が表示されますので、振込先情報を入力します。 

なお、１画面に表示する振込先明細数は２０明細までとし、２０明細以上の明細が存

在する場合は複数ページに分割して表示します。 

また、表示された振込先明細は「明細番号順」または「受取人名順（５０音順）」に

並べ替えができます。 

ａ．総合振込 

ア．支払金額 

振込明細単位に振込金額を半角数字で入力します。 

なお、前回金額入力機能や一括金額入力機能を利用して振込金額を入力すること

も可能です。 

（注）金額を入力しない明細または０円を入力した明細は登録対象外となります。 
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イ．ＥＤＩ情報 

必要に応じて為替ＥＤＩ情報（半角英数字カナ２０文字以内）を半角で入力しま

す。 

 

ウ．手数料区分 

手数料先方負担取扱金庫で先方負担手数料算出区分を設定している企業の場合、

「当方負担」または「先方負担」を選択します。 

なお、手数料先方負担取扱不可金庫は当方負担のみとします。 

 

ｂ．給与・賞与振込 

振込明細単位に振込金額を半角数字で入力します。 

なお、前回金額入力機能や一括金額入力機能を利用して振込金額を入力することも

可能です。 

（注）振込金額を入力しない明細または０円を入力した明細は登録対象外となります。 

 

④ 前回金額入力・一括金額入力 

本機能を利用すれば、選択（選択欄をチェックする）した複数明細に対して一括で振

込金額を登録することができます。 

ａ．前回金額入力 

選択した明細に対して前回の振込を行った際の振込金額を設定します。 

なお、設定される振込金額は、過去１ヵ月以内の最新振込情報とし、１ヵ月以内に

データが存在しない場合は何も設定されません。 

 

ｂ．一括金額入力 

選択した明細に対して金額欄に入力した金額を一括して振込金額に設定します。 

 

⑤ 振込先明細の新規追加・明細登録 

振込データ新規作成画面から【新規明細登録】ボタンをクリックすることにより、事

前登録されていない任意の振込先明細を追加・明細登録することが可能です。 

任意の振込先明細を作成する場合は、新規明細登録画面にて振込先金融機関・支店、

振込先口座情報（科目・口座番号・振込先名義カナ・漢字）を指定します。 

また、本処理で作成した明細を振込先明細として追加登録することもできます。 

なお、詳細は「本編４章（７）新規明細登録」を参照。 
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⑥ 振込データ作成 

振込データ新規作成画面から【データ確定】ボタンをクリックすることにより、登録

した振込内容で振込データ（振込金額未入力または０円の明細は除く）の作成を行い

ます。 

作成された振込データは、企業承認要の企業では「承認待」、企業承認不要の企業で

は為替発信対象データとなります。 

なお、詳細は「本編４章（８）データ確定」を参照。 

 

⑦ 振込データ一時保存 

振込データ新規作成画面から【一時保存】ボタンをクリックすることにより、作成中

振込データの一時保存（取引状況は「作成中」とする）を行います。 

なお、一時保存された振込データは、作成中振込データ一覧画面から【編集】ボタン

をクリックすることにより、随時、編集が可能です。 

 

⑧ 絞込検索 

振込先明細の絞込検索を行います。 

なお、絞込検索は「明細番号」「グループ」「受取人名カナ」の条件で行います。（条

件の組合せによる検索も可能） 

ａ．明細番号検索 

指定した明細番号または範囲内の明細番号を持つ振込先明細を検索します。 

・単独指定・・・検索範囲開始と検索範囲終了に同一番号を入力します。 

・範囲指定・・・「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」で番号を入力します。 

 

ｂ．グループ検索 

グループ名称を指定して振込先明細を検索します。 

 

ｃ．受取人名カナ入力 

受取人のカナ氏名を指定して振込先明細を検索します。入力した受取人名カナが「含

まれる」、「ではじまる」の条件での検索を行います。 

 

⑨ ＷＥＢ通番 

振込データ登録時、振込データにはＷＥＢ通番（「会社コード（１０桁）」＋「デー

タ登録年月日（ＹＹＭＭＤＤ）」＋「３桁の通番（当日のデータ作成回数）」）が付

与されます。 

なお、データ登録年月日（ＹＹＭＭＤＤ）は運用日付とします。 

＜例＞ 

会社コード：0000000011、データ登録日：2011年 7月 29日、１件目のデータ登録 

 

ＷＥＢ通番＝0000000011－110729001 
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⑩ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

検索 
絞込検索を実行し、検索結果で振込データ新規作成画面を表示し

ます。 

クリア 絞込検索条件をクリアします。 

ＥＤＩ ＥＤＩ情報入力画面へ遷移します。 

全明細選択 
登録されている振込先明細すべてを選択（選択欄をチェック）し

ます。 

前回金額 
選択されたすべての振込先明細の振込金額に前回振込金額を設定

します。 

一括金額登録 
選択されたすべての振込先明細の振込金額に一括して入力した金

額を設定します。 

データ確定 
振込データ新規作成画面に入力した内容で振込データを作成する

ための振込データ確認画面へ遷移します。 

一時保存 
振込データ新規作成画面に入力した内容で振込データを一時保存

し、作成中振込データ一覧画面へ遷移します。 

クリア 
入力内容をクリアし、振込データ新規作成画面に遷移した状態に

戻します。 

新規明細登録 

新規明細登録画面へ遷移します。 

なお、総合振込に対する権限がない場合、「新規明細登録」ボタ

ンは表示されません。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（５）振込データ編集 

取引状況が「作成中」または「差戻し」の振込データの編集を行います。 

作成中振込データ一覧画面から編集を行います。振込データを選択し、【編集】ボタン

をクリックすると振込データ編集画面が表示されます。 

なお、振込データ編集画面での入力方法等は「本編４章（４）振込データ新規作成」と

同様です。 

＜留意事項＞ 

金融機関ファイル上、各種センタ（店舗属性：８）を振込先の店舗とする明細について

は、受取人口座情報の支店名を空欄とします。 

また、当該明細を指定しての編集は不可とします。 

 

＜振込データ編集画面＞ 
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（６）振込データ削除 

取引状況が「作成中」または「差戻し」の振込データの削除を行います。 

作成中振込データ一覧画面から削除する振込データを選択し、【削除】ボタンをクリッ

クすると振込データ削除画面が表示されますので、内容を確認後、振込データ削除画面

の【削除】ボタンをクリックし、振込データを削除します。 

なお、削除した振込データは、参照および復活することはできません。 

＜振込データ削除画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

削除 振込データを削除し、作成中振込データ一覧画面へ遷移します。 

戻る 作成中振込データ一覧画面へ戻ります。 



４-６７ 

（７）新規明細登録 

作成中または編集中の振込データに対して、事前登録されていない任意の振込先明細を

追加します。 

また、追加した明細を振込先明細として登録することも可能です。 

振込データ新規作成画面、または振込データ編集画面から【新規明細登録】ボタンをク

リックすると新規明細登録画面が表示されます。 

明細追加後の振込データ新規作成画面または振込データ編集画面にて追加した明細の振

込情報を入力します。 

 

＜新規明細登録画面＞ 
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① 振込先情報 

契約種別（「総合振込」「給与・賞与振込」）を表示します。 

 

② 振込先情報 

追加する振込先明細情報を入力します。 

ａ．金融機関名 

振込先の金融機関名を指定します。 

なお、初期値として本サービスサービスを契約している金融機関名が設定されてい

るので、変更する場合は、金融機関検索を利用して変更します。 

 

＜金融機関名検索方法＞ 

新規明細登録画面上の【金融機関名を変更する】ボタンをクリックすることにより、

金融機関検索画面が表示されますので、次の手順により検索を行います。 

なお、金融機関名を変更した場合は強制的に支店変更も行います。 

 

【手 順】 

金融機関の種類を「全ての金融機関」、「信用金庫」、「都市銀行」、「その他銀

行」、「信用組合・商工中金」、「その他・ゆうちょ銀行」から選択後、次の３つ

の検索方法からいずれかを行うと、検索結果が検索結果画面として表示されますの

で、振込先追加する金融機関を選択します。 

 

◎頭文字検索 

金融機関の種類を「全ての金融機関」、「信用金庫」、「都市銀行」、「その他

銀行」、「信用組合・商工中金」、「その他・ゆうちょ銀行」から選択後、検索

する金融機関の頭文字を画面上の「ア」～「ン」または「Ａ」～「Ｚ」から選択

します。 

 

◎金融機関名検索 

金融機関の種類を「全ての金融機関」、「信用金庫」、「都市銀行」、「その他

銀行」、「信用組合・商工中金」、「その他・ゆうちょ銀行」から選択後、検索

する金融機関の金融機関名を漢字またはカナで入力し、【検索】ボタンをクリッ

クします。 

 

◎金融機関コード検索 

金融機関の種類を「全ての金融機関」、「信用金庫」、「都市銀行」、「その他

銀行」、「信用組合・商工中金」、「その他・ゆうちょ銀行」から選択後、検索

する金融機関の金融機関コードを入力し、【検索】ボタンをクリックします。 
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＜金融機関検索画面＞ 
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＜金融機関検索結果画面＞ 

金融機関検索結果画面が表示されますので、振込先追加する金融機関を選択（ラジ

オボックスをチェック）後、【選択】ボタンをクリックします。 

なお、１画面に表示可能な金融機関情報は金融機関コードの若い順から５金融機関

までとし、５金融機関以上の金融機関が存在する場合は、複数画面に分割して表示

します。 
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ｂ．支店名 

振込先金融機関の支店名を指定します。 

なお、初期値として本サービスを契約している支店名が設定されているので、変更

する場合は、支店検索を利用して変更します。 

＜支店検索方法＞ 

新規明細登録画面上の【支店名変更する】ボタンをクリックすることにより、支店

検索画面が表示されますので、次の手順により検索を行います。 

なお、金融機関名を変更した場合は強制的に支店検索画面が表示され、支店変更を

行います。 

 

【手 順】 

次の３つの検索方法からいずれかを行うと、検索結果が検索結果画面として表示さ

れますので、振込先として追加する支店名を選択します。 

◎頭文字検索 

検索する振込先金融機関の支店名の頭文字を画面上の「ア」～「ン」または「Ａ」

～「Ｚ」から選択します。 

 

◎支店名検索 

検索する振込先金融機関の支店名を漢字またはカナで入力し、【検索】ボタンを

クリックします。 

 

◎支店コード検索 

検索する振込先金融機関の支店名を入力し、【検索】ボタンをクリックします。 

 

＜留意事項＞ 

     金融機関ファイルに、各種センタ（店舗属性：８）として登録されている店舗につ

いては、「頭文字検索」では表示しません。 

また、「支店名検索」「支店コード検索」において、当該店舗を指定した場合はエ

ラーメッセージとして「指定した支店はありません。」を表示します。 
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＜支店検索画面＞ 
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＜支店検索結果画面＞ 

支店検索結果画面が表示されますので、振込先追加する支店を選択（ラジオボック

スをチェック）後、【選択】ボタンをクリックします。 

なお、１画面に表示可能な支店情報は支店コードの若い順から５件までとし、５店

舗以上の支店コードが存在する場合は、複数画面に分割して表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．受取人科目・口座番号 

総合振込は、受取人の科目を「普通」、「当座」、「貯蓄」、「その他」から選択

し、受取人の口座番号を入力します。 

給与・賞与振込は、受取人の科目を「普通」、「当座」から選択し、受取人の口座

番号を入力します。 

 

ｄ．受取人名（カナ・漢字） 

受取人名（カナ・漢字）を入力します。 

 

ｅ．手数料区分 

手数料先方負担取扱金庫で、総合振込手数料情報の先方負担手数料の取扱いが可能

となっている企業の場合、当方負担か先方負担を選択します。 

なお、手数料先方負担取扱不可金庫は当方負担のみです。 
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③ その他 

ａ．明細登録 

追加した振込先情報を明細登録する場合は「明細登録する」を選択します。 

なお、「明細登録しない」を選択した場合は、作成中の振込データのみ有効な振込

先情報となります。 

 

ｂ．明細番号 

使用されていない明細番号を自動採番し、初期表示します。 

なお、変更も可能です。 

 

ｃ．グループ名 

入力した振込先情報を明細登録する場合で明細の所属するグループを設定する場合

はグループ名を選択します。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

金融機関名を変更する 金融機関検索画面へ遷移します。 

支店名を変更する 支店検索画面へ遷移します。 

登録 

入力した内容を振込先明細として作成中または編集中の振

込データへ追加し、振込データ新規作成画面または振込デ

ータ編集画面へ遷移します。 

なお、「明細登録する」が選択されている場合は振込明細へ

の登録も行います。 

クリア 
新規明細登録画面に入力した情報をクリアし、新規明細登

録画面に遷移した状態に戻します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（８）データ確定 

振込データの確定を行います。 

作成中振込データ一覧画面・振込データ新規作成画面・振込データ編集画面から【デー

タ確定】ボタンをクリックすることにより、振込データの確定を行うための振込データ

確認画面を表示します。 

振込データの内容が正しければ「登録確認用パスワード」または「ワンタイムパスワー

ド」を入力し、【登録】ボタンをクリックすることで振込データとして確定します。 

なお、本画面から各振込明細の修正が可能です。 

＜振込データ確認画面＞ 

 

  

登録確認用パスワード、またはワンタイムパスワードを入力し

てください。 
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① 出金元情報 

出金元情報（会社コード、企業名、口座情報）を表示します。 

 

② 振込データ基本情報 

振込データ基本情報を表示します。 

 

③ 明細一覧（振込先情報） 

作成する振込データの振込先明細を表示します。 

なお、１画面に表示可能な振込先明細は２０明細までとし、２０明細以上の振込先明

細が存在する場合は複数画面に分割して表示します。 

 

④ 修正 

振込データの修正を行います。 

修正項目は、総合振込の場合は「振込金額」「ＥＤＩ情報」「手数料区分」、給与・賞

与振込の場合は「振込金額」とします。 

なお、詳細は「本編４章（９）金額修正」を参照。 

 

⑤ 合計表示 

明細一覧（振込先情報）の右下に振込データの合計情報（合計件数、振込合計金額、手

数料合計金額、持込料、支払合計金額）が表示されます。 

なお、明細数が多いために複数ページになっている場合でもすべての画面に合計情報

を表示します。 

 

⑥ 登録確認用パスワード、またはワンタイムパスワード 

振込データの内容が正しければ「登録確認用パスワード」または「ワンタイムパスワー

ド」を入力し、【登録】ボタンをクリックすることで、振込データとして確定します。 

 

⑦ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

修正 
【修正】ボタンをクリックした振込明細の金額修正画面へ遷移し

ます。 

登録 振込データの確定処理を行い、登録確認画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（９）金額修正 

振込データ確認画面で【修正】ボタンをクリックした明細の修正を行います。 

振込データ確認画面から修正したい明細の【修正】ボタンをクリックすることにより、

金額修正画面を表示します。 

 

＜金額修正画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 振込先情報 

選択した明細に登録されている振込先情報を表示します。 

修正する項目を入力し直し、【登録】ボタンをクリックすることにより、修正後の内

容で振込データ確認画面を表示します。 

なお、修正可能な項目は、総合振込の場合は「振込金額」、「ＥＤＩ情報」、「手数

料区分」です。給与・賞与振込の場合は「振込金額」です。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 修正処理を行い、振込データ確認画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（10）登録確認 

振込データの登録確認を行います。 

振込データ確認画面で「登録確認用パスワード」または「ワンタイムパスワード」を入

力し、【登録】ボタンをクリックすることで該当の振込データ登録処理が行われ、登録

確認画面が表示されます。 

登録確認画面では、登録内容を表示しますとともに、各種帳票（合計集計票・明細帳票）

の印刷が可能です。 

 

＜登録確認画面＞ 
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① 表示内容 

登録した振込データの「出金元情報」および「振込データ基本情報」を表示します。 

 

② 帳票出力 

ａ．為替振込合計票 

【合計集計票】ボタンをクリックすることにより、作成した振込データの為替振込

合計票をＰＤＦ形式で出力します。 

 

ｂ．為替振込明細票 

【明細帳票】ボタンをクリックすることにより、作成した振込データの為替振込明

細票をＰＤＦ形式で出力します。 

 

③ 留意事項 

企業承認が「要」となっている企業の場合、ＷＥＢ承認が必要となることを意識させ

る注意文言を表示します。 

企業承認要否 表示する注意文言 

要 

以下のデータを登録しましたので内容をご確認ください。 

ＷＥＢ承認にて承認処理を行ってください。 

※ＷＥＢ承認業務を行わないと振込が行われません。振込を行う

場合、必ずＷＥＢ承認を行ってください。 

不要 
以下のデータを登録しましたので内容をご確認ください。 

なお、詳細は取引状況照会にてご確認いただけます。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

合計集計票 
作成した振込データの為替振込合計票をＰＤＦ形式で出力しま

す。 

明細帳票 
作成した振込データの為替振込明細票をＰＤＦ形式で出力しま

す。 

総合振込 

給与・賞与振込 
総合振込または給与・賞与振込の口座選択画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 振込・口座振替のご利用メニュー画面へ遷移します。 

印刷 この画面の印刷を行います。 
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５章  都度振込 

企業ユーザが、都度振込では、振込先明細１件単位の振込（予約振込も可）を行います。 

都度振込で作成した振込データは、企業承認を不要とし、振込データ作成時に受取人口座

確認により受取人カナ氏名の取得を行った後、残高確認を行い、振込可能な状態であれば、

即座に委託者口座から出金、為替発信を行います。（予約振込は振込指定日当日に残高確

認を行います。） 

また、都度振込（即時・予約）では、利用者が意図しない二重取引の発生を防ぐことを目

的として、取引実施時に二重振込判定を行い、二重振込となる場合は警告メッセージを表

示します。 

（１）処理フロー 

 

  

金融機関検索画面 

口座選択画面 

振込内容入力画面 

振込・口座振替 

ご利用メニュー画面 

【都度振込】ボタンをクリック 

口座選択後、【選択】ボタンをクリック 

【事前登録先】 

ボタンをクリック 

振込先選択画面 

【最近のお振込

先】 

【利用者登録先】 

ボタンをクリック 

【最近のお振込先】 

ボタンをクリック 

【新規振込先】 

ボタンを 

クリック 

【選択】ボタンをクリック 

【登録】ボタンをクリック 

振込内容確認画面 

振込内容がＯＫの場合、チェックボックスに 

チェックし、【確定】ボタンをクリック 

明細を登録する場合、【明細登録】ボタンをクリック 

二重振込判定時 

【修正】ボタンをクリック 

【登録】ボタンをクリック 

【確定】 

ボタンを 

クリック 

振込先区分選択画面 

【登録】ボタンをクリック 

金額修正画面 

【金融機関名を変更 

する】ボタンをクリック 

【支店名を変更する】 

ボタンをクリック 

明細登録結果画面 明細登録画面 

振込結果画面 

二重振込内容確認画面 

振込先選択画面 

【利用者登録先】 

振込先選択画面 

【事前登録先】 

【選択】ボタン

をクリック 

金融機関選択画面 

支店検索画面 

支店選択画面 

【選択】ボタンをクリック 
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（２）口座選択 

振込・口座振替ご利用メニュー画面から【都度振込】ボタンをクリックすると、企業ユ

ーザが都度振込で利用可能な口座を口座選択画面に表示します。 

 

＜口座選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 口座一覧 

都度振込を行う口座を選択します。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

選択 
選択した口座を出金口座とした振込先区分選択画面へ遷移しま

す。 

ＴＯＰ 振込・口座振替のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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（３）振込先区分選択 

口座選択画面から出金元口座を選択し、【選択】ボタンをクリックすると、企業ユーザ

が都度振込で利用可能な振込先区分を振込先区分選択画面に表示します。 

 

＜振込先区分選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 振込先区分 

都度振込の振込先区分を選択します。 

なお、振込先区分の選択は、任意に振込先を指定する方法（新規振込先）、信用金庫が

登録した振込先を指定する方法（事前登録先）、利用者が登録した振込先明細から振込

先を指定する方法（利用者登録先）、最近の振込情報から振込先を指定する方法（最近

のお振込先）があります。 

 

ａ．新規振込先 

任意の振込先情報を入力して都度振込データの作成を行います。 

 

ｂ．事前登録先 

信用金庫が事前登録した都度振込用の振込先明細から振込先情報を指定します。 

なお、詳細は後述「（４）イ．『事前登録されたお振込先から選択する』を選択し

た場合」を参照。 

     ※事前登録された振込先明細がない場合、本選択肢は表示されません。 
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ｃ．利用者登録先 

利用者が登録した都度振込用の振込先明細から振込先情報を指定します。 

なお、詳細は後述「（４）ロ．『登録されたお振込先から選択する』を選択した場

合」を参照。 

 

ｄ．最近のお振込先 

金庫情報設定で設定された明細保存期間内の都度振込の履歴から振込先情報を指定

します。 

なお、詳細は「（４）ハ．『最近のお振込先から選択する」を選択した場合』を参

照。 

 

  ② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

新規振込先 振込内容入力画面に遷移します。 

事前登録先 
信用金庫が事前登録した振込先一覧が表示されて

いる振込先選択画面へ遷移します。 

利用者登録先 
利用者が登録した振込先一覧が表示されている振

込先選択画面へ遷移します 

最近のお振込先 
最近の振込先一覧が表示されている振込先選択画

面へ遷移します。 

戻る 口座選択画面へ戻ります。 
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（４）振込先選択画面 

  イ．「事前登録先」を選択した場合 

    信用金庫が事前に登録した都度振込用の振込先明細から振込先情報の指定を行いま

す。 

振込先区分選択画面から【事前登録先】ボタンをクリックすると、振込先選択画面が

表示されます。 

 

＜振込先選択画面＞ 
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① 登録された振込先一覧表示 

信用金庫が事前登録した都度振込用の振込先明細を表示します。 

なお、１画面に表示する振込先明細数は５明細までであり、５明細を超える振込先明

細が登録されている場合は複数画面に分割して表示します。 

 

② 表示内容 

「明細番号」、「振込先金融機関・支店名」、「振込先科目・口座番号」、「受取人

名（カナ・漢字）」、「手数料区分」を表示します。 

 

③ 絞込検索 

振込明細の絞込検索を行います。 

なお、絞込検索は「明細番号」「受取人名カナ」の条件で行います。（条件の組合せ

による検索も可能） 

 

ａ．明細番号範囲 

指定した明細番号または範囲内の明細番号を持つ振込明細を検索します。 

・単独指定・・・検索範囲開始と検索範囲終了に同一番号を入力します。 

・範囲指定・・・「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」で番号を入力します。 

 

ｂ．受取人名カナ入力 

受取人のカナ氏名を指定して振込先明細を検索します。 

入力した受取人名カナが「が含まれる」「ではじまる」で条件検索を行います。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

検索 絞込検索を実行し、検索結果で振込先選択画面を表示します。 

クリア 絞込検索をクリアします。 

選択 
選択した振込先を振込先情報として設定し、振込内容入力画面へ

遷移します。 

戻る 振込先区分選択画面へ戻ります。 
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  ロ．「利用者登録先」を選択した場合 

利用者が登録した都度振込用の振込先明細から振込先情報の指定を行います。 

振込先区分選択画面から【利用者登録先】ボタンをクリックすると、振込先選択画面

が表示されます。 

 

＜振込先明細選択画面＞ 

    

 

① 登録された振込先一覧表示 

利用者が登録した都度振込用の振込先明細を表示します。 

なお、１画面に表示する振込先明細数は５明細までであり、５明細を超える振込先明

細が登録されている場合は複数画面に分割して表示します。 
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② 表示内容 

「明細番号」、「振込先金融機関・支店名」、「振込先科目・口座番号」、「受取人

名（カナ・漢字）」、「手数料区分」、「グループ」を表示します。 

 

③ 絞込検索 

振込明細の絞込検索を行います。 

なお、絞込検索は「明細番号」「グループ」「受取人名カナ」の条件で行います。（条

件の組合せによる検索も可能） 

ａ．明細範囲検索 

指定した明細番号または範囲内の明細番号を持つ振込明細を検索します。 

・単独指定・・・検索範囲開始と検索範囲終了に同一番号を入力します。 

・範囲指定・・・「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」で番号を入力します。 

 

ｂ．グループ検索 

グループ名称を指定して振込明細を検索します。 

 

ｃ．受取人名カナ入力 

受取人のカナ氏名を指定して振込先明細を検索します。 

入力した受取人名カナが「が含まれる」「ではじまる」で条件検索を行います。 

 

＜留意事項＞ 

金融機関ファイル上、各種センタ（店舗属性：８）として登録されている店舗の明細

については、支店名欄を非表示とし、振込登録を不可とします。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

検索 絞込検索を実行し、検索結果で振込先選択画面を表示します。 

クリア 絞込検索をクリアします。 

選択 
選択した振込先を振込先情報として設定し、振込内容入力画面へ

遷移します。 

戻る 振込先区分選択画面へ戻ります。 
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  ハ．「最近のお振込先」を選択した場合 

金庫情報設定で設定された明細保存期間内の都度振込の履歴から振込先の指定を行い

ます。 

振込先区分選択画面から【最近のお振込先】ボタンをクリックすると、振込先明細選

択画面が表示されます。 

 

＜振込先明細選択画面＞ 

    

①  振込先一覧表示 

金庫情報設定で設定された明細保存期間内の都度振込の履歴から振込先情報を表示し

ます。 

なお、１画面に表示する振込履歴は５件までであり、５件を超える振込履歴がある場

合は複数画面に分割して表示します。 

 

② 表示内容 

「前回お振込日付」、「金融機関名・支店名」、「科目」、「口座番号」、「受取人

名（カナ・漢字）」を表示します。 



４-８９ 

 

③ 絞込検索 

振込明細の絞込検索を行います。 

なお、絞込検索は「前回お振込日」、「受取人名カナ」の条件で行います。 

 

ａ．前回お振込日付 

振込指定日を指定して振込先明細を検索します。 

・単独指定・・・「前回お振込日付」欄に同一日付を入力します。 

・範囲指定・・・「お振込日付（開始）」＜「お振込日付（終了）」で日付を入力

します。 

 

ｂ．受取人名カナ入力 

受取人のカナ氏名を指定して振込先明細を検索します。 

入力した受取人名カナを「が含まれる」「ではじまる」で条件検索を行います。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

検索 絞込検索を実行し、検索結果で振込先選択画面を表示します。 

クリア 絞込検索をクリアします。 

選択 
選択した振込先を振込先情報として設定し、振込内容入力画面へ

遷移します。 

戻る 振込先区分選択画面へ戻ります。 
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（５）振込内容入力 

振込先区分選択画面から【新規振込先】ボタンをクリックするか、振込先選択画面から

振込先を選択し【選択】ボタンをクリックすると、都度振込データ作成のための振込内

容入力画面が表示されます。 

 

＜振込内容入力画面＞ 
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① 出金元情報 

作成する都度振込データの出金元口座情報（「会社コード」、「企業名」、「口座情

報」）を表示します。 

なお、表示されている企業名が振込依頼人名となるので、振込依頼人名を変更したい

場合は、企業名欄に変更後の振込依頼人名（半角英数字カナ４０文字以内）を入力し

ます。 

 

② 振込データ基本情報 

都度振込データの基本情報を入力します。 

ａ．振込指定日 

「当日扱い」または「日付指定」を選択します。 

なお、予約振込の場合は「日付指定」を選択し、都度振込契約に基づく１５営業日

以内の日付の指定が可能です。 

 

ｂ．メモ情報 

都度振込データのメモ情報（全角３０文字以内）を入力します。 

 

③ 振込先情報 

都度振込データの振込先情報を入力します。 

なお、新規振込先以外の場合は振込先金融機関名・支店名、受取人科目・口座番号、

受取人名（漢字）の変更はできません。 

 

ａ．振込先金融機関名・支店名 

初期値として本サービスサービスを契約している金融機関名および支店名が設定さ

れているので、変更する場合は、金融機関・支店検索を利用して変更します。 

なお、金融機関・支店検索は「本編４章（７）新規明細登録」と同様です。 

 

ｂ．受取人科目・口座番号 

受取人の科目を「普通」、「当座」、「貯蓄」、「その他」から選択し、受取人の

口座番号を入力します。 

なお、振込先科目「その他」が選択された場合は、受取人名（カナ）の入力項目を

表示し、受取人名（カナ）の入力を行う必要があります。 

 

ｃ．受取人名（漢字） 

受取人名（漢字）を入力します。 

 

ｄ．支払金額 

振込金額を入力します。 
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ｅ．手数料区分 

手数料先方負担取扱金庫で、都度振込手数料情報の先方負担手数料の取扱いが可能

となっている企業の場合、当方負担か先方負担を選択します。 

なお、手数料先方負担取扱不可金庫は当方負担のみです。 

 

ｆ．ＥＤＩ情報 

必要に応じて為替ＥＤＩ情報（半角英数字カナ２０文字以内）を半角で入力します。 

 

④ 都度振込データ登録 

振込内容入力画面に入力した内容で都度振込データの作成を行います。 

また、作成した都度振込データを都度振込用の振込先明細として登録することができ

ます。 

なお、都度振込データ登録の詳細は「本編５章（６）都度振込データ登録」、都度振

込用の振込先明細登録の詳細は「本編５章（１０）都度振込用の振込先明細登録」を

参照。 

 

⑤ ＷＥＢ通番 

「本編４章（４） ⑨ ＷＥＢ通番」と同様です。 

 

⑥ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

金融機関名を変更する 金融機関検索画面へ遷移します。 

支店名を変更する 支店検索画面へ遷移します。 

登録 
入力内容に基づいた振込内容確認画面へ遷移しま

す。 

戻る 
振込先区分選択画面または振込先選択画面へ戻り

ます。 

 

  



４-９３ 

（６）都度振込データ登録 

都度振込データの作成を行います。 

振込内容入力画面において【登録】ボタンをクリックすることにより、都度振込を行う

ための振込内容確認画面を表示します。 

都度振込データの内容が正しければ、「都度振込送信確認用パスワード」、「ワンタイ

ムパスワード」または「ワンタイムパスワード（取引認証）」を入力し、【確定】ボタ

ンをクリックすることで都度振込が行われます。 

なお、本画面から「振込金額」、「手数料区分」の修正が可能です。 

 

＜振込内容確認画面＞ 

 

  

都度振込送信確認用パスワード、ワンタイムパスワード、またはワ

ンタイムパスワード（取引認証）を入力してください。 
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① 出金元情報 

出金元情報（会社コード、企業名、口座情報）を表示します。 

 

② 振込データ基本情報 

振込データ基本情報（振込指定日、メモ情報）を表示します。 

 

③ 振込先情報 

都度振込を行います。振込データを表示します。 

＜留意事項＞ 

受取人口座確認による受取人名カナについては次のとおり。 

◎都度指定の場合 

都度指定による振込では、受取人口座確認（自金庫宛は無条件、他行庫宛は金庫選

択）を行い、受取人口座確認により取得された受取人名カナを受取人名として振込

内容確認画面に表示します。 

他行庫宛振込の受取人口座確認を実施していない場合は、振込先人名カナの入力フ

ィールドを振込内容確認画面に表示します。 

 

◎最近の振込情報からの振込先指定の場合 

最近の振込情報からの振込先指定／登録されている振込先からの振込先指定による

振込では、受取人口座確認（自金庫宛は無条件、他行庫宛は金庫選択）を行い、受

取人口座確認により取得された受取人名カナを受取人名として振込内容確認画面に

表示します。 

受取人名カナが一致しない場合は、振込先人名カナが相違している旨の注意メッ 

セージ（【ご指定になったお振込先の受取人情報（カナ）は、現在上記の様になっ

ております。よろしければ④にお進みください。】）を表示するとともに、受取人

口座確認により取得された受取人名カナを受取人名として振込内容確認画面に表示

します。 

 

◎登録された振込先からの指定方式の場合 

最近の振込情報からの振込先指定／登録されている振込先からの振込先指定による

振込では、受取人口座確認（自金庫宛は無条件、他行庫宛は金庫選択）を行い、受

取人口座確認により取得された受取人名カナを受取人名として振込内容確認画面に

表示します。 

受取人名カナが一致しない場合は、振込先人名カナが相違している旨の注意メッ 

セージ（【ご指定になったお振込先の受取人情報（カナ）は、現在上記の様になっ

ております。よろしければ④にお進みください。また、明細情報登録から振込先の

修正をお願いします。】）を表示するとともに、受取人口座確認により取得された

受取人名カナを受取人名として振込内容確認画面に表示します。 
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④ 修正 

都度振込データの修正を行います。 

修正項目は「振込金額」、「手数料区分」です。 

なお、詳細は「本編５章（７）金額修正」を参照。 

 

⑤ 金額情報表示 

振込先情報の右下に都度振込データの金額情報（振込金額、手数料金額、持込料、支

払合計金額）が表示されます。 

 

⑥ 都度振込送信確認用パスワード、ワンタイムパスワード、またはワンタイムパスワー

ド（取引認証） 

都度振込データの内容が正しければ、「都度振込送信確認用パスワード」、「ワンタ

イムパスワード」、または「ワンタイムパスワード（取引認証）」を入力し、【確定】

ボタンをクリックすることで、都度振込が行われます。 

 

＜留意事項＞ 

都度振込送信確認用パスワードの入力方法は、承認用パスワードの入力方法で使用し

ている金庫で選択しているパスワード入力方式に従い、「全桁数入力方式」または「Ｐ

ＩＮ方式」とします。 

 

⑦ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

修正 都度振込明細の金額修正画面へ遷移します。 

確定 

都度振込を実行し、振込結果確定画面へ遷移します。 

なお、該当データが二重振込と判定された場合は、二重振込内容

確認画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（７）金額修正 

都度振込データの修正を行います。振込内容確認画面の【修正】ボタンをクリックする

ことにより、金額修正画面を表示します。 

＜金額修正画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 振込先情報 

該当明細に設定されている明細情報（「受取人口座情報（金融機関・支店・科目）」、

「受取人名（カナ・漢字）」、「支払金額」、「手数料区分」、「ＥＤＩ情報」）を

表示します。 

データ修正する場合は、修正項目を入力し直し、【登録】ボタンをクリックすること

により修正処理が行われます。 

なお、修正可能な項目は「支払金額」、「手数料区分」とします。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 修正処理を行い、振込内容確認画面へ遷移します。 

クリア 
金額修正画面で修正した情報をクリアし、金額修正画面に遷移し

た状態に戻します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（８）二重振込内容確認 

二重振込と判定された場合、以下の画面を表示し振込データの確認を行います。 

二重振込データ内容の警告メッセージの振込内容を確認のうえ、チェックボックスに  

チェックし、【確定】ボタンをクリックすることで都度振込が行われます。 

 

＜二重振込内容確認画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 出金元情報 

出金元情報（会社コード、企業名、口座情報）を表示します。 
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② 振込データ基本情報 

振込データ基本情報（振込指定日、メモ情報）を表示します。 

 

③ 振込先情報 

都度振込を行う振込データを表示します。 

 

④ 留意事項 

二重振込と判定された場合、二重振込内容確認画面に表示されている内容を確認後、   

チェックボックスにチェックし、【確定】ボタンをクリックすることで振込が実施され

ます。 

＜二重振込警告メッセージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

なお、二重振込の判定条件については、以下、補足を参照。 

 

⑤ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

確定 振込結果確認画面へ遷移します。 

戻る 振込内容確認画面へ戻ります。 

 

【補足：二重振込チェック】 

持込データチェック（二重振込チェック） 

二重振込の発生を防ぐことを目的として、企業による都度振込（即時・予約）および金 

庫による為替持込復活実施時に二重振込のチェックを行います。 

上記取引実施時に、同一内容の取引が既に実施されている場合は、二重振込である旨の

注意喚起メッセージを表示します。 

① 振込情報の保有 

二重振込チェック用として、テーブル「都度二重振込」に既に実施済みの振込情報を

保有します。 

    都度振込実施時に、本テーブルに振込情報を格納し、新たに振込まれる都度振込と比

較することで二重振込の判定を行います。 

   只今お取引中の振込は未だ実行されておりません。 

①から③の項目を確認して、「確定ボタン」を押してください。 

 

□今回ご指定の振込指定日、振込先口座、振込金額と同一内容の振込を既にご依頼いただ 

 いております。 

取引状況照会にてＷＥＢ通番：9999999999-999999999をご確認下さい。 

よろしければ、チェックボックスにチェックを入れて「確定ボタン」を押してください。 

金額を訂正する場合は「戻るボタン」をクリック後に修正してください。 
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    なお、格納された振込情報の保持期間は、持込日から１５営業日とします。 

    ＜「都度二重振込」テーブル項目一覧＞ 

No 項目 No 項目 

１ 持込日 10 受取人店舗コード 

２ 持込通番 11 受取人種目 

３ 振込指定日 12 受取人口座番号 

４ 会社コード 13 受取人名 

５ 依頼人名 14 振込金額 

６ 依頼人店舗コード 15 ＷＥＢ通番 

７ 依頼人科目 16 取消フラグ 

８ 依頼人口座番号 17 二重持込フラグ 

９ 受取人金融機関コード  

 

② 二重振込の判定対象取引（原取引の条件） 

二重振込の判定対象となる取引（原取引）の取引条件は以下のとおり。 

・都度振込取引を対象とする。 

・既に持込が完了（即時・予約（＊））しているデータとする。 

＊１５営業日前から予約登録された振込データとする。 

・取引が正常終了した即時振込（正常発信）、予約振込（未発信または正常発信） 

を判定対象とし、残不足等の理由によりエラーが確定した振込は判定対象外とする。

（リトライ機能による判定は、後述③を参照。） 

ただし、取引途中で回線障害等が発生し、ホスト取引が正常終了しなかった場合は、

取引の成立・不成立が判定できないことから、リスクを考慮し二重振込の判定対象

とする。 

 

③ リトライ機能の実施有無による二重振込の判定 

予約振込における指定日当日の二重振込の判定は以下のとおり。 

ａ．リトライ機能利用あり 

当日指定の予約振込のリトライ中の振込明細ならびに正常終了した振込明細を二重

振込チェックの対象とする。 

ｂ．リトライ機能利用なし 

当日指定の予約振込は、正常終了した振込明細のみ二重振込チェックの対象とする。 

 

④ 二重振込と判定する条件 

企業による都度振込および金庫による為替持込復活処理において、前述②の振込明細

と、以下の項目が全て一致する取引が発生した場合に二重振込と判定する。 

なお、企業編「取引状況照会」および金庫編「持込取消」により予約分の取消を行っ

た場合は、二重振込のチェック対象外となる。 
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No 項目 No 項目 

１ 振込指定日 ７ 受取人名 

２ 振込先金融機関コード ８ 依頼人店舗コード 

３ 振込先店舗コード ９ 依頼人科目コード 

４ 振込金額（注） 10 依頼人口座番号 

５ 振込先科目コード 11 依頼人名 

６ 振込先口座番号 12 会社コード 

（注）手数料区分を当方負担とした場合は、入力した「支払金額」が「振込金額」とな

るが、手数料区分を先方負担とした場合は、「支払金額」より振込手数料を減額

した金額が「振込金額」となる。 
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（９）振込結果確認 

発信した都度振込データの結果表示を行います。 

振込内容確認画面で「都度振込送信確認用パスワード」または「ワンタイムパスワード」

を入力し、【確定】ボタンをクリックすることで認画面では、登録内容を表示するとと

もに、画面の印刷（ハードコピー）することができます。 

また、【明細登録】ボタンをクリックすることにより都度振込した振込データを振込先

明細として登録することができます。 

なお、詳細は「本編５章（１０）都度振込用の振込先明細登録」を参照。 

＜振込登録完了画面＞ 
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① 表示内容 

登録した振込データの「出金元情報」、「振込データ基本情報」、「振込先情報」を

表示します。 

 

② 印刷 

【印刷】ボタンをクリックすると振込結果確認画面の印刷（ハードコピー）が可能で

す。 

 

③ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

明細登録 

都度振込した振込明細を登録する明細登録画面へ遷移します。 

なお、振込先明細登録に対する利用権限がない場合、「明細登録」

ボタンは表示されません。 

印刷 振込結果確認画面の印刷（ハードコピー）を行います。 

都度振込 都度振込の口座選択画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 振込・口座振替のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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（10）都度振込用の振込先明細登録 

都度振込した振込データを都度振込用の事前登録分振込先明細として登録します。 

振込登録完了画面から【明細登録】ボタンをクリックすると明細登録画面が表示されま

す。 

＜明細登録画面＞ 
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① 出金元情報 

都度振込した出金元情報（会社コード、会社名、口座情報）を表示します。 

 

② 振込先情報 

都度振込した振込先情報（金融機関名、支店名、科目、口座番号、受取人名（カナ）、

受取人名（漢字）、手数料区分）を表示します。 

 

③ その他 

ａ．明細番号 

使用されていない明細番号を自動採番し、初期表示します。 

なお、変更も可能です。 

 

ｂ．グループ名 

登録する都度振込用振込先明細にグループを設定する場合はグループ名を選択しま

す。 

 

④ 明細登録完了 

明細登録画面から【登録】ボタンをクリックすると明細登録完了画面が表示されます。 

＜明細登録完了画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

都度振込 都度振込の口座選択画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 振込・口座振替のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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６章  口座振替 

企業ユーザが、口座振替における口座振替データの登録／変更／削除を行います。 

（１）処理フロー 

 

  

【口座振替】ボタンをクリック 

金額修正画面 

口座選択後、【選択】ボタンをクリック 

【口座振替データ新規作成】または【編集】ボタンをクリック 

【
登
録
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

口座振替データ確認画面 

登録確認画面 

【データ確定】ボタンをクリック 

【修正】ボタンを 

クリック 
【
登
録
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

【
一
時
保
存
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

【
デ
ー
タ
確
定
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

口座振替データ削除画面 

支店検索画面 

支店選択画面 

【新規明細登録】ボタンをクリック 

【削除】ボタンをクリック 

【削除】ボタンをクリック 

【支店変更】ボタンを 

クリック 

【選択】ボタンをクリック 

口座選択画面 

作成中口座振替データ 

一覧画面 

口座振替データ新規作成画面 

口座振替データ編集画面 

新規明細登録画面 

振込・口座振替 

ご利用メニュー画面 

情
報
入
力
後
、
【
登
録
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 
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（２）口座選択 

振込・口座振替ご利用メニュー画面から【口座振替】ボタンをクリックすると、企業ユ

ーザが口座振替で利用可能な口座を口座選択画面に表示します。 

＜口座選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 口座一覧 

口座振替を行う口座を選択します。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

選択 作成中口座振替データ一覧画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 振込・口座振替のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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（３）作成中口座振替データ一覧 

口座選択画面から出金元口座を選択し、【選択】ボタンをクリックすると、口座振替デ

ータを登録／変更／削除するための作成中口座振替一覧画面が表示されます。 

＜作成中口座振替データ一覧画面＞ 
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① 表示データ 

作成中口座振替データ一覧に表示する口座振替データは、取引状況が「作成中」また

は「差戻し」とします。 

なお、１画面に表示可能なデータは５件までとし、５件以上のデータが存在する場合

は複数画面に分割して表示します。 

取引状況 口座振替データの内容 

作成中 
口座振替データ新規作成画面で「一時保存」処理が行われた口座

振替データ 

差戻し ＷＥＢ承認業務にて「差戻し」処理が行われた口座振替データ 

 

② 口座振替データ新規作成 

口座振替データの新規作成を行います。 

なお、詳細は「本編６章（４）口座振替データ新規作成」を参照。 

 

③ 絞込検索 

作成中口座振替データの絞込検索を行います。 

なお、絞込検索は「メモ情報検索」「振替指定日検索」「状況検索」の条件で行いま

す。（条件の組合せによる検索も可能） 

ａ．メモ情報検索 

任意に入力した語句から一致するまたはその語句を含むメモ情報が登録されている

口座振替データを検索します。 

 

ｂ．振替指定日検索 

指定した日付または範囲内に振替指定日が登録されている口座振替データを検索し

ます。 

・単独指定・・・検索範囲開始と検索範囲終了に同一日を入力します。 

・範囲指定・・・「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」で日付を入力します。 

 

ｃ．状況検索 

取引状況（「作成中」「差戻し」）を指定することにより、該当する取引状況の口

座振替データを検索します。 

 

④ 作成中口座振替データ編集 

取引状況が「作成中」または「差戻し」の口座振替データを編集します。 

なお、詳細は「本編６章（５）口座振替データ編集」を参照。 

 

⑤ 作成中口座振替データ削除 

取引状況が「作成中」または「差戻し」の口座振替データを削除します。 

なお、詳細は「本編６章（６）口座振替データ削除」を参照。 
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⑥ データ確定 

取引状況が「作成中」または「差戻し」の持込データを口座振替データとして確定し

ます。 

確定した口座振替データは、企業承認区分により次とおり。 

企業承認区分 データの状態 

要 確定した口座振替データは「承認待」状態となります。 

不要 
確定した口座振替データは「承認済」状態となり、為替発信対象

となります。 

なお、詳細は「本編６章（８）データ確定」を参照。 

 

⑦ 帳票出力 

ａ．口座振替合計票 

「作成中」または「差戻し」の口座振替データを選択（ラジオボタンをチェック）

し、【合計集計票】ボタンをクリックすることにより、選択した口座振替データの

口座振替合計票をＰＤＦ形式で出力します。 

 

ｂ．口座振替明細票 

「作成中」または「差戻し」の口座振替データを選択（ラジオボタンをチェック）

し、【明細帳票】ボタンをクリックすることにより、選択した口座振替データの口

座振替明細票をＰＤＦ形式で出力します。 

 

⑧ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

口座振替データ新規作成 口座振替データ新規作成画面へ遷移します。 

検索 
絞込検索を実行し、検索結果で作成中口座振替データ一

覧画面を表示します。 

クリア 絞込検索条件をクリアします。 

データ確定 
「作成中」または「差戻し」の口座振替データの確定処理

を行い、口座振替データ確認画面へ遷移します。 

編集 口座振替データ編集画面へ遷移します。 

削除 口座振替データ削除画面へ遷移します。 

合計集計票 
選択した口座振替データの口座振替合計票をＰＤＦ形式

で出力します。 

明細帳票 
選択した口座振替データの口座振替明細票をＰＤＦ形式

で出力します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（４）口座振替データ新規作成 

事前登録されている振替先明細を利用して口座振替データの新規作成を行います。 

作成中口座振替データ一覧画面から【口座振替データ新規作成】ボタンをクリックする

と、口座振替データ新規作成画面が表示されます。 

なお、事前登録されていない任意の振替先明細を追加して口座振替データを作成するこ

とも可能です。 

＜口座振替データ新規作成画面＞ 
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① 口座情報 

口座振替契約している口座情報（会社コード・企業名・口座情報）を表示します。 

 

② 口座振替データ基本情報 

口座振替データの基本情報を入力します。 

ａ．振替指定日 

振替指定日を入力します。 

なお、振替指定日は口座振替契約に基づく１５営業日以内の日付の指定が可能で

す。 

 

ｂ．メモ情報 

振替データのメモ情報（全角３０文字以内）を入力します。 

 

③ 登録引落先一覧 

事前登録されている口座振替明細が表示されますので、引落金額を半角数字で入力し

ます。 

引落金額は、前回金額入力機能や一括金額入力機能を利用して振込金額を入力するこ

とも可能です。 

なお、１画面に表示する振替先明細は２０明細とし、２０明細以上の明細が存在する

場合は複数ページに分割して表示します。 

また、表示された振替先明細は「需要家番号順」または「預金者名順（５０音順）」

に並べ替えが可能です。 

（注）引落金額を入力しない明細または０円を入力した明細は登録対象外となります。 

 

④ 前回金額入力・一括金額入力 

本機能を利用すれば、選択（選択欄をチェックする）した複数明細に対して一括で引

落金額を登録することができます。 

ａ．前回金額入力 

選択した明細に対して前回の口座振替を行った際の引落金額を設定します。 

なお、設定される引落金額は、過去１ヵ月以内の最新振替情報とし、１ヵ月以内に

データが存在しない場合は何も設定されません。 

 

ｂ．一括金額入力 

選択した明細に対して金額欄に入力した金額を一括して引落金額に設定します。 
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⑤ 口座振替明細の新規作成・明細登録 

口座振替データ新規作成画面から【新規明細登録】ボタンをクリックすることにより、

事前登録されていない任意の振替先明細を追加・明細登録することが可能です。 

任意の振替先明細を作成する場合は、新規明細登録画面にて引落口座情報（支店名・

引落先科目・引落口座番号・需要家番号・引落預金者名（カナ・漢字）・需要家漢字

氏名）を指定します。 

また、本処理で作成した明細を振替先明細として追加登録することもできます。 

なお、詳細は「本編６章（７）新規明細登録」を参照。 

 

⑥ 口座振替データ作成 

口座振替データ新規作成画面から【データ確定】ボタンをクリックすることにより、登

録した内容で口座振替データ（引落金額未入力または０円の明細は除く）の作成を行

います。 

作成された口座振替データは、企業承認要の企業では「承認待」、企業承認不要の企業

では口座振替対象データとなります。 

なお、詳細は「本編６章（８）データ確定」を参照。 

 

⑦ 口座振替データ一時保存 

口座振替データ新規作成画面から【一時保存】ボタンをクリックすることにより、作

成中口座振替データの一時保存（取引状況は「作成中」とする）を行います。 

なお、一時保存された口座振替データは、作成中口座振替データ一覧画面から【編集】

ボタンをクリックすることにより、随時、編集を可能です。 

 

⑧ 絞込検索 

口座振替明細の絞込検索を行います。 

なお、絞込検索は「需要家番号」「グループ」「預金者名カナ」の条件で行います。

（条件の組合せによる検索も可能） 

ａ．需要家番号検索 

指定した需要家番号または範囲内の需要家番号を持つ口座振替明細を検索します。 

・単独指定・・・検索範囲開始と検索範囲終了に同一番号を入力します。 

・範囲指定・・・「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」で番号を入力します。 

 

ｂ．グループ検索 

グループ名称を指定して口座振替明細を検索します。 

 

ｃ．預金者名カナ入力 

預金者のカナ氏名を指定して振込先明細を登録する。入力した預金者名カナが「が

含まれる」「ではじまる」で条件検索を行います。 
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⑨ ＷＥＢ通番 

「本編４章（４） ⑨ ＷＥＢ通番」と同様です。 

 

⑩ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

新規明細登録 

新規明細登録画面へ遷移します。 

なお、口座振替に対する利用権限がない場合、「新規明細登録」

ボタンは表示されません。 

全ての引落先を選

択 

登録されている口振明細すべてを選択（選択欄をチェック）し

ます。 

前回金額 
選択されたすべての口座振替明細の引落金額に前回引落金額

を設定します。 

一括金額登録 
選択されたすべての口座振替明細の引落金額に一括して入力

した金額を設定します。 

データ確定 
口座振替データ新規作成画面に入力した内容で口座振替デー

タを作成するための口座振替データ確認画面へ遷移します。 

一時保存 

口座振替データ新規作成画面に入力した内容で口座振替デー

タを一時保存し、作成中口座振替データ一覧画面へ遷移しま

す。 

検索 
絞込検索を実行し、検索結果で口座振替データ新規作成画面を

表示します。 

クリア 入力内容をクリアし、初期状態に戻します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（５）口座振替データ編集 

取引状況が「作成中」または「差戻し」の口座振替データの編集を行います。 

作成中口座振替データ一覧画面から編集を行います。口座振替データを選択し、【編集】

ボタンをクリックすると口座振替データ編集画面が表示されます。 

なお、口座振替データ編集画面での入力方法等は「本編６章（４）口座振替データ新規

作成」と同様です。 

 

＜口振データ編集画面＞ 
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（６）口座振替データ削除 

取引状況が「作成中」または「差戻し」の口座振替データの削除を行います。 

作成中口座振替データ一覧画面から削除する口座振替データを選択し、【削除】ボタン

をクリックすると口座振替データ削除画面が表示されますので、内容を確認後、口座振

替データ削除画面の【削除】ボタンをクリックし、口座振替データを削除します。 

なお、削除した口座振替データは、参照および復活することはできません。 

 

＜口座振替データ削除画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

削除 
口座振替データを削除し、作成中口座振替データ一覧画面へ遷移

します。 

戻る 作成中口座振替データ一覧画面へ戻ります。 
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（７）新規明細登録 

作成中または編集中の口座振替データに対して、事前登録されていない任意の口座振替

明細を追加します。 

また、追加した明細を口座振替明細として登録することも可能です。 

口座振替データ新規作成画面、または口座振替データ編集画面から【新規明細登録】ボ

タンをクリックすると新規明細登録画面が表示され、明細追加後の口座振替データ新規

作成画面、または口座振替データ編集画面にて追加した明細の口座振替情報を入力しま

す。 

 

＜新規明細登録画面＞ 
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① 引落口座情報 

追加する口座振替明細情報を入力します。 

ａ．支店名 

引落先の支店名を指定します。 

なお、初期値として本サービスを契約している支店名が設定されているので、変更

する場合は、支店検索を利用して変更します。 

なお、支店検索方法は「本編４章（７）新規明細登録」と同様です。 

 

ｂ．引落先科目 

引落先の科目を「普通」、「当座」、「納税」から選択します。 

 

ｃ．引落先口座番号 

引落先の口座番号を入力します。 

 

ｄ．需要家番号 

需要家番号を半角英数字２０桁以内で入力します。 

 

ｅ．引落預金者名（カナ・漢字） 

引落先の口座の口座名義人名（カナ・漢字）を入力します。 

 

ｆ．需要家漢字氏名 

需要家漢字氏名を２０文字以内で入力します。 

 

② 需要家登録 

入力した引落先情報を明細登録する場合は「需要家登録する」を選択します。 

なお、「需要家登録しない」を選択した場合は、作成中の口座振替データでのみ有効

な引落先情報となります。 

 

③ その他 

入力した引落先情報を明細登録する場合で明細の所属するグループを設定する場合は

グループ名を選択します。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

支店名を変更する 支店検索画面へ遷移します。 

登録 

入力した内容を口座振替明細として作成中または編集中の口座

振替データへ追加し、口座振替データ新規作成画面または口座

振替データ編集画面へ遷移します。 

なお、「需要家登録する」が選択されている場合は口座振替明細

への登録も行います。 
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クリア 
新規明細登録画面に入力した情報をクリアし、新規明細登録画

面に遷移した状態に戻します。 

戻る 前画面へ戻ります。 

 

（８）データ確定 

口座振替データの確定を行います。 

作成中口座振替データ一覧画面・口座振替データ新規作成画面・口座振替データ編集画

面から【データ確定】ボタンをクリックすることにより、口座振替データの確定を行う

ための口座振替データ確認画面を表示します。 

口座振替データの内容が正しければ「登録確認用パスワード」または「ワンタイムパス

ワード」を入力し、【登録】ボタンをクリックすることで、口座振替データとして確定

します。 

なお、本画面において各口座振替明細の「引落金額」の修正が可能です。 

 

 ＜口座振替データ確認画面＞ 

 

  

登録確認用パスワード、またはワンタイムパスワードを入力してく

ださい。 



４-１１９ 

① 口座情報 

口座振替契約している口座情報（「会社コード」「企業名」「口座情報」）を表示し

ます。 

 

② 口座振替データ基本情報 

口座振替データ基本情報を表示します。 

 

③ 登録引落先一覧 

作成する口座振替データの振替先明細を表示します。 

なお、１画面に表示可能な振替先明細は２０明細までとし、２０件以上の振替先明細

が存在する場合は複数画面に分割して表示します。 

 

④ 修正 

口座振替データの修正を行います。 

修正項目は「引落金額」です。 

なお、詳細は「本編６章（９）金額修正」を参照。 

 

⑤ 合計表示 

登録引落先一覧の右下に口座振替明細の合計情報（合計件数、引落合計金額）が表示さ

れます。 

なお、明細数が多いために複数ページになっている場合でもすべての画面に合計情報

を表示します。 

 

⑥ 登録確認用パスワード、またはワンタイムパスワード 

口座振替データの内容が正しければ、「登録確認用パスワード」または「ワンタイム

パスワード」を入力し、【登録】ボタンをクリックすることで、口座振替データとし

て確定します。 

 

⑦ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

修正 
【修正】ボタンをクリックした口座振替明細の金額修正画面へ遷

移します。 

登録 口座振替データの確定処理を行い、登録確認画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（９）金額修正 

口座振替データ確認画面で【修正】ボタンをクリックした明細の修正を行います。 

口座振替データ確認画面から修正したい明細の【修正】ボタンをクリックすることによ

り、金額修正画面を表示します。 

 

＜金額修正画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 引落先情報 

選択した明細に登録されている口座振替情報を表示します。 

修正する項目を入力し直し、【登録】ボタンをクリックすることにより、修正後の内

容で口座振替データ確認画面を表示します。 

なお、修正可能な項目は「引落金額」のみです。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 修正処理を行い、口座振替データ確認画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（10）登録確認 

口座振替データの登録確認を行います。 

口座振替データ確認画面で「登録確認用パスワード」または「ワンタイムパスワード」

を入力し、【登録】ボタンをクリックすることで、該当の口座振替データ登録処理が行

われ、登録確認画面が表示されます。 

登録確認画面では、登録内容を表示するとともに、各種帳票（合計集計票・明細帳票）

の印刷が可能です。 

 

＜登録確認画面＞ 
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① 表示内容 

登録した口座振替データの「口座情報」および「口座振替データ基本情報」を表示しま

す。 

 

② 帳票出力 

ａ．口座振替合計票 

【合計集計票】ボタンをクリックすることにより、作成した口座振替データの口座

振替合計票をＰＤＦ形式で出力します。 

 

ｂ．口座振替明細票 

【明細帳票】ボタンをクリックすることにより、作成した口座振替データの口座振

替明細票をＰＤＦ形式で出力します。 

 

③ 留意事項 

企業承認が「要」となっている企業の場合、ＷＥＢ承認が必要となることを意識させる

注意文言を表示します。 

企業承認要否 表示する注意文言 

要 

以下のデータを登録しましたので内容をご確認ください。 

ＷＥＢ承認にて承認処理を行ってください。 

※ＷＥＢ承認業務を行わないと口座振替が行われません。口座振

替を行う場合、必ずＷＥＢ承認を行ってください。 

不要 
以下のデータを登録しましたので内容をご確認ください。 

なお、詳細は取引状況照会にてご確認いただけます。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

合計集計票 
作成した振込データの口座振替合計票をＰＤＦ形式で出力しま

す。 

明細帳票 
作成した振込データの口座振替明細票をＰＤＦ形式で出力しま

す。 

口座振替 口座振替の口座選択画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 振込・口座振替のご利用メニュー画面へ遷移します。 

印刷 この画面の印刷を行います。 
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７章  ＷＥＢ承認 

企業ユーザが、企業承認が「要」となっている契約種別（総合振込、給与・賞与振込、口

座振替）の登録データに対して、ＷＥＢ承認処理（「承認」または「差戻し」）を行いま

す。ただし、一度で処理可能な合計明細数は９９９明細までとします。 

また、ＷＥＢ承認対象となる持込形態は、「ＷＥＢ持込」、「外部ファイル持込」、「Ｐ

Ｃ持込」とします。 

なお、ＷＥＢ承認業務に対する権限がない場合、ご利用メニューの【ＷＥＢ承認業務】は

選択不可です。 

（１）処理フロー 

 

  振込・口座振替 

ご利用メニュー画面 

【ＷＥＢ承認業務】ボタンをクリック 

 
 
 
 

承認待データ画面 

承認する口座の【総合振込】【給与・賞与振込】 

【口座振替】ボタンをクリック 

口座選択画面 

【詳細】ボタンをクリック 

【戻る】ボタンをクリック 

データ詳細画面 

差戻し画面 承認画面 

差戻し完了画面 承認完了画面 

【
承
認
】
ボ
タ
ン
を 

ク
リ
ッ
ク 

【
差
戻
し
】
ボ
タ
ン
を 

ク
リ
ッ
ク 

承認予約画面 

承認予約完了画面 

【予約実行】 

ボタンをクリック 

【Ｗ
Ｅ
Ｂ
承
認
】 

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

【承認】 

ボタンを 

クリック 

【差戻し】 

ボタンを 

クリック 

ディレード持込の場合は 

【予約】ボタンをクリック 

ＥＤＩ情報画面 

【ＥＤＩ表示】 

ボタンを 

クリック 

【戻る】 

ボタンを 

クリック 



４-１２４ 

（２）口座選択 

振込・口座振替ご利用メニュー画面から【ＷＥＢ承認業務】ボタンをクリックすると、

口座選択画面が表示されますので、ＷＥＢ承認を行います。 

持込データのボタン（【総合振込】、【給与・賞与振込】、【口座振替】）をクリック

します。 

なお、口座選択画面で表示されるボタンは、企業ユーザが、利用可能な会社コードで、

承認待データが存在する場合に表示され、あわせて承認待件数を表示します。 

 

＜口座選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 口座選択 

ＷＥＢ承認を行います。契約種別のボタン（【総合振込】、【給与・賞与振込】、     

【口座振替】）をクリックします。 

なお、ＷＥＢ承認権限のない契約種別のボタンは、表示されません。 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

総合振込 
総合振込の承認待データがある場合に表示され、総合振込の承認

待データ画面へ遷移します。 

給与・賞与振込 
給与・賞与振込の承認待データがある場合に表示され、給与・賞

与振込の承認待データ画面へ遷移します。 

口座振替 
口座振替の承認待データがある場合に表示され、口座振替の承認

待データ画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 振込・口座振替のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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（３）承認待データ 

承認待データの承認または差戻しを行います。 

口座選択画面から承認または差戻しを行う契約種別を選択すると、取引状況が「承認待」

となっている持込データを承認待データ一覧にすべて表示します。 

なお、承認待データは、取引状況が「承認待」となってから承認処理を行わなくても、

データの内容に関わらず、持込データの抹消条件を満たすまでは、本サービスサービス

に保有されるため、持込データの内容によっては承認待データであっても承認処理が行

えない場合があります。 

 

＜承認待データ画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 口座情報 

口座情報（「会社コード」「企業名」「口座情報」）を表示します。 

 



４-１２６ 

② 承認待データ一覧 

承認待となっているデータを表示します。 

なお、１画面に表示可能なデータは５件までとし、５件以上のデータが存在する場合

は複数画面に分割して表示します。 

承認可否欄の表示については次の表のとおり。 

状態 内容 

可 ＷＥＢ承認が可の場合に表示します。 

不可 ＷＥＢ承認が不可の場合に表示します。 

予約（注） 

承認予約が必要となる持込（ディレード持込）の場合は「承認可否」

欄に【予約】ボタンを表示し、ボタンをクリックすると承認予約処

理を開始します。 

承認予約中

（注） 

承認予約処理中に表示し、本状態中は承認および差戻しを不可とし

ます。 

    （注）本状態時、取引状況照会の状況欄表示は「承認待」となります。 

 

③ 絞込検索 

承認待データの絞込検索を行います。 

なお、絞込検索は「メモ情報検索」「振込（振替）指定日検索」「形態検索」「ＷＥ

Ｂ通番検索」の条件で検索を行います。（条件の組合せによる検索も可能） 

ａ．メモ情報検索 

任意に入力した語句から一致するまたはその語句を含むメモ情報が登録されている

データを検索します。 

 

ｂ．振込（振替）指定日検索 

指定した振込（振替）指定日または範囲内の振込（振替）指定日の承認待となって

いるデータを検索します。 

・単独指定・・・検索範囲開始と検索範囲終了に同一日を入力します。 

・範囲指定・・・「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」で日付を入力します。 

 

ｃ．形態検索 

持込形態（「ＷＥＢ」、「ＰＣ」、「ファイル」）を指定することにより、該当す

る承認待となっているデータを検索します。 

No 持込形態 内容 

１ ＷＥＢ ＷＥＢ上から登録したデータ 

２ ファイル ＷＥＢ上から外部ファイル登録したデータ 

３ ＰＣ 企業ＰＣから登録したデータ 
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ｄ．ＷＥＢ通番検索 

指定したＷＥＢ通番または範囲内のＷＥＢ通番の承認待となっているデータを検索

します。 

・単独指定・・・検索範囲開始と検索範囲終了に同一番号を入力します。 

・範囲指定・・・「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」で番号を入力します。 

 

④ 詳細表示 

各承認待データの【詳細】ボタンをクリックすることにより、持込データの詳細を確

認することができます。 

なお、２，０００明細を超える持込については、【詳細】ボタンを非表示とし、持込

データの詳細を確認する場合は、振込明細票（口座振替明細票）にて確認します。 

詳細は「本編７章（４）データ詳細」を参照。 

 

⑤ 全てのデータを選択 

【全てのデータを選択】ボタンをクリックすることにより、承認待データを全て選択

（選択欄をチェック）します。 

 

⑥ 承認 

承認する持込データを選択し、【承認】ボタンをクリックすることにより承認を行い

ます。 

なお、詳細は「本編７章（７）承認」を参照。 

＜留意事項＞ 

承認処理は一度で複数持込の承認を可能とするが、複数持込を承認した場合は合計明

細数のチェックを行い、９９９明細以上となった場合は承認処理をエラーとします。 

なお、１持込のみを承認する場合は、合計明細数の上限チェックは行いません。 

 

⑦ 差戻し 

差戻しする持込データを選択し、【差戻し】ボタンをクリックすることにより差戻しを

行います。 

なお、詳細は「本編７章（８）差戻し」を参照。 

＜留意事項＞ 

差戻し処理は一度で複数持込の差戻しを可能とするが、複数持込を差戻しした場合は

合計明細数のチェックを行い、９９９明細以上となった場合は差戻しをエラーとしま

す。 

なお、１持込のみを差戻しする場合は合計明細数の上限チェックは行いません。 
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⑦ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

更新 承認待振込データ一覧の更新を行います。 

検索 
絞込検索を実行し、検索結果で承認待データ画面を表示しま

す。 

クリア 絞込検索条件をクリアします。 

予約 
承認予約画面へ遷移します。 

※ディレード持込がある場合のみ承認可否欄に表示します。 

詳細 選択した承認待データのデータ詳細画面へ遷移します。 

全てのデータを選択 選択欄のチェックボックスをすべてチェックします。 

承認 選択した承認待データの承認画面へ遷移します。 

差戻し 選択した承認待データの差戻し画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（４）データ詳細 

承認待データの詳細情報を表示します。 

承認待データ画面から詳細情報を確認したい承認待データの【詳細】ボタンをクリック

するとデータ詳細画面が表示されます。 

なお、総合振込の振込依頼人名が可変でＰＣ・外部ファイル・ＦＤ持込の持込データの

場合、振込依頼人名（カナ）欄を表示します 

＜データ詳細画面（通常）＞ 
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① 口座情報 

口座情報（「会社コード」、「企業名」、「口座情報」）を表示します。 

 

② 持込情報 

持込情報（「メモ情報」、「ＷＥＢ通番」、「振込（振替）指定日」、「形態」、         

「備考」）を表示します。 

なお、企業ＰＣ持込の場合は、「ＷＥＢ通番」が割り当てられないため空欄となりま

す。 

 

③ 詳細一覧 

明細情報を表示します。 

１画面に表示可能な明細は５件までとし、５件以上の明細が存在する場合は複数画面

に分割して表示します。 

「明細番号」にリンク「＊並び替え」、「受取人名（カナ・漢字）」にリンク「５０

音順で並び替え」を選択することにより、並び替えて表示することができます。 

また、総合振込の振込依頼人名が可変でＰＣ・外部ファイル・ＦＤ持込の振込依頼人

名（カナ）欄を表示します。 

 

④ 合計表示 

詳細一覧の右下に、総合振込、給与・賞与振込データの場合は「合計件数」、「振込

合計金額」、「手数料合計金額」、「持込料」、「支払合計金額」、口座振替データ

の場合は、「合計件数」および「引落合計金額」の合計情報が表示されます。 

なお、持込データにエラーがある場合は、合計情報は表示されません。 

また、明細数が多いために複数ページになっている場合でもすべての画面に合計情報

を表示します。 

 

⑤ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

ＥＤＩ表示 
選択した明細のＥＤＩ情報画面へ遷移します。 

（ＥＤＩ情報画面の詳細は、「第４編 ３章」をご参照ください。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（５）承認予約 

承認予約持込データの承認予約を行います。 

承認待データ画面から【予約】ボタンをクリックした持込が表示されます。 

＜承認予約画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 口座情報 

口座情報（「会社コード」「企業名」「口座情報」）を表示します。 

 

② 承認予約持込一覧（為替振込） 

承認予約を行います。データを表示します。 

 

③ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

予約実行 
持込データの承認予約処理を行い、承認予約完了画面へ遷移し

ます。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（６）承認予約完了 

承認予約処理の結果確認を行います。 

承認予約画面から【予約実行】ボタンをクリックすると、承認予約完了画面が表示され

ます。 

＜承認予約完了画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 表示内容 

承認予約処理を行った持込データの持込情報が表示されます。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

ＷＥＢ承認 口座選択画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 振込・口座振替のご利用メニュー画面へ遷移します。 

 

 

 

 

  



４-１３３ 

（７）承認 

承認待データの承認処理を行います。 

承認待データ画面から承認するデータを選択後、【承認】ボタンをクリックすると承認

画面が表示されます。 

＜承認画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 口座情報 

口座情報（「会社コード」「企業名」「口座情報」）を表示します。 

 

② 承認待持込一覧 

承認待データ画面で選択した承認待データを表示します。 

なお、１画面に表示可能な明細は５件までとし、５件以上の明細が存在する場合は複

数画面に分割して表示します。  

承認用パスワード、またはワンタイムパスワードを入力してください。 
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③ 承認用パスワード、またはワンタイムパスワード入力 

承認するデータの内容が正しければ「承認用パスワード」または「ワンタイムパスワ

ード」を入力し、【登録】ボタンをクリックすることで、承認処理が行われます。（複

数データを承認する場合でも、承認用パスワード、またはワンタイムパスワードは１

度だけの入力とします） 

なお、承認用パスワード入力方法は、「全桁数入力方式」または「ＰＩＮ方式」を金

庫毎に選択します。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

承認 
承認待データ画面で選択した持込データの承認処理を行い、承認

完了画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻る。 

 

（８）差戻し 

承認待データの差戻し処理を行います。 

なお、承認待ちのＰＣ持込データおよび外部ファイル持込データを差戻しすると持込 

データは削除されます。 

また、ＷＥＢ持込データは、取引状況が「差戻し」として管理されるため、持込データ

の修正および取消が可能となります。 

承認待データ画面から差戻しするデータを選択後、【差戻し】ボタンをクリックすると

差戻し画面が表示されます。 

＜差戻し画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４-１３５ 

 

① 口座情報 

口座情報（「会社コード」「企業名」「口座情報」）を表示します。 

 

② 承認待持込一覧 

承認待データ画面で選択した差戻しデータを表示します。 

なお、１画面に表示可能な明細は５件までとし、５件以上の明細が存在する場合は複

数画面に分割して表示します。 

 

③ 差戻し理由入力 

差戻しデータに対して「差戻し理由」を入力します。 

なお、複数データを差戻しする場合でも、差戻し理由の入力は１つだけとします。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

差戻し 
承認待データ画面で選択した持込データの差戻し処理を行い、承

認完了画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（９）結果確認 

承認処理または差戻し処理の結果確認を行います。 

承認画面または差戻し画面で【承認】ボタンまたは【差戻し】ボタンクリックすると、

承認完了画面、または差戻し完了画面が表示されます。 

＜承認完了画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜差戻し完了画面＞ 
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① 表示内容 

承認または差戻し処理を行った持込データの持込情報が表示されます。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

取引状況照会 
承認した場合に表示されますボタンとし、取引状況照会の口座選

択画面へ遷移します。 

総合振込 
総合振込データを差戻しした場合に表示されますボタンとし、総

合振込の口座選択画面へ遷移します。 

給与・賞与振込 
給与・賞与振込データを差戻しした場合に表示されますボタンと

し、給与・賞与振込の口座選択画面へ遷移します。 

口座振替 
口座振替データを差戻しした場合に表示されますボタンとし、口

座振替の口座選択画面へ遷移します。 

ＷＥＢ承認 口座選択画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 振込・口座振替のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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８章  外部ファイル登録 

企業ユーザが、ＦＤ等に作成した総合振込、給与・賞与振込、口座振替の持込データ（全

銀フォーマット、ＸＭＬフォーマットまたはＣＳＶ形式）をＷＥＢ上から登録します。 

外部ファイル読込可能な明細の上限数は、９，９９９明細までとします。 

なお、持込明細数が１,０００明細以上となる場合は、ディレード処理による持込登録を行

ない、為替振込の場合はＷＥＢ承認処理の前に承認予約が必要となります。 

また、持込にエラーがある場合は、外部ファイル登録を不可とします。 

なお、外部ファイル登録の利用権限がない契約種別に対しては、データの読込時にエラー

とします。 

（１）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

振込・口座振替 

ご利用メニュー画面 

【外部ファイル登録】ボタンをクリック 

【実行】ボタンを 

クリック 

持込受付画面 

ＣＳＶ形式の場合 

【読込実行】ボタンをクリック 

データ送信完了画面 

データ入力画面 

データ登録画面 

【登録】ボタンを 

クリック 

全銀フォーマット、 

ＸＭＬ形式の場合 

【読込実行】ボタンをクリック 

ＥＤＩ情報 

ＸＭＬ形式の場合、 

【ＥＤＩ表示】ボタンをクリック 

【戻る】ボタンをクリック 
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（２）持込受付 

振込・口座振替ご利用メニュー画面から【外部ファイル登録】ボタンをクリックすると、

ＦＤ等に作成した持込データの読込を行う持込受付画面を表示します。 

＜持込受付画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① データ読込方法 

持込受付画面にて「取引種類」、「ファイル形式」、「ファイルの場所」を指定し、【読

込実行】ボタンをクリックします。 

ａ．取引種類 

プルダウンメニューから取引種類（「為替振込」「口座振替」）を選択します。 

 

ｂ．ファイル形式 

読込を行う持込データのファイル形式（「全銀フォーマット」「ＣＳＶ形式」「Ｘ

ＭＬフォーマット」）をプルダウンメニューから選択します。 

 

ｃ．ファイルの場所 

ファイルが格納されている場所（使用ＰＣでアクセスが可能な場所）を選択します。 

画面上の【参照】ボタンをクリックすることにより、エクスプローラから指定でき

ます。 

なお、ＦＤから読み込みする場合は、ＤＯＳフォーマットのみ読込可能とします。 
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② 持込データのフォーマット 

「全銀フォーマット」および「ＣＳＶ形式」のファイルフォーマットは、本サービス

サービスで定義したフォーマットとします。「ＸＭＬフォーマット」のファイルフォ

ーマットは、ＩＳＯ２００２２（ｐａｉｎ．００１．００１．００３）に準拠かつ全

銀協の定義したフォーマットとします。 

また、「全銀フォーマット」「ＸＭＬフォーマット」の場合、シングルファイルまた

はマルチファイルでの持込みが可能です。 

なお、改行コードの入力は任意とし、有り、無しとも読込可能です。 

 

③ 留意事項 

ａ．登録可能明細数 

外部ファイルで読込可能な明細数の上限値は９,９９９明細とする。 

また、登録明細数が１～９９９明細の場合はリアルタイム持込、１，０００～   

９,９９９明細の場合はディレード持込となる。 

 

ｂ．ファイル名 

外部ファイル登録するファイルのファイル名は半角英数字２０桁（拡張子含む）ま

でとし、全角文字は登録不可とする。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

参照 ファイル格納場所を参照するため、エクスプローラを開きます。 

読込実行 

外部ファイルの読込処理を実行し、全銀フォーマット、ＸＭＬフ

ォーマットの場合はデータ登録画面、ＣＳＶ形式の場合はデータ

入力画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 振込・口座振替のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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（３）データ入力 

ＣＳＶ形式の外部ファイル登録で、登録に必要となる情報の設定を行います。 

持込受付画面から【読込実行】ボタンをクリックすると、データ入力画面が表示され、

取引種類が為替振込の場合は、「振込データを登録する会社コード（出金口座）」、「契

約種別」、「振込指定日」です。 

口座振替の場合は、「口座振替データを登録する会社コード」および「振替指定日」を

指定します。 

外部ファイル登録の利用権限がない契約種別に対しては読込実行時にエラーとします。 

＜データ入力画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 口座一覧 

企業ユーザが、利用可能な会社情報が口座一覧に表示されます。 

ａ．取引種類が為替振込の場合 

読み込んだ振込データを登録する会社コード（出金口座）を選択し、プルダウンメ

ニューから契約情報（「総合振込」「給与振込」「賞与振込」）を選択します。 

なお、選択できる契約情報は、選択した会社コードが契約している契約種別のみと

します。 
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ｂ．取引種類が口座振替の場合 

読み込んだ口座振替データを登録する会社コードを選択します。 

 

② 振込（振替）指定日 

ａ．取引種類が為替振込の場合 

読み込んだ振込データの振込指定日を入力します。 

 

ｂ．取引種類が口座振替の場合 

読み込んだ口座振替データの振替指定日を入力します。 

 

③ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

実行 データ登録画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（４）データ登録 

外部ファイル登録する持込データの内容を確認し、データ登録を行います。 

全銀フォーマットの場合は持込受付画面から【読込実行】ボタン、ＣＳＶ形式の場合は

データ入力画面から【実行】ボタンをクリックすることにより、データ登録画面を表示

します。 

登録する持込データの内容が正しければ、「登録確認用パスワード」または「ワンタイ

ムパスワード」を入力し、【登録】ボタンをクリックすることで、外部ファイル持込デ

ータとして登録します。 

なお、総合振込の振込依頼人名が可変でＰＣ・外部ファイル・ＦＤ持込の持込データの

場合、振込依頼人名（カナ）欄を表示します。 

＜リアルタイム持込のデータ登録画面（振込依頼人名が固定）＞ 

 

登録確認用パスワード、またはワンタイムパスワードを入力してください。 
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＜リアルタイム持込のデータ登録画面（振込依頼人が可変）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

登録確認用パスワード、またはワンタイムパスワードを入力してください。 
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＜リアルタイム持込のデータ登録画面（拡張ＥＤＩ情報あり）＞ 

 

  

登録確認用パスワード、またはワンタイムパスワードを入力してください。 



４-１４６ 

① 取引種類 

外部ファイル登録する持込データの取引種類（「総合振込」、「給与（民間）」、「賞

与（民間）」、「口座振替」）を表示します。 

 

② 持込情報 

外部ファイル登録する持込データの持込情報（「会社コード」、「依頼人名」、「金

融機関」、「店舗」、「口座」、「振込（振替）指定日」、「合計件数」、「合計金

額」、「明細カウント合計件数」、「明細カウント合計金額」「エラー」）を表示し

ます。 

なお、外部ファイル登録する持込データに持込エラーがある場合は、エラー欄にエ  

ラー内容を赤字で表示します。 

 

③ 詳細一覧 

外部ファイル登録する持込データの明細情報（総合振込・給与／賞与振込の場合は「明

細番号」、「受取人口座情報（金融機関・支店・口座）」、「受取人氏名」、「振込

金額」、「ＥＤＩ情報」、「エラー」を表示します。 

口座振替の場合は「需要家番号」、「引落口座情報（支店・口座）」、「引落預金者

名」、「引落金額」、「エラー」）を表示します。 

また、総合振込の振込依頼人名が可変の場合、振込依頼人名（カナ）欄に明細毎の変

更後振込依頼人名（カナ）を表示します。 

ただし、可変として持込まれたにもかかわらず、企業契約情報の企業名カナを振込依

頼人名として登録する場合は、該当明細の振込依頼人名に「＊」を表示し、カナ企業

名を自動置換えしたメッセージを表示するとともに、ディレード持込・ＰＣ持込の場

合は、企業宛に自動置換えした旨のメールにて通知します。 

なお、１画面に表示可能な明細は５件までとし、５件以上の明細が存在する場合は複

数画面に分割して表示します。 

 

④ 登録確認用パスワード、またはワンタイムパスワード 

外部ファイル登録する持込データの内容が正しければ「登録確認用パスワード」また

は「ワンタイムパスワード」を入力し、【登録】ボタンをクリックすることで、外部

ファイル持込データとして登録します。 

なお、持込データにエラーがある場合は、データ登録を不可とします。 

 

⑤ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 
外部ファイル持込データを登録し、データ送信完了画面へ遷移し

ます。 

ＥＤＩ表示 
選択した明細のＥＤＩ情報画面へ遷移します。 

ＥＤＩ情報画面の詳細は、「第４編 ３章」をご参照ください。 

戻る 前画面へ戻ります。 



４-１４７ 

＜ディレード持込のデータ登録画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 取引種類 

外部ファイル登録する持込データの取引種類（「総合振込」、「給与（民間）」、「賞

与（民間）」、「口座振替」）を表示します。 

 

② 持込情報 

外部ファイル登録する持込データの持込情報（「会社コード」、「依頼人名」、「金融

機関」、「店舗」、「口座」、「振込（振替）指定日」、「ファイル形式」、「ファイ

ル名」、「エラー」）を表示します。 

なお、外部ファイル登録する持込データに持込エラーがある場合は、エラー欄にエラ

ー内容を赤字で表示します。  

登録確認用パスワード、またはワンタイムパスワードを入力してくださ

い。 
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③ 登録確認用パスワード、またはワンタイムパスワード 

外部ファイル登録する持込データの内容が正しければ、「登録確認用パスワード」ま

たは「ワンタイムパスワード」を入力し、【登録】ボタンをクリックすることで、外

部ファイル持込データとして登録します。 

なお、持込データにエラーがある場合は、データ登録を不可とします。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 
外部ファイル持込データを登録し、データ送信完了画面へ遷移し

ます。 

戻る 前画面へ戻る。 

 

（５）結果確認 

外部ファイル持込データの登録確認を行います。 

データ登録画面で「登録確認用パスワード」または「ワンタイムパスワード」を入力し、

【登録】ボタンをクリックすることで該当の持込データの登録処理が行われ、データ送

信完了画面が表示されます。 

なお、振込合計票・明細票（口座振替合計票・明細票）を取得したい場合は、取引状況

照会から可能です。 

 

＜データ送信完了画面＞ 
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① 表示内容 

外部ファイル持込登録処理を行ったデータのＷＥＢ通番が表示されます。 

 

② 留意事項 

企業承認が「要」となっている企業の場合、ＷＥＢ承認が必要となることを意識させ

る注意文言を表示します。 

企業承認要否 表示する注意文言 

要 

為替振込の場合 

「ＷＥＢ承認にて承認処理を行ってください。 

※ＷＥＢ承認業務を行わないと振込が行われません。振込を

行う場合、必ずＷＥＢ承認を行ってください。」 

 

口座振替の場合 

「ＷＥＢ承認にて承認処理を行ってください。 

※ＷＥＢ承認業務を行わないと口座振替が行われません。口

座振替を行う場合、必ずＷＥＢ承認を行ってください。」 

不要 詳細は取引状況照会にてご確認いただけます。 

 

③ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

取引状況照会 

取引状況照会の口座選択画面へ遷移します。 

なお、口座選択画面の取引状況照会利用権限のない契約種別の

ボタンは表示されません。 

外部ファイル登録 外部ファイル登録の持込受付画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 振込・口座振替のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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９章  振込手数料照会 

企業ユーザが、振込の際に必要な手数料の照会を行います。 

 

（１）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【振込手数料照会】ボタンをクリック 

手数料照会 

ご利用メニュー画面 

企業選択画面 

口座を選択し、【選択】ボタンをクリック 

手数料照会画面 
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（２）企業選択 

企業選択画面から手数料照会したい企業を選択し、【選択】ボタンをクリックすると手

数料照会画面が表示されます。 

 

＜企業選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 企業一覧 

振込手数料照会を行う企業を選択します。（複数選択は不可） 

なお、企業一覧に表示されます企業は、ログインした「お客様ＩＤ」が利用可能な企

業（会社コード）とします。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

選択 選択した企業の手数料照会画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 手数料照会のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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（３）手数料照会 

企業選択画面で選択した企業に対する振込手数料照会画面を表示します。 

＜手数料照会画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

戻る 企業選択画面へ戻ります。 
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１０章  口座振替手数料照会 

企業ユーザが、口座振替の際に必要な手数料の照会を行います。 

 

（１）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【口座振替手数料照会】ボタンをクリック 

手数料照会 

ご利用メニュー画面 

企業選択画面 

口座を選択し、【選択】ボタンをクリック 

手数料照会画面 
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（２）企業選択 

企業選択画面から口座振替手数料照会したい企業を選択し、【選択】ボタンをクリック

すると手数料照会画面が表示されます。 

 

＜企業選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 企業一覧 

口座振替手数料照会を行います。企業を選択します。（複数選択は不可） 

なお、企業一覧に表示される企業は、ログインした「お客様ＩＤ」が、利用可能な企

業とします。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

選択 選択した企業の手数料照会画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 手数料照会のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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（３）手数料照会 

企業選択画面で選択した企業に対する口座振替手数料照会画面が表示されます。 

＜手数料照会画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

戻る 企業選択画面へ戻ります。 
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１１章  先方負担手数料設定 

企業ユーザが、企業独自先方負担振込手数料設定を行います。 

 

（１）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ 企業独自先方負担機能を利用しない場合（金庫編「管理業務メニュー－運用管理－

金庫情報設定変更」にて企業独自手数料利用有無を「利用しない」とした場合）は、

「先方負担手数料設定」メニューを非表示とします。 

  

【先方負担手数料設定】ボタンをクリック 

手数料照会 

ご利用メニュー画面 

企業選択画面 

口座を選択し、【選択】ボタンをクリック 

手数料照会画面 

【登録】ボタンをクリック 

登録完了画面 
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（２）企業選択 

企業選択画面から手数料照会したい企業を選択し、【選択】ボタンをクリックすると手

数料照会画面が表示されます。 

 

＜企業選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 企業一覧 

振込手数料照会を行う企業を選択します。（複数選択は不可） 

なお、企業一覧に表示される企業は、ログインした「お客様ＩＤ」が、利用可能な企

業（会社コード）とする。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

選択 選択した企業の手数料照会画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 手数料照会のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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（３）先方負担手数料設定 

企業独自先方負担振込手数料の設定を行います。企業選択画面から企業独自先方負担振

込手数料を設定したい企業を選択し、手数料登録後に【登録】ボタンをクリックすると

登録完了画面が表示されます。 

本処理は、金庫にて企業情報の「企業独自先方負担手数料」を「要」とした企業のみ取

扱いが可能です。 

なお、「要」とした際の初期値は金額０円となっているため、本処理が必要となります。 

 

＜手数料照会画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 設定した内容を登録します。 

戻る 企業選択画面へ戻ります。 
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１２章  企業情報照会・変更 

企業ユーザが、企業情報の照会および変更を行います。 

また、本サービスシステムを開始するために必要となる「利用開始番号」の発行を行いま

す。 

（１）処理フロー 

 

  

【企業情報照会】ボタンをクリック 

契約情報登録・照会 

ご利用メニュー画面 

【更新】ボタンをクリック 

企業選択画面 

【照会】ボタンをクリック 

変更完了画面 

通知方法 

変更画面 

メールアドレス 

変更画面 

通
知
方
法
の
【
変
更
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

携
帯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
【
変
更
】
ボ
タ
ン
を 

ク
リ
ッ
ク 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
【
変
更
】
ボ
タ
ン
を 

ク
リ
ッ
ク 

企業情報画面 

処理完了画面 

携帯メール 

変更画面 

【利用開始番号を発行する】ボタンを 

クリック 

登録済みメール 

アドレス確認画面 

【
送
信
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

【変更】ボタンをクリック 
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（２）企業選択 

契約情報登録・照会ご利用メニュー画面から企業情報照会を選択すると、企業ユーザが

利用可能な企業を企業選択画面に表示します。 

 

＜企業選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 企業一覧 

企業情報照会・変更、または利用開始番号発行を行う企業を選択します。 

（複数選択は不可） 

 

② 利用開始番号の発行手順 

企業選択後、【利用開始番号を発行する】ボタンをクリックすることで、次画面にて

送信先のメールアドレスを確認のうえ（通知種別がＥ－Ｍａｉｌの場合のみ）、企業

へ利用開始番号を通知します。（企業は利用開始番号発行後、利用開始登録を行うこ

とで本サービスサービスが利用できるようになる） 

なお、利用開始番号発行は、管理者権限または承認者権限のあるユーザが可能とし、
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管理者は登録されているすべての企業、承認者は利用可能な企業に対して行うことが

できます。 

また、一般者権限のユーザは【利用開始番号を発行する】ボタンが表示されません。 

 

No 通知種別 利用開始番号の通知先 

１ Ｅ－Ｍａｉｌ 
登録されているメールアドレスへ利用開始番号発行を

通知します。 

２ 指定なし 
【送信】ボタンをクリック後、利用開始番号発行完了画

面にて利用開始番号発行を通知します。 

 

＜留意事項＞ 

◎利用開始番号の有効期限 

利用開始番号の有効期限は１０営業日までなので、利用開始番号発行後、１０営業日

後までに利用開始登録処理を行う必要があります。 

なお、利用開始番号を発行した場合は、利用開始番号の有効期限が切れるまでは再発

行できないが、有効期限後は、再度、利用開始番号の発行を可能とします。 

 

◎利用開始番号発行時のエラーメッセージ 

既に利用開始番号が発行されている企業に対して、利用開始番号発行を行った場合や

既に利用開始登録がされている企業に対して、利用開始番号発行を行った場合は、利

用開始番号発行処理をエラーとします。 

No 状態 表示しますエラーメッセージ 

１ 

既に利用開始番号が発行され

ている企業に対して利用開始

番号発行を行った場合 

「この企業では既に利用開始番号が発行され

ています。」のエラーを表示します。 

２ 

既に利用開始登録がされてい

る企業に対して利用開始番号

発行を行った場合 

「この企業では既に利用開始登録されていま

す。」のエラーを表示します。 

 

③  処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

利用開始番号を発行する 登録済みメールアドレス確認画面へ遷移します。 

照会 選択した企業の企業情報画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 契約情報登録・照会のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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（３）登録済みメールアドレス確認 

企業選択画面にて【利用開始番号を発行する】ボタンをクリックすると、企業に登録済

みメールアドレス確認画面を表示する。（通知種別がＥ－Ｍａｉｌの場合のみ） 

 

   ＜登録済みメールアドレス確認画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 利用開始番号の通知先メールアドレスの変更 

【変更】ボタンをクリックすることにより企業情報画面に遷移し、通知種別および登

録済みのメールアドレスの変更を行います。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

送信 選択した企業の利用開始番号を発行します。 

変更 選択した企業の企業情報画面へ遷移します。 

戻る 契約情報登録・照会のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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（４）企業情報照会 

ＷＥＢ契約されている企業の情報照会を行います。 

企業選択画面から企業を選択し【照会】ボタンをクリックすると、選択した企業の企業

情報を企業情報画面が表示されます。 

なお、企業情報の変更は本画面から行うこととし、詳細は「本編１２章（４）各種情報

変更」を参照。 

＜企業情報画面＞ 
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① 企業情報 

ａ．企業承認の要否 

総合振込、給与・賞与振込、口座振替の企業承認要否を表示します。 

なお、企業承認要否の変更は企業からは不可とし、変更する場合は利用金庫にて行

うこととします。 

 

ｂ．処理結果の通知方法 

登録されている企業ユーザへの処理結果の通知方法（「Ｅ－Ｍａｉｌ」、 

「指定なし」）を表示します。 

なお、変更処理の詳細は「本編１２章（４）① 処理結果の通知方法変更」を参照。 

 

ｃ．ご登録のメールアドレス 

登録されているメール通知用のメールアドレスおよび携帯電話メールアドレス（そ

れぞれ最大５つまで設定可能）を表示します。 

メールアドレスに設定されているアドレスにはＰＣメールアドレス宛のメール、携

帯電話メールアドレスに設定されているアドレスには携帯メールアドレス宛のメー

ルを送信する。 

なお、設定／変更／削除処理の詳細は「本編１２章（４）② メールアドレスの設

定／変更／削除」を参照。 

 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

変更 各種情報変更画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ遷移します。 
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（５）各種情報変更 

各種情報変更（「処理結果の通知方法」、「メールアドレス」）の変更を行います。 

なお、変更は１項目ずつ行うこととします。 

① 処理結果の通知方法変更 

企業情報画面の処理結果の通知方法欄で【変更】ボタンをクリックすると、処理結果

の通知方法変更画面が表示されますので、変更後の通知方法を「Ｅ－Ｍａｉｌ」、「指

定なし」から選択し、【更新】ボタンをクリックすることで通知方法を変更します。 

 

＜処理結果の通知方法変更画面＞ 

 

 

ａ．通知方法 

処理結果の通知方法を「Ｅ－Ｍａｉｌ」および「指定なし」から選択します。 

 

ｂ．処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

更新 
通知方法を更新し、誤更新を防ぐため変更内容確認画面へ遷移

します。 

クリア 
処理結果の通知方法変更画面で変更した情報をクリアし、処理

結果の通知方法変更画面に遷移した状態に戻します。 

戻る 前画面へ遷移します。 
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② 変更内容の確認 

変更内容確認画面で変更前と変更後の内容を確認し、【確定】ボタンをクリックする

と、通知方法を変更します。 

＜変更内容確認画面＞ 
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③ メールアドレスの設定／変更／削除 

企業情報画面のご登録のメールアドレス欄で、設定／変更／削除するメールアドレス

の【変更】ボタンをクリックすると、メールアドレス変更画面が表示されます。 

メールアドレスを設定／変更する場合は、設定／変更後の新メールアドレスおよび確

認用の新メールアドレスを入力し後、【更新】ボタンをクリックすることでメールア

ドレスを設定／変更します。 

メールアドレスを削除する場合は、新メールアドレスおよび確認用の新メールアドレ

スには何も入力せず、【更新】ボタンをクリックすることでメールアドレスを削除し

ます。 

なお、携帯電話メールアドレスの設定／変更／削除についても同様です。 

＜メールアドレス変更画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．新メールアドレス 

ア．メールアドレスの設定／変更の場合 

設定／変更後のメールアドレスを新メールアドレス欄および確認用の新メールア

ドレス欄に入力します。 

 

イ．メールアドレスの削除の場合 

新メールアドレス欄および確認用の新メールアドレス欄は何も入力しない。  
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ｂ．変更前・変更後メールアドレスの確認 

通知方法が「Ｅ－Ｍａｉｌ」に設定されている状態でメールアドレスを変更した場

合は、第３者による不正変更を防止のため、また変更後のメールアドレスが正しい

か確認するため、変更前後のメールアドレスにメール通知を行います。 

 

ｃ．処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

更新 
入力した新メールアドレスへメールアドレス変更し、変更完了

画面へ遷移します。 

クリア メールアドレス変更画面に入力した内容をクリアします。 

削除 
登録されているメールアドレスを削除し、変更完了画面へ遷移

します。 

戻る 前画面へ遷移します。 
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（６）結果確認 

企業情報変更の結果確認を行います。 

各種情報変更画面から【更新】ボタンをクリックすると、変更完了画面が表示されます。 

 

＜変更完了画面＞ 

  

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

企業情報照会 企業選択画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 契約情報登録・照会のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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１３章  振込契約情報照会・変更 

企業ユーザが、総合振込、給与・賞与振込、都度振込の契約情報を照会または変更します。 

なお、振込契約情報権限設定で、契約している契約種別に対する権限が全て設定されない

場合、サブメニューの【振込契約情報】を選択不可とします。 

（１）処理フロー 

① 総合振込 

 

  

【振込契約情報】ボタンをクリック 

契約情報登録・照会 

ご利用メニュー画面 

企業選択画面 

企業・契約種別（総合振込）を選択 

契約内容変更画面 

（日付指定） 

契約内容確認画面 

（日付指定） 

契約内容変更画面 

（曜日指定） 

契約内容確認画面 

（曜日指定） 

契約内容変更画面 

（手数料算出方法） 

契約内容確認画面 

（手数料算出方法） 

振込契約情報照会画面 

（総合振込） 

日付指定の【変更】 

ボタンをクリック 

【登録】ボタン 

をクリック 

曜日指定の【変更】 

ボタンをクリック 

【登録】ボタン 

をクリック 

先方負担の【変更】 

ボタンをクリック 

【登録】ボタン

をクリック 

【
確
定
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

契約内容確認画面 

（随時指定） 

契約内容変更画面 

（取扱限度額） 

契約内容確認画面 

（取扱限度額） 

取扱限度額の【変更】 

ボタンをクリック 

【登録】ボタン 

をクリック 

随時指定の【変更】ボタンをクリック 
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② 給与・賞与振込 

 

  

【振込契約情報】ボタンをクリック 

契約情報登録・照会 

ご利用メニュー画面 

企業選択画面 

企業・契約種別（給与・賞与振込）を選択 

契約内容変更画面 

（日付指定） 

契約内容確認画面 

（日付指定） 

契約内容変更画面 

（曜日指定） 

契約内容確認画面 

（曜日指定） 

契約内容変更画面 

（賞与指定日） 

契約内容確認画面 

（賞与指定日） 

振込契約情報照会画面 

（給与・賞与振込） 

賞与指定日の【変更】 

ボタンをクリック 

契約内容変更画面 

（取扱限度額） 

契約内容確認画面 

（取扱限度額） 

取扱限度額の【変更】 

ボタンをクリック 

契約内容確認画面 

（随時指定） 

随時指定の【変更】ボタンをクリック 

日付指定の【変更】 

ボタンをクリック 

【登録】ボタン 

をクリック 

曜日指定の【変更】 

ボタンをクリック 

【登録】ボタン 

をクリック 【
確
定
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

【登録】ボタン

をクリック 

【登録】ボタン 

をクリック 
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③ 都度振込 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【振込契約情報】ボタンをクリック 

契約情報登録・照会 

ご利用メニュー画面 

企業選択画面 

企業・契約種別（都度振込）を選択 

振込契約情報照会画面 

（都度振込） 

【
確
定
】
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク 

契約内容変更画面 

（手数料算出方法） 

契約内容確認画面 

（取扱限度額） 

手数料算出方法の【変更】ボタン 

をクリック 

【登録】ボタンをクリック 
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（２）企業選択 

契約情報登録・照会ご利用メニュー画面から【振込契約情報】ボタンをクリックすると、

企業選択画面が表示されますので、振込契約情報を照会・変更したい企業および契約種

別（「総合振込」、「給与・賞与振込」、「都度振込」）を選択します。 

ただし、振込契約情報の利用権限のない契約種別のボタンは表示されません。 

なお、企業選択画面に表示される企業は、企業ユーザが利用可能な企業とします。 

 

＜企業選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 企業一覧 

振込契約情報照会・変更を行う企業および契約種別を選択します。 

（複数選択は不可） 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

ＴＯＰ 契約情報登録・照会のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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（３）振込契約情報照会 

振込契約情報の照会を行います。 

企業選択画面から企業および契約種別を選択すると、選択した企業の振込契約情報照会

画面が表示されます。 

なお、振込契約情報の変更は「本編１３章（４）契約内容変更」を参照。 

 

＜振込契約情報照会画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 振込指定日関連 

契約種別が「総合振込」または「給与／賞与振込」の場合、振込指定日に関連する情報

を表示します。 

ａ．「日付指定」で設定している場合 

振込指定日として指定可能な日付を表示します。 

「曜日指定」または「随時指定」で設定されている場合は「登録なし」が赤字で

表示します。 

なお、変更処理の詳細は「本編１３章（４）① 日付指定変更」を参照。 
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ｂ．「曜日指定」で設定している場合 

振込指定日として指定可能な曜日を表示します。 

「日付指定」または「随時指定」で設定されている場合は「登録なし」が赤字で表示

します。 

なお、変更処理の詳細は「本編１３章（４）② 曜日指定変更」を参照。 

 

ｃ．「随時指定」で設定されている場合 

「指定する」を表示します。 

「日付指定」または「曜日指定」で設定されている場合は「指定しない」が赤字で表

示します。 

なお、変更処理の詳細は「本編１３章（４）③ 随時指定変更」を参照。 

 

ｄ．指定日が休業の場合 

振込指定日の指定方法が「日付指定」または「曜日指定」の場合は、指定日が休業日

となった場合に指定できる指定日の扱い（「前営業日」「翌営業日」）を表示します。 

なお、変更処理の詳細は「本編１３章（４）① 日付指定変更または② 曜日指定変

更」を参照。 

 

ｅ．データ登録期限 

契約種別が「給与・賞与振込」の場合、設定されているデータ登録期限を表示します。 

なお、データ登録期限の変更は企業からは不可とし、変更する場合は利用金庫にて行

うこととします。 

 

ｆ．賞与指定日１～６ 

契約種別が「給与・賞与振込」の場合、設定されている賞与指定日を表示します。 

 

② 契約内容 

契約種別が「総合振込」、「給与／賞与振込」、「都度振込」の場合、契約内容に関

連する情報を表示します。 

ａ．通信種目内訳 

設定されている通信種目内訳を表示します。 

なお、通信種目内訳は企業からは不可とし、変更する場合は金庫にて行うこととし

ます。 

変更処理の詳細は「本編１３章（４）④ 賞与指定日変更」を参照。 

 

ｂ．資金確保日 

契約種別が「給与・賞与振込」の場合、設定されている資金確保日を表示します。 

資金確保日の変更は企業からは不可とし、変更する場合は利用金庫にて行うことと

します。 
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ｃ．取扱限度額 

契約毎に設定されている１持込あたりの取扱限度額を千円単位で表示します。 

また、取扱限度額が制限なしとなっている場合は「制限なし」と表示します。 

なお、取扱限度額の変更は契約種別により次のとおり。 

No 契約種別 変更方法 

１ 総合振込 【変更】ボタンをクリックすることにより変更することが

可能です。 

なお、変更処理の詳細は「本編１３章（４）⑤ 取扱限度

額変更」を参照。 

２ 給与・賞与振込 

３ 都度振込 

都度振込契約情報照会に表示される取扱限度額は、金庫都

度振込限度額とし、企業からの変更はできないので、変更

する場合は利用金庫にて行うこととします。 

また、都度振込取扱限度額は「お客様ＩＤ」単位に金庫都

度振込限度額の範囲内で設定／変更が可能です。 

なお、詳細は「本編１８章（３）新規登録および（４）編

集」を参照。 

（注）総合振込は累計限度額管理を可能とし、設定／変更は金庫業務「為替契約新

規設定／為替契約変更」にて行います。 

 

ｄ．都度累計限度額 

契約種別が「都度振込」の場合、設定されている都度累計限度額を千円単位で表示

します。 

なお、都度累計限度額の変更は企業からは不可とし、変更する場合は利用金庫にて

行うこととします。 

 

③ 先方負担 

契約種別が「総合振込」または「都度振込」の場合、設定されている先方負担手数料

の算出方法を表示します。 

なお、変更処理の詳細は「本編１３章（４）⑥ 手数料算出方法変更」を参照。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

変更 

それぞれの契約内容変更画面へ遷移します。 

なお、振込指定日関連の随時指定を変更する場合は契約内容確認

画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ遷移します。 
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（４）契約内容変更 

振込契約内容の変更を行います。（一般者権限は変更不可） 

振込契約情報照会画面から変更したい項目の【変更】ボタンをクリックすると該当の契

約内容変更画面または契約内容確認画面に設定されている情報を表示します。 

 

① 日付指定変更 

振込指定日の指定方法を日付指定に変更します。 

 

＜契約内容変更画面（日付指定変更）＞ 
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ａ．日付指定 

１～３０、月末の中から指定します。（複数選択可能） 

日付を指定する場合は、該当日付のチェックボックスにチェックを入れ、解除する

場合はチェックボックスのチェックを外します。 

 

ｂ．指定日が休業日の場合 

指定した日付が休業日となった場合に指定可能な振込指定日の扱いを「前営業日」

または「翌営業日」から選択します。 

 

ｃ．処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 契約内容確認画面へ遷移します。 

クリア 
契約内容変更画面（日付指定）で変更した情報をクリアし、契

約内容変更画面（日付指定）に遷移した状態に戻します。 

戻る 前画面へ遷移します。 
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② 曜日指定変更 

振込指定日の指定方法を曜日指定に変更します。 

 

＜契約内容変更画面（曜日指定変更）＞ 

 

ａ．曜日指定 

月曜日～金曜日の中から曜日を指定します。（複数選択可能） 

曜日を指定する場合は該当曜日のチェックボックスにチェックを入れ、解除する場合

はチェックボックスのチェックを外します。 

 

ｂ．指定日が休業日の場合 

指定した曜日が休業日となった場合に指定可能な振込指定日の扱いを「前営業日」ま

たは「翌営業日」から選択します。 

 

ｃ．処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 契約内容確認画面へ遷移します。 

クリア 
契約内容変更画面（曜日指定）で変更した情報をクリアし、契

約内容変更画面（曜日指定）に遷移した状態に戻します。 

戻る 前画面へ遷移します。 
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③ 随時指定変更 

振込指定日の指定方法を随時指定に変更します。 

 

＜契約内容確認画面（随時指定変更）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．随時指定 

「指定する」を表示します。 

 

ｂ．処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

確定 変更内容を更新し、振込契約情報照会画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ遷移します。 
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④ 賞与指定日変更（契約種別が給与・賞与振込のみ） 

給与・賞与振込の振込指定日を設定／変更します。 

なお、２月は２９日以降を賞与指定日として指定することはできません。 

＜契約内容変更画面（賞与指定日）＞ 

 

ａ．賞与指定 

賞与指定日を指定します。（最大６つまで設定可能） 

 

ｂ．処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 契約内容確認画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ遷移します。 
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⑤ 取扱限度額変更 

１持込あたりの取扱限度額を変更します。 

なお、取扱限度額の変更は契約種別が「総合振込」または「給与・賞与振込」の場合

のみ可能とします。 

＜契約内容変更（取扱限度額）画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．取扱限度額 

変更後の取扱限度額を千円単位で入力します。 

なお、入力可能な取扱限度額は、総合振込契約または給与・賞与振込契約で設定さ

れている取扱限度額以内とします。 

また、「０」を設定した場合は、取扱限度額の制限はなしとします。 

 

ｂ．処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 契約内容確認画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ遷移します。 
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⑥ 手数料算出方法変更 

先方負担手数料の手数料算出方法を変更します。 

なお、先方負担手数料の取扱いが可能な契約種別は「総合振込」または「都度振込」

とします。 

 

＜契約内容変更画面（先方負担手数料）＞ 

 
 

ａ．手数料算出方法 

変更する先方負担手数料の算出方法を選択します。 

なお、選択可能な算出方法は、金庫で使用可となっている算出方法とします。 

 

ｂ．処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 契約内容確認画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ遷移します。 

 



４-１８４ 

（５）契約内容確認 

契約内容変更の内容確認および変更処理を行います。 

各契約内容変更画面で【登録】ボタンをクリックすると、変更内容を確認するための契

約内容確認画面が表示されますので、変更内容を確認し、【確定】ボタンをクリックす

ると変更処理を行います。 

 

＜契約内容確認画面（日付指定）＞ 

 

 

ａ．処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

確定 変更処理を行い、振込契約情報画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ遷移します。 

 

 

  



４-１８５ 

１４章  口座振替契約情報照会 

企業ユーザが、口座振替の契約情報を照会します。（変更は不可） 

 

（１）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（２）企業選択 

契約情報登録・照会ご利用メニュー画面から【口座振替契約情報】ボタンをクリックす

ると、企業選択画面が表示されますので、口座振替契約情報を照会したい企業を選択し、

【選択】ボタンをクリックします。 

なお、企業選択画面に表示される企業は、企業ユーザが利用可能な企業とします。 

 

＜企業選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【口座振替契約情報】ボタンをクリック 

契約情報登録・照会 

ご利用メニュー画面 

企業選択画面 

企業選択後、【選択】ボタンをクリック 

口座振替契約情報照会画面 
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① 企業一覧表示 

口座振替契約情報照会を行う企業を選択します。 

（複数選択は不可） 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

選択 選択した企業の口座振替契約情報照会画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 契約情報登録・照会のご利用メニュー画面へ遷移します。 

 

（３）口座振替契約情報照会 

口座振替契約情報の照会を行います。 

企業選択画面から企業を選択し【選択】ボタンをクリックすると、選択した企業の口座

振替契約情報照会画面が表示されます。 

 

＜口座振替契約情報照会画面＞ 
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① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

戻る 前画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 契約情報登録・照会のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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１５章  利用開始登録 

企業ユーザが、本サービスサービスを利用開始するための登録処理を行います。 

なお、利用開始登録は管理者のみ可能な業務とし、本登録を行ってはじめて本サービスサ

ービスの利用が可能となります。 

 

（１）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【利用開始登録】ボタンをクリック 

契約情報登録・照会 

ご利用メニュー画面 

利用開始登録画面 

【実行】ボタンをクリック 

登録完了画面 
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（２）企業選択 

契約情報登録・照会ご利用メニュー画面から【利用開始登録】ボタンをクリックすると、

利用開始登録を行う必要がある企業を利用開始登録画面に表示します。 

 

＜利用開始登録画面＞ 

 

① 企業一覧 

利用開始登録を行う企業を選択します。（複数選択は不可） 

なお、利用開始登録を行う企業がない場合は、「利用開始登録可能な企業がありませ

ん。」と表示します。 

② 利用開始番号 

企業情報照会の利用開始番号発行処理にて発行された「４桁の利用開始番号」を入力

します。 

なお、利用開始番号発行処理の詳細は「本編１２章（２）② 利用開始番号の発行」

を参照。 

③ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

実行 利用開始登録処理を実行し、登録完了画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 契約情報登録・照会のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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（３）登録完了 

利用開始登録の結果確認を行います。 

利用開始登録画面で利用開始登録する企業を選択し、利用開始番号を入力後、【実行】

ボタンをクリックすると、利用開始登録処理が実行され登録完了画面を表示します。 

 

＜登録完了画面＞ 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

利用開始登録 利用開始登録画面へ遷移します。 
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１６章  振込先明細登録 

企業ユーザが、総合振込、給与・賞与振込、都度振込におけるＷＥＢ持込および明細チェ

ック要となっている場合の外部ファイル持込、ＰＣ持込、ＦＤ持込で必要となる振込先明

細情報の登録／変更／削除、振込先明細の吸上げ、振込先明細の印刷、グループ名称の登

録・削除を行います。 
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（１）処理フロー 

明細情報登録・照会 

ご利用メニュー画面 

明細情報登録・照会の【振込先明細登録】 
ボタンをクリック 

企業選択画面 

企業および契約種別選択 

【新規明細登録】 

又は【明細変更】 

ボタンをクリック 

明細削除確認画面 

 【削除】ボタン 

をクリック 

【明細削除】又はグループ指定後 
【削除】ボタンをクリック 振込先明細 

一覧画面 

削除完了画面 

為替振込 

振込先明細 

一覧 

【明細一覧表】 
ボタンをクリック 

グループ名称 

登録・削除画面 

登録または削除 

完了画面 

【明細グループ名称登録・削除】 
ボタンをクリック 

【登録】又は【削除】 

ボタンをクリック 
明細履歴 

選択画面 

【外部ファイル登録】 
ボタンをクリック 

データ 

吸上画面 

【明細 

履歴登録】 

ボタンを 

クリック 
【読込実行】 

ボタンをク

リック 

【ＣＳＶファイルに明細
を吸上げ】をクリック 
ボタンクリック 

ファイルダウンロー

ドメッセージを表示 

 

新規明細登録画面 

明細変更画面 

【金融機関変更】ボタンを 

クリック 

【
支
店
変
更
】
ボ
タ
ン
ク
リ
ッ
ク 

登録完了画面 

【確定】ボタンを 
クリック 

明細登録 

確認画面 

【次画面】ボタン 

をクリック 

【登録】 
ボタンをクリック 

外部ファイル 

明細履歴 

選択画面 

金融機関検索画面 

金融機関選択画面 

支店検索画面 

支店選択画面 

【選択】ボタン
をクリック 

【選択】 
ボタンクリック 

明細履歴 

登録画面 

【登録】 
ボタンを 
クリック 

外部ファイル 

明細履歴 

選択画面 

【次画面】 

ボタンを 

クリック 

【登録】 

ボタンをクリック 

保存場所等
の指定 
 

ダウンロード完了 
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（２）企業選択 

明細情報登録・照会ご利用メニュー画面から【振込先明細登録】ボタンをクリックする

と、企業選択画面が表示されますので、振込先明細情報の登録／変更／削除したい企業

および契約種別（「総合振込」、「給与・賞与振込」、「都度振込」）を選択します。 

ただし、振込先明細登録の利用権限のない契約種別のボタンは表示されません。 

なお、企業選択画面に表示される企業は、企業ユーザが利用可能な企業とします。 

＜企業選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 企業一覧 

振込先明細情報の登録／変更／削除を行う企業および契約種別を選択します。 

（複数選択は不可） 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

ＴＯＰ 明細情報登録・照会ご利用メニュー画面へ遷移します。 
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（３）振込先明細一覧 

企業選択画面で選択された企業および契約種類に対する振込先明細一覧表示を行います。 

なお、振込先明細の登録／変更／削除等は本画面から行います。 

※ 事前登録先の登録／変更／削除はできません。 

＜振込先明細一覧画面＞ 
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① 取引先明細一覧 

企業選択画面で選択した企業および契約種類に登録されている振込先明細情報を表示

します。 

なお、１画面に表示する振込先明細数は５明細までとし、５明細以上の明細が存在す

る場合は複数ページに分割して表示します。 

＜留意事項＞ 

金融機関ファイル上、各種センタ（店舗属性：８）として登録されている店舗につい

ては、支店名を非表示とします。 

また、当該明細の変更は不可とし、削除のみ可能とします。 

 

② 絞込検索 

振込先明細の絞込検索を行います。 

なお、絞込検索は「明細番号」「グループ」の条件で行います。 

（条件の組合せによる検索も可能） 

ａ．明細番号検索 

指定した明細番号または範囲内の明細番号を持つ振込先明細を検索します。 

・単独指定・・・検索範囲開始と検索範囲終了に同一番号を入力します。 

・範囲指定・・・「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」で番号を入力します。 

ｂ．グループ検索 

グループ名称を指定して振込先明細を検索します。 

 

③ 振込先明細新規登録 

振込先明細の新規登録を行います。 

なお、詳細は「本編１６章（４）新規明細登録」を参照。 

＜留意事項＞ 

事前登録先の新規登録はできません。 

 

 

④ 振込先明細変更 

登録されている振込先明細の変更（明細番号の変更も可）を行います。 

（複数選択不可） 

なお、詳細は「本編１６章（５）明細変更」を参照。 

＜留意事項＞ 

事前登録先の変更はできません。 
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⑤ 振込先明細削除 

登録されている振込先明細の削除を行います。（複数選択可能） 

なお、詳細は「本編１６章（６）明細削除」を参照。 

＜留意事項＞ 

事前登録先の削除はできません。 

 

⑥ グループ単位の振込先明細削除 

グループ単位に登録されている振込先明細の削除を行います。 

なお、詳細は「本編１６章（７）グループ単位の明細削除」を参照。 

＜留意事項＞ 

事前登録先の削除はできません。 

 

⑦ 振込履歴からの振込先明細登録 

過去の振込データ（振込履歴）から振込先明細の登録を行います。 

なお、詳細は「本編１６章（８）明細履歴登録」を参照。 

 

⑧ 外部ファイルからの振込先明細登録 

全銀フォーマットまたはＣＳＶ形式の外部ファイルデータから振込先明細の登録を行

います。 

なお、詳細は「本編１６章（９）外部ファイル明細登録」を参照。 

 

⑨ ＣＳＶファイルに明細を吸上げ 

振込先明細をＣＳＶファイルに吸上げます。 

なお、詳細は「本編１６章（１０）ＣＳＶファイルに明細を吸上げ」を参照。 

＜留意事項＞ 

事前登録先はＣＳＶファイルに吸上げできません。 

 

⑩ グループの登録・削除 

振込先明細一覧画面から【グループ名称登録・削除】ボタンをクリックすることによ

り、振込先明細に設定可能なグループの登録・削除を行います。 

なお、詳細は「本編１６章（１１）グループ名称登録・削除」を参照。 

＜留意事項＞ 

事前登録先の削除はできません。 

 

⑪ 帳票出力 

振込先明細一覧画面から【明細一覧表(PDF)】ボタンをクリックすることにより、振込

先明細一覧をＰＤＦ形式で出力します。 
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⑫ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

新規明細登録 新規明細登録画面へ遷移します。 

全て選択 
登録されている振込先明細の先頭から５００明細までを選択しま

す。 

検索 絞込検索を実行し、検索結果で振込先明細一覧画面を表示します。 

クリア 絞込検索条件をクリアします。 

明細変更 選択した振込明細の明細変更画面へ遷移します。 

明細削除 選択した振込明細の明細削除確認画面へ遷移します。 

削除 選択したグループの振込明細の明細削除確認画面へ遷移します。 

明細履歴登録 明細履歴登録画面へ遷移します。 

外部ファイルか

ら明細を登録 
外部ファイルデータ吸上画面へ遷移します。 

グループ名称登

録・削除 
グループ名登録・削除画面へ遷移します。 

ＣＳＶファイル

に明細を吸上 
振込先明細をＣＳＶファイルに吸い上げます。 

明細一覧表(PDF) 登録している振込先明細一覧をＰＤＦ形式で出力します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（４）新規明細登録 

振込先明細の新規登録を行います。 

振込先明細一覧画面から【新規明細登録】ボタンをクリックすると新規明細登録画面が

表示されます。 

 

＜新規明細登録画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 契約種別 

明細登録する契約種別を選択します。 

なお、契約されている種別のみ選択可能（複数選択可）とし、デフォルトは企業選択

画面にて選択した契約種別とします。 
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② 振込先情報入力 

ａ．振込先金融機関名・支店名 

初期値として取引先の金融機関名および支店名が設定されているので、変更する場

合は「金融機関・支店検索」を利用して変更します。 

なお、金融機関・支店検索は「本編４章（７）新規明細登録」と同様です。 

 

ｂ．受取人科目・口座番号 

受取人の科目を「普通」、「当座」、「貯蓄」、「その他」から選択し、口座番号

を入力します。 

 

ｃ．受取人名（カナ・漢字） 

受取人名（カナ・漢字）を全角で入力します。 

 

ｄ．手数料 

総合振込において、手数料先方負担取扱金庫で、先方負担手数料算出区分を設定し

ている企業の場合、当方負担か先方負担を選択します。 

なお、手数料先方負担取扱不可金庫は当方負担のみです。 

 

③ その他 

ａ．明細番号 

使用されていない最小明細番号を自動採番し、初期表示します。 

なお、変更も可能です。（登録済明細番号の登録は不可） 

 

ｂ．グループ名 

入力した振込先情報にグループ名を設定する場合はグループ名を選択します。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

金融機関名を変更する 金融機関検索画面へ遷移します。 

支店名を変更する 支店検索画面へ遷移します。 

登録 
入力した内容を振込先明細として登録するための明細登録

確認画面へ遷移します。 

クリア 
新規明細登録画面に入力した情報をクリアし、新規明細登

録画面に遷移した状態に戻します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（５）明細変更 

登録されている振込先明細の変更を行います。 

振込先明細一覧画面から変更したい明細を選択し、【明細変更】ボタンをクリックする

と選択した明細の明細変更画面が表示されます。 

なお、入力内容は「本編１６章（４）新規明細登録」と同様とする。 

＜明細変更画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

金融機関名を変更する 金融機関検索画面へ遷移します。 

支店名を変更する 支店検索画面へ遷移します。 

登録 
入力した内容を振込先明細として変更するための明細登録

確認画面へ遷移します。 

クリア 
明細変更画面に入力した情報をクリアし、明細変更画面に

遷移した状態に戻します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（６）明細削除 

登録されている振込先明細の削除を行います。 

振込先明細一覧画面から削除したい明細を選択（複数選択可能）し、【明細削除】ボタ

ンをクリックすると明細削除確認画面が表示されますので、内容確認後、【削除】ボタ

ンをクリックすると振込先明細を削除し、削除完了画面を表示します。 

１度に削除できる明細数は５００明細までとし、５００明細以上削除しようとするとエ

ラーとします。（明細選択の上限チェックは行わない） 

なお、削除した明細は復活することはできません。 

＜明細解除確認画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 振込先情報 

削除する振込先情報が表示されますので、内容確認を行います。 

なお、１画面に表示可能な振込先情報は５件までとし、５件以上の振込先情報が存在

する場合は複数ページに分割して表示します。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

削除 
振込先明細一覧画面で選択した振込先明細を削除し、削除完了画

面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（７）グループ単位の明細削除 

登録されている振込先明細をグループ単位で削除を行います。 

登録されているグループから削除したいグループを選択（「設定しない」も選択可能）

し、【削除】ボタンをクリックすると明細削除確認画面が表示されますので、内容確認

後、【削除】ボタンをクリックすると振込先明細を削除し、削除完了画面を表示します。 

５００明細以上所属しているグループを１度で削除した場合、画面表示の先頭より５０

０明細を削除します。（明細削除確認画面には削除対象の上位５００明細を一覧表示し、

５０１明細以上明細が存在することと先頭より５００明細が削除対象となることを注意

メッセージとして表示します。） 

なお、削除するグループが設定されている振込先明細がない場合はエラーとなります。 

また、削除した明細を復活することはできません。 

＜明細削除確認画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 振込先情報 

削除する振込先情報が表示されますので、内容確認を行います。 

なお、１画面に表示可能な振込先情報は５件までとし、５件以上の振込先情報が存在

する場合は複数ページに分割して表示します。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

削除 
振込先明細一覧画面で指定したグループの振込先明細を削除し、

削除完了画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（８）明細履歴登録 

過去の振込データ（振込履歴）から振込先明細の登録を行います。 

振込先明細一覧画面から【明細履歴登録】ボタンをクリックすると明細履歴選択画面に、

過去１ヵ月で行った振込データが表示されますので、登録する振込先を選択後、 

【次画面】ボタンをクリックし、明細履歴登録画面から登録を行います。 

＜明細履歴選択画面＞ 
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① 明細履歴一覧 

過去１ヵ月で行った振込履歴を表示します。 

なお、１画面に表示可能な振込履歴は５件までとし、５件以上の振込履歴が存在する

場合は複数ページに分割して表示します。 

また、表示された振込先明細は「明細番号順」または「受取人名順（５０音順）」に

並べ替えを可能とします。 

＜留意事項＞ 

金融機関ファイル上、各種センタ（店舗属性：８）として登録されている店舗の明細

については選択を可能とするが、持込登録時にエラーとし振込は不可とします。 

 

② 絞込検索 

指定した明細番号または範囲内の明細番号を持つ振込先明細を検索します。 

・単独指定・・・検索範囲開始と検索範囲終了に同一番号を入力します。 

・範囲指定・・・「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」で番号を入力します。 

 

③ 明細登録 

明細登録する振込履歴をチェックし、【次画面】ボタンをクリックすると、振込先明

細として登録する確認画面が表示されます。 

なお、明細番号が既に登録されている場合は登録エラーとなるので、明細番号の入力

には注意が必要となります。 

 

④ 留意事項 

１度に登録できる明細履歴数は５００までとし、５００以上の明細履歴を登録しよう

とするとエラーとなります。 

なお、明細履歴選択の上限チェックは行わない。 

 

⑤ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

検索 絞込検索を実行し、検索結果で明細履歴登録画面を表示します。 

クリア 絞込検索条件をクリアします。 

全て選択 画面に表示されている明細の先頭から５００明細を選択します。 

一括登録 選択された明細に一括で同じグループを登録します。 

次画面 
チェックされた明細の登録確認するための明細履歴登録画面へ遷移

します。 

戻る 前画面へ戻ります。 

 



４-２０５ 

＜明細履歴登録画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 
明細履歴選択画面で指定した振込先明細を登録し、登録完了画面

へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 

 



４-２０６ 

（９）外部ファイル明細登録 

外部ファイルから振込先明細の登録を行います。 

振込先明細一覧画面から【外部ファイルから明細を登録】ボタンをクリックすると外部

ファイルデータ吸上画面が表示されます。 

外部ファイルデータ吸上画面から登録したい明細の入ったファイルを指定し、 

【読込実行】ボタンをクリックすることで、読み込んだ明細が外部ファイル明細履歴選

択画面に表示されますので、登録する振込先明細を選択後、【次画面】ボタンをクリッ

クし、外部ファイル明細履歴登録画面から登録を行います。 

なお、読み込んだ明細にエラーがある場合は振込先明細登録を不可とします。 

＜外部ファイルデータ吸上画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ファイル形式 

読み込みする外部ファイルのファイル形式を「全銀フォーマット」または「ＣＳＶ形

式」から選択します。 

 

② 手数料区分 

外部ファイルの全明細に設定する手数料区分（当方負担／先方負担）を選択します。 

（外部ファイル明細履歴選択画面にて明細単位に変更可能） 

なお、企業選択画面にて契約種別「給与・賞与振込」を選択した場合は、初期値とし

て「当方負担」を表示し、先方負担への変更を不可とします。 

  



４-２０７ 

③ ファイルの場所 

読込むファイルの格納場所を指定します。 

なお、画面上の【参照】ボタンをクリックすることにより、エクスプローラから指定

することができます。 

 

④ 自動入力オプション 

自動入力オプションにより明細番号を自動で付与することができます。 

ａ．「明細番号を自動で付与する」を選択し、自動付与開始番号未入力の場合 

外部ファイル内の明細番号有無に係らず、「１」から順に空き番号を自動付与し

ます。 

ｂ．「明細番号を自動で付与する」を選択し、自動付与開始番号を入力した場合 

外部ファイル内の明細番号有無に係らず、入力した自動付与開始番号以降の空き

番号を自動付与します。（自動付与開始番号に「０」を入力した場合も同様） 

なお、自動付与開始番号に「９９９９９０００００」超を入力した場合は、空き

番号が不足する可能性があるため、入力をエラーとします。 

 

＜留意事項＞ 

金融機関ファイル上、各種センタ（店舗属性：８）として登録されている店舗の明細に

ついては、支店名欄を非表示とし、当該明細の登録は不可とします。 

    

⑤ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

参照 ファイル格納場所を参照するため、エクスプローラを開きます。 

読込実行 
指定されたファイルを読み込み、明細を抽出して外部ファイル明

細履歴選択画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 

 



４-２０８ 

＜外部ファイル明細履歴選択画面＞ 

本画面の表示内容および入力内容は「本編１６章（８）明細履歴登録」の明細履歴選択

画面と同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 明細番号 

「データ吸上」画面で自動入力オプションを使用した場合、自動採番した明細番号を

表示します。 

なお、持込ファイルの明細番号に何らかの値が設定されている場合も、自動採番した

値を表示し、明細番号の右横に「※」を表示します。 

 

② 手数料区分 

外部ファイルデータ吸上画面にて選択した手数料区分（当方負担／先方負担）が表示

されますので、変更が必要な明細は変更を行います。 

 

＜留意事項＞ 

金融機関ファイル上、各種センタ（店舗属性：８）として登録されている店舗の明細

については、支店名欄を非表示とし、当該明細の登録は不可とします。 

 

 



４-２０９ 

③ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

次画面 
明細履歴選択画面でチェックされた明細の登録確認するための明細

履歴登録画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 

 

＜外部ファイル明細履歴登録画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 
外部ファイル明細履歴選択画面で指定した振込先明細を登録し、

登録完了画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 

 



４-２１０ 

（１０）ＣＳＶファイルに明細を吸上げ 

振込先明細をＣＳＶ形式で吸上げを行います。 

振込先明細一覧画面から吸上げ明細を指定し【ＣＳＶファイルに明細を吸上げ】ボタン

をクリックすると、ファイルダウンロード処理の指定画面が表示されます。 

ファイルダウンロード処理画面より【保存】ボタンをクリックし、ファイルの保存場所

を指定後、【保存】ボタンをクリックすることにより、指定したファイルに振込先明細

のＣＳＶファイルが作成されます。 

なお、吸上げたデータは、外部ファイル登録により明細情報登録を可能とします。 

＜ファイルダウンロード指定画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 吸上げファイルのファイル名 

明細情報の吸上げファイル名の初期値は次の通りとし、任意の変更を可能とする。 

「ＫＡＷＡＳＥＭＥＩＳＡＩ．ＣＳＶ」 

 

② 吸上げ時の留意点 

吸上げたデータはＣＳＶフォーマットです。吸上げファイルを利用して外部ファイル

登録を行う場合は、ＣＳＶフォーマットで定義されていない「受取人名漢字」、「手

数料負担区分」、「グループ情報」（吸上げ対象外）を別途登録する必要があります。 

 



４-２１１ 

＜保存場所等指定画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ダウンロード完了画面＞ 

  

 

 



４-２１２ 

（１１）グループ名称登録・削除 

振込先明細に設定するグループの登録・削除を行います。 

振込先明細一覧画面から【グループ名称登録】ボタンをクリックするとグループ名登

録画面が表示されますので、新規にグループを登録する場合は登録するグループ番号

とグループ名称を入力し、【登録】ボタンをクリックすることでグループ名称を登録

します。 

また、登録済のグループを削除する場合は、削除するグループを選択し、【削除】ボ

タンをクリックすることで登録されているグループを削除します。 

 

＜グループ名称登録・削除画面＞ 

 

  



４-２１３ 

① グループを登録する場合 

ａ．グループ番号 

新規に登録するグループ番号（３桁）を入力します。 

 

ｂ．グループ名称 

グループ番号に対応するグループ名称（２０桁）を入力します。 

 

② グループを削除する場合 

グループ名称登録・削除画面に登録されているグループが表示されますので、削除する

グループを選択します。（複数選択可能） 

 

③ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 入力した内容でグループ登録を行い、登録完了画面へ遷移します。 

削除 選択したグループを削除し、削除完了画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 



４-２１４ 

（１２）登録・削除確認 

明細登録／変更／削除の内容確認を行います。 

新規明細登録画面、明細変更画面、明細解除確認画面、グループ単位の明細削除確認画

面、明細履歴登録画面、外部ファイル明細履歴登録画面、グループ名称登録・削除画面

で【登録】または【削除】ボタンをクリックすると明細登録確認画面または明細削除確

認画面を表示します。 

明細登録確認画面または明細削除確認画面で内容を確認後、【確定】または【削除】ボ

タンをクリックすると処理が行われ、登録完了画面または削除完了画面が表示されます。 

＜留意事項＞ 

金融機関ファイル上、各種センタ（店舗属性：８）として登録されている店舗の明細に

ついては、支店名欄を非表示とする。 

また、当該明細は削除のみ可能とし、登録・変更は不可とする。 

＜明細登録確認画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

確定 
表示されている内容で振込先明細を登録し、登録完了画面へ遷移

します。 

戻る 前画面へ戻ります。 



４-２１５ 

＜明細削除確認画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

削除 
表示されている内容で振込先明細を削除し、削除完了画面へ遷移

します。 

戻る 前画面へ戻ります。 

 



４-２１６ 

＜登録完了画面＞ 

 

 

＜削除完了画面＞ 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

振込先明細登録 振込先明細一覧画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 明細情報登録・照会のご利用メニュー画面へ遷移します。 



４-２１７ 

１７章  口座振替明細登録 

企業ユーザが、口座振替におけるＷＥＢ持込および明細チェック要となっている場合の外

部ファイル持込、ＰＣ持込、ＦＤ持込で必要となる口座振替明細情報の登録／変更／削除、

口振明細の吸上げ、口振明細の印刷、グループ名称の登録・削除を行います。 

なお、本処理にて設定変更した自振契約情報はオンライン反映されないため、金庫作業に

て別途、自振契約設定変更／解除処理を行うこととします。 

1企業当たりの登録可能明細数は、２，０００明細までです。 



４-２１８ 

（１）処理フロー 

（２）企業選択 

明細情報登録・照会ご利用メニュー画面から【口座振替明細情報】ボタンをクリックす

ると、企業選択画面が表示されますので、口座振替明細情報の登録／変更／削除したい

企業を選択し、【選択】ボタンをクリックします。 

なお、企業選択画面に表示されます企業は、企業ユーザが利用可能な企業（会社コード）

とします。 

明細情報登録・照会 

ご利用メニュー画面 

明細情報登録・照会の【口座振替明細情報】 
ボタンをクリック 

企業選択画面 

企業選択後、【選択】ボタンをクリック 

【新規明細登録】 
又は【明細変更】 
ボタンをクリック 

口座振替明細 

一覧画面 

口座振替 

振替先明細 

一覧 

【明細一覧表】ボタン 
をクリック 

グループ名称 

登録・削除画面 

登録または削除 

完了画面 

【明細グループ名称登録・削除】 
ボタンをクリック 

【登録】又は【削除】 
ボタンをクリック 

明細履歴 

選択画面 

【外部ファイル登録】 
ボタンをクリック 

データ 

吸上画面 
【明細履歴登録】 
ボタンをクリック 【読込実

行】 
ボタンを 
クリック 

明細削除確認画面 

 【削除】ボタン 
をクリック 

【明細削除】又はグループ指定後 
【削除】ボタンをクリック 

削除完了画面 

【ＣＳＶファイルに明細を吸上げ】ボタンをクリック 

ファイルダウンロー

ドメッセージを表示 

 

保存場所等
の指定 
 

ダウンロード完了 

 

新規明細登録画面 

明細変更画面 

【支店変更】 
ボタンをクリック 

登録完了画面 

【確定】ボタンをクリック 

明細登録 

確認画面 

【次画面】 
ボタンをクリック 

【登録】 
ボタンをクリック 

外部ファイル 

明細履歴 

選択画面 支店検索画面 

支店選択画面 

【選択】 
ボタンをクリック 

明細履歴 

登録画面 

【登録】 
ボタンを 
クリック 

外部ファイル 

明細履歴 

選択画面 

【次画面】 
ボタンを 
クリック 

【登録】 
ボタンを 
クリック 



４-２１９ 

＜企業選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 企業一覧 

口座振替明細情報の登録／変更／削除を行う企業を選択します。 

（複数選択は不可） 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

選択 選択した企業の口座振替明細一覧画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 明細情報登録・照会のご利用メニュー画面へ遷移します。 

 



４-２２０ 

（３）口座振替明細一覧 

企業選択画面で選択された企業に対する口座振替明細一覧表示を行います。 

なお、口座振替明細の登録／変更／削除等は本画面から行います。 

＜口座振替明細一覧画面＞ 

 

 



４-２２１ 

① 取引先明細一覧 

企業選択画面で選択した企業に登録されている口座振替明細情報を表示します。 

なお、１画面に表示可能な口座振替明細は５明細までとし、５明細以上の口座振替明

細が存在する場合は複数ページに分割して表示します。 

また、表示された口座振替明細は「需要家番号順」または「預金名順（５０音順）」

に並べ替えを可能とします。 

＜留意事項＞ 

金融機関ファイル上、各種センタ（店舗属性：８）として登録されている店舗につい

ては、支店名欄を非表示とします。 

 

② 絞込検索 

口座振替明細の絞込検索を行います。 

なお、絞込検索は「需要家番号」「グループ名称」の条件で行います。 

（条件の組合せによる検索も可能） 

ａ．需要家番号検索 

指定した需要家番号または範囲内の需要家番号を持つ口座振替明細を検索します。 

・単独指定・・・検索範囲開始と検索範囲終了に同一番号を入力します。 

・範囲指定・・・「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」で番号を入力します。 

 

ｂ．グループ名称検索 

グループ名称を指定して口座振替明細を検索します。 

 

③ 口座振替明細新規登録 

口座振替明細の新規登録を行います。 

なお、詳細は「本編１７章（４）新規明細登録」を参照。 

 

④ 口座振替明細変更 

登録されている口座振替明細の変更を行います。（複数選択不可） 

なお、詳細は「本編１７章（５）明細変更」を参照。 

 

⑤ 口座振替明細削除 

登録されている口座振替明細の削除を行います。（複数選択可能） 

なお、詳細は「本編１７章（６）明細削除」を参照。 

 

⑥ グループ単位の口座振替明細削除 

グループ単位に登録されている口座振替明細の削除を行います。 

なお、詳細は「本編１７章（７）グループ単位の明細削除」を参照。 

 

 



４-２２２ 

⑦ 振替履歴からの口座振替明細登録 

過去の口座振替データ（口座振替履歴）から口座振替明細の登録を行います。 

なお、詳細は「本編１７章（８）明細履歴登録」を参照。 

 

⑧ 外部ファイルからの口座振替明細登録 

全銀フォーマットまたはＣＳＶ形式の外部ファイルデータから口座振替明細の新規登

録を行います。 

なお、詳細は「本編１７章（９）外部ファイル明細登録」を参照。 

 

⑨ ＣＳＶファイルから明細を吸上げ 

振替先明細をＣＳＶファイルに吸上げます。 

なお、詳細は「本編１７章（１０）ＣＳＶファイルに明細を吸上げ」を参照。 

 

⑩ グループの登録・削除 

口座振替明細に設定可能なグループの登録・削除を行います。 

なお、詳細は「本編１７章（１１）グループ名称登録・削除」を参照。 

 

⑪ 帳票出力 

口座振替明細一覧画面から【明細一覧表(PDF)】ボタンをクリックすることにより、口

座振替明細一覧をＰＤＦ形式で出力します。 

 

⑫ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

新規明細登録 新規明細登録画面へ遷移します。 

全て選択 
登録されている振替先明細の先頭から５００明細までを選択し

ます。 

検索 
絞込検索を実行し、検索結果で口座振替明細一覧画面を表示し

ます。 

クリア 絞込条件をクリアします。 

明細変更 選択した口座振替明細の明細変更画面へ遷移します。 

明細削除 選択した口座振替明細の明細削除確認画面へ遷移します。 

削除 
選択したグループの口座振替明細の明細削除確認画面へ遷移し

ます。 

明細履歴登録 明細履歴登録画面へ遷移します。 

外部ファイルから

明細を登録 
外部ファイルデータ吸上画面へ遷移します。 

ＣＳＶファイルに

明細を吸上 
振替先明細をＣＳＶファイルに吸上げます。 

グループ名称登録 グループ名登録・削除画面へ遷移します。 

明細一覧表(PDF) 登録している口座振替明細一覧をＰＤＦ形式で出力します。 

戻る 前画面へ戻ります。 

  



４-２２３ 

（４）新規明細登録 

口座振替明細の新規登録を行います。 

口座振替明細一覧画面から【新規明細登録】ボタンをクリックすると新規明細登録画面

が表示されます。 

＜新規明細登録画面＞ 

 

  



４-２２４ 

① 需要家番号 

需要家番号を半角英数字２０桁で入力します。 

なお、既に登録されている需要家番号と重複する場合はエラーとなります。 

 

② 引落先情報入力 

ａ．引落店舗 

初期値として取引先金融機関の支店名が設定されているので、変更する場合は「支

店検索」を利用して変更します。 

なお、支店検索は「本編４章（７）新規明細登録」と同様です。 

 

ｂ．引落預金科目 

引落先口座の科目を「普通」、「当座」、「その他」から選択します。 

 

ｃ．引落口座番号 

引落先の口座番号を入力します。 

 

ｄ．預金者名（カナ・漢字） 

引落先の預金者名（カナ・漢字）を入力します。 

 

ｅ．需要家漢字氏名 

需要家氏名を漢字で入力します。 

 

③ グループ名 

入力した口座振替情報にグループ名を設定する場合はグループ名を選択します。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

支店名を変更する 支店検索画面へ遷移します。 

登録 
入力した内容を口座振替明細として登録するための明細登録確

認画面へ遷移します。 

クリア 
新規明細登録画面に入力した情報をクリアし、新規明細登録画

面に遷移した状態に戻します。 

戻る 前画面へ戻ります。 

 



４-２２５ 

（５）明細変更 

登録されている口座振替明細の変更を行います。 

口座振替明細一覧画面から変更したい明細を選択し、【明細変更】ボタンをクリックす

ると選択した明細の変更画面が表示されます。 

なお、入力内容は「本編１７章（４）新規明細登録」と同様です。 

＜明細変更画面＞ 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

支店名を変更する 支店検索画面へ遷移します。 

登録 
入力した内容を口座振替明細として変更するための明細登

録確認画面へ遷移します。 

クリア 
明細変更画面に入力した情報をクリアし、明細変更画面に遷

移した状態に戻します。 

戻る 前画面へ戻ります。 



４-２２６ 

（６）明細削除 

登録されている口座振替明細の削除を行います。 

口座振替明細一覧画面から削除したい明細を選択（複数選択可能）し、【明細削除】ボ

タンをクリックすると明細削除確認画面が表示されますので、内容確認後、【削除】ボ

タンをクリックすると口座振替明細を削除し、削除完了画面を表示します。 

１度に削除できる明細数は５００明細までとし、５００明細以上削除しようとするとエ

ラーとなります。（明細選択の上限チェックは行わない） 

なお、削除した明細は復活することはできません。 

＜明細解除確認画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 引落口座情報 

削除する引落口座情報が表示されますので、内容確認を行います。 

なお、１画面に表示可能な引落口座情報は５件までとし、５件以上の引落口座情報が

存在する場合は複数ページに分割して表示します。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

削除 
口座振替明細一覧画面で選択した口座振替明細を削除し、削除完

了画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 



４-２２７ 

（７）グループ単位の明細削除 

登録されている口座振替明細をグループ単位で削除を行います。 

登録されているグループから削除したいグループを選択（「設定しない」も選択可能）

し、【削除】ボタンをクリックすると明細削除確認画面が表示されますので、内容確認

後、【削除】ボタンをクリックすると口座振替明細を削除し、削除完了画面を表示しま

す。 

５００明細以上所属しているグループを１度で削除した場合、画面表示の先頭より５０

０明細を削除する。（明細削除確認画面には削除対象の上位５００明細を一覧表示し、

５０１明細以上明細が存在することと先頭より５００明細が削除対象となることを注意

メッセージとして表示します。） 

なお、削除するグループが設定されている口座振替明細がない場合はエラーとします。 

また、削除した明細は復活することはできません。 

＜明細削除確認画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ① 引落口座情報 

削除する引落口座情報が表示されますので、内容確認を行います。 

なお、１画面に表示可能な引落口座情報は５件までとし、５件以上の引落口座情報が

存在する場合は複数ページに分割して表示します。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

削除 
口座振替明細一覧画面で選択した口座振替明細を削除し、削除完

了画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 



４-２２８ 

（８）明細履歴登録 

過去の口座振替データ（口座振替履歴）から口座振替明細の登録を行います。 

口座振替明細一覧画面から【明細履歴登録】ボタンをクリックすると明細履歴登録画面

が表示され、過去１ヵ月で行った口座振替データが表示されますので、登録する口座振

替先を選択後、【次画面】ボタンをクリックし、明細履歴登録画面から登録を行います。 

 

＜明細履歴選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



４-２２９ 

① 明細履歴一覧 

過去１ヵ月で行った口座振替履歴を表示します。 

なお、１画面に表示可能な口座振替履歴は５件までとし、５件以上口座振替履歴が存

在する場合は複数ページに分割して表示します。 

また、表示された口座振替明細は「需要家番号順」または「預金者名順（５０音順）」

に並べ替えを可能とします。 

＜留意事項＞ 

金融機関ファイル上、各種センタ（店舗属性：８）として登録されている店舗の明細

については選択を可能とするが、持込登録時にエラーとします。 

 

② 絞込検索 

指定した需要家番号または範囲内の需要家番号を持つ口座振替明細を検索します。 

・単独指定・・・検索範囲開始と検索範囲終了に同一番号を入力します。 

・範囲指定・・・「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」で番号を入力します。 

 

③ 明細登録 

明細登録する口座振替履歴をチェックし、【次画面】ボタンをクリックすると、口座

振替明細として登録する確認画面が表示されます。 

なお、需要家番号が既に登録されている場合は登録エラーとなるので、需要家番号の

入力には注意が必要となります。 

 

④ 留意事項 

１度に登録できる明細履歴数は５００までとし、５００以上の明細履歴を登録しよう

とするとエラーとなります。 

なお、明細履歴選択の上限チェックは行いません。 

 

⑤ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

検索 絞込検索を実行し、検索結果で明細履歴登録画面を表示します。 

クリア 絞込検索条件をクリアします。 

全て選択 
画面に表示されている明細の先頭から５００明細までを選択しま

す。 

一括登録 選択された明細に一括で同じグループを登録します。 

次画面 
チェックされた明細の登録確認するための明細履歴登録画面へ遷移

します。 

戻る 前画面へ戻ります。 

 



４-２３０ 

＜明細履歴登録画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 
明細履歴選択画面で指定した口座振替明細を登録し、登録完了画

面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 

 



４-２３１ 

（９）外部ファイル明細登録 

外部ファイルから口座振替明細の新規登録を行います。 

口座振替明細一覧画面から【外部ファイルから明細を登録】ボタンをクリックすると外

部ファイルデータ吸上画面が表示されます。 

外部ファイルデータ吸上画面から登録したい明細の入ったファイルを指定し、【読込実

行】ボタンをクリックすることで、読み込んだ明細が外部ファイル明細履歴選択画面に

表示されますので、登録する口座振替明細を選択後、【次画面】ボタンをクリックし、

外部ファイル明細履歴登録画面から登録を行います。 

なお、読み込んだ明細にエラーがある場合は、口座振替明細登録を不可とします。 

 

＜外部ファイルデータ吸上画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ファイル形式 

読み込みする外部ファイルのファイル形式を「全銀フォーマット」または「ＣＳＶ形

式」から選択します。 

 

② ファイルの場所 

読込むファイルの格納場所を指定します。 

なお、画面上の【参照】ボタンをクリックすることにより、エクスプローラから指定

できます。 



４-２３２ 

③ 留意事項 

外部ファイルで読込可能な明細数の上限値は２，０００明細とします。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

参照 ファイル格納場所を参照するため、エクスプローラを開きます。 

読込実行 
指定されたファイルを読込み、明細を抽出して外部ファイル明細

履歴選択画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 

 

  



４-２３３ 

＜外部ファイル明細履歴選択画面＞ 

本画面の表示内容および入力内容は「本編１７章（８）明細履歴登録」の「明細履歴選

択画面」と同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜留意事項＞ 

金融機関ファイル上、各種センタ（店舗属性：８）として登録されている店舗の明細に

ついては、支店名欄を非表示とし、当該明細の登録を不可とします。 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

次画面 
明細履歴選択画面でチェックされた明細の登録確認するための明細

履歴登録画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 



４-２３４ 

＜外部ファイル明細履歴登録画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 
外部ファイル明細履歴選択画面で指定した口座振替明細を登録

し、登録完了画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 

 



４-２３５ 

（１０）ＣＳＶファイルに明細を吸上げ 

振替先明細をＣＳＶ形式で吸上げを行います。 

振替先明細一覧画面から吸上げ明細を指定し【ＣＳＶファイルに明細を吸上げ】ボタ

ンをクリックすると、ファイルダウンロード処理の指定画面が表示されます。 

ファイルダウンロード処理画面より【保存】ボタンをクリックし、ファイルの保存場

所を指定後、【保存】ボタンをクリックすることにより、指定したファイルに振替先

明細のＣＳＶファイルが作成されます。 

なお、吸上げたデータは外部ファイル登録により明細情報登録を可能とします。 

 

＜ファイルダウンロード指定画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 吸上げファイルのファイル名 

明細情報の吸上げファイル名の初期値は次の通りとし、任意の変更を可能とします。 

「ＫＯＵＦＵＲＩＭＥＩＳＡＩ．ＣＳＶ」 

 

② 吸上げ時の留意点 

吸上げたデータはＣＳＶフォーマットとなるため、吸上げファイルを利用して外部フ

ァイル登録を行う場合は、ＣＳＶフォーマットで定義されていない「預金者名漢字」

や「グループ情報」（吸上げ対象外）を別途登録する必要があります。 

 



４-２３６ 

＜保存場所等指定画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ダウンロード完了画面＞ 

 

 



４-２３７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）

グループ名称登録・削除 

口座振替明細に設定するグループの登録・削除を行います。 

口座振替明細一覧画面から【グループ名称登録】ボタンをクリックするとグループ名

登録画面が表示されますので、新規にグループ名を登録する場合は、登録するグルー

プ番号とグループ名称を入力し、【登録】ボタンをクリックすることでグループ名称

を登録します。 

また、登録済のグループを削除する場合は、削除するグループを選択し、【削除】ボ

タンをクリックすることで登録されているグループ名称を削除します。 

 

＜グループ名称登録・削除画面＞ 

 

  

 



４-２３８ 

① グループを登録する場合 

ａ．グループ番号 

新規に登録するグループ番号（３桁）を入力します。 

 

ｂ．グループ名称 

グループ番号に対応するグループ名称（２０桁）を入力します。 

 

② グループを削除する場合 

グループ名称登録・削除画面に登録されているグループが表示されますので、削除す

るグループを選択します。（複数選択可能） 

 

③ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 
入力した内容でグループ名称登録を行い、登録完了画面へ遷移しま

す。 

削除 選択したグループ名称を削除し、削除完了画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 



４-２３９ 

（１２）登録・削除確認 

明細登録／変更／削除の内容確認を行います。 

新規明細登録画面、明細変更画面、明細解除確認画面、グループ単位の明細削除確認

画面、明細履歴登録画面、外部ファイル明細履歴登録画面、グループ名称登録・削除

画面で【登録】または【削除】ボタンをクリックすると明細登録確認画面または明細

削除確認画面を表示します。 

明細登録確認画面、または明細削除確認画面で内容を確認後、【確定】または【削除】

ボタンをクリックすると処理が行われ、登録完了画面または削除完了画面が表示され

ます。 

＜留意事項＞ 

金融機関ファイル上、各種センタ（店舗属性：８）として登録されている店舗の明細

については、支店名欄を非表示します。 

また、当該明細は削除のみ可能とし、登録・変更は不可とします。 

＜明細登録確認画面＞ 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

確定 
表示されている内容で口座振替明細登録し、登録完了画面へ遷移

します。 

戻る 前画面へ戻ります。 



４-２４０ 

＜明細削除確認画面＞ 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

削除 
表示されている内容で口座振替明細を削除し、削除完了画面へ遷

移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 

 



４-２４１ 

＜登録完了画面＞ 

 

＜削除完了画面＞ 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

口座振替明細登録 口座振替明細一覧画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 明細情報登録・照会のご利用メニュー画面へ遷移します。 

 

コメントの追加 [業務71]:  



４-２４２ 

１８章  ＩＤメンテナンス 

企業ユーザが、新規ユーザの登録、登録済ユーザ情報の編集、登録済ユーザの削除、利用

権限の設定を行います。 

なお、お客様ＩＤ（管理者）は、ＩＤメンテナンスで提供するすべての業務を可能としま

すが、お客様ＩＤ（承認者、一般者）は、企業ユーザ自身の利用者情報の編集業務のみ可

能とします。 

 

（１）処理フロー 

 

 

  
管理機能 

ご利用メニュー画面 

【ＩＤメンテナンス】を選択 

新規登録画面 

利用者選択画面 

編集画面 削除画面 

登録完了画面 登録完了画面 削除完了画面 利用権限 

登録完了画面 

【編集】 

ボタンをクリック 

【新規登録】 

ボタンをクリック 

【削除】 

ボタンを 

クリック 

【登録】 

ボタンを 

クリック 

【登録】 

ボタンを 

クリック 

【削除】 

ボタンを 

クリック 

【登録】 

ボタンを 

クリック 

権限変更画面 

【利用者の詳細 

を設定する】ボタン 

をクリック 



４-２４３ 

（２）利用者選択 

管理機能ご利用メニュー画面から【ＩＤメンテナンス】ボタンをクリックすると、利用

者選択画面が表示されますので、処理に応じたボタンをクリックします。 

＜利用者選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 利用者一覧 

お客様ＩＤ（管理者）の場合は、登録されているすべての「お客様ＩＤ」を管理者→

承認者→一般者の利用権限順（同一権限内はＩＤの昇順）に表示します。 

また、お客様ＩＤ（承認者、一般者）の場合は自身の「お客様ＩＤ」のみ表示します。 

なお、１画面に表示可能な「お客様ＩＤ」は１０件までとし、１０件以上の「お客様

ＩＤ」が存在する場合は、複数ページに分割して表示します。 

  



４-２４４ 

② 絞込検索 

「お客様ＩＤ」の絞込検索を行います。 

なお、絞込検索は「お客様ＩＤ」、「利用者名」、「利用権限」の条件で行います。 

（条件の組合せによる検索も可能） 

ａ．お客様ＩＤ検索 

任意に入力した「お客様ＩＤ」またはその範囲内に合致する「お客様ＩＤ」を検索

します。 

・単独指定 

「検索範囲開始」と「検索範囲終了」に同一の「お客様ＩＤ」を入力します。 

・範囲指定 

「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」で「お客様ＩＤ」を入力します。 

 

ｂ．利用者名検索 

任意に入力した利用者名またはその語句を含む利用者名が登録されている「お客様

ＩＤ」を検索します。 

 

ｃ．利用権限検索 

利用権限（「管理者」、「承認者」、「一般者」）を指定することにより、該当す

る利用権限の「お客様ＩＤ」を検索します。 

 

③ 新規登録 

「お客様ＩＤ（承認者、一般者）」の新規登録を行います。 

なお、詳細は「本編１８章（３）新規登録」を参照。 

 

④ 編集 

お客様ＩＤ（管理者）の場合は、登録されているすべての利用者情報、お客様ＩＤ（承

認者、一般者）の場合は自身の利用者情報の編集を行います。 

またお客様ＩＤ（承認者、一般者）は電子証明書関連項目の編集は、不可とします。 

なお、詳細は「本編１８章（４）編集」を参照。 

 

⑤ 利用者権限詳細設定 

お客様ＩＤ（承認者、一般者）の利用権限を設定します。 

なお、詳細は「本編１８章（５）利用権限詳細設定」を参照。 

 

⑥ 削除 

登録されているお客様ＩＤ（承認者、一般者）の削除を行います。 

なお、詳細は「本編１８章（６）削除」を参照。 

 

  



４-２４５ 

⑦ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

新規登録 

お客様ＩＤ（パブリックＩＤ）を作成するための新規登録

画面へ遷移します。 

なお、本ボタンは管理者権限ユーザのみ表示されます。 

編集 
選択したお客様ＩＤの利用者情報編集画面へ遷移しま

す。 

利用権限の詳細を設定す

る 

選択したお客様ＩＤ（パブリックＩＤ）の利用権限を設定

するため権限変更画面へ遷移します。 

なお、本ボタンは管理者権限ユーザのみ表示されます。 

削除 

選択したお客様ＩＤ（パブリックＩＤ）の削除画面へ遷移

します。 

なお、本ボタンは管理者権限ユーザのみ表示されます。 

検索 

絞込検索を実行し、検索結果で利用者選択画面を表示し

ます。 

なお、本ボタンは管理者権限ユーザのみ表示されます。 

クリア 
絞込条件をクリアします。 

なお、本ボタンは管理者権限ユーザのみ表示されます。 

戻る 前画面へ遷移します。 

  



４-２４６ 

（３）新規登録 

新規利用するお客様ＩＤ（パブリックＩＤ）の登録を行います。 

利用者選択画面から【新規登録】ボタンをクリックすると新規登録画面が表示されます。 

＜ＩＤ・ログインパスワード方式＞ 

＜新規登録画面＞ 

 

 



４-２４７ 

ａ．お客様ＩＤ情報 

ア．お客様ＩＤ 

登録するお客様ＩＤ（承認者、一般者）を６～１２桁の半角英数字混合で入力しま

す。なお、入力したお客様ＩＤが、本サービスサービス内での重複している（他ユ

ーザにて既に登録されている）場合は登録をエラーとします。 

 

イ．利用者名 

利用者名を２０文字（全角半角含む）までで入力します。 

 

ウ．利用権限 

作成するお客様ＩＤの利用権限を「承認者」、「一般者」から選択します。 

なお、利用権限別の企業向け本サービスサービス（システム初期値）は「第２編１

章 メニューと利用権限」を参照。 

 

エ．初回ログインパスワード 

初回ログインパスワードを６～１２桁の半角英数字混合で入力します。（画面上は

「＊」で表示）なお、お客様ＩＤと同じものを入力することはできません。 

 

オ．初回ログインパスワード（確認用） 

確認のため上記エで入力した初回ログインパスワードを再入力します。 

（画面上は「＊」で表示） 

 

カ．初回登録確認用パスワード 

初回登録確認用パスワードを６桁半角数字で入力します。 

（画面上は「＊」で表示） 

 

キ．初回登録確認用パスワード（確認用） 

確認のため上記カで入力した初回登録確認用パスワードを再入力します。 

（画面上は「＊」で表示） 

 

ク．初回承認用パスワード 

利用権限が「承認者」の場合のみ、初回承認用パスワードを１０桁の半角数字で入

力します。（画面上は「＊」で表示） 

 

ケ．初回承認用パスワード（確認用） 

確認のため上記クで入力した初回承認用パスワードを再入力します。 

（画面上は「＊」で表示） 
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コ．都度振込利用 

都度振込の利用を可能とする場合はチェックボックスをチェックします。 

 

サ．初回都度振込送信確認用パスワード 

上記コで都度振込の利用を可とした場合、初回都度振込送信確認用パスワードを

１０桁の半角数字で入力します。（画面上は「＊」で表示） 

 

シ．初回都度振込送信確認用パスワード（確認用） 

確認のため上記サで入力した初回都度振込送信確認用パスワードを再入力します。

（画面上は「＊」で表示） 

 

ス．都度振込取扱限度額 

お客様ＩＤにおける都度振込取扱限度額（金庫都度振込限度額≧都度振込取扱限

度額とする）を千円単位で入力します。 

なお、「０」を設定した場合は、為替契約情報で設定されている金庫都度振込限度

額を都度振込取扱限度額として取扱います。 

 

セ．パスワード設定変更 

一定期間経過後にパスワードを変更するように企業へ促す場合、「強制変更あり」

を選択します。パスワード変更を期間内に行わなかった場合、当ＩＤはロック（利

用規制）されます。初期値は「強制変更なし」をセットします。 

 

ソ．変更期間 

「強制変更あり」を選択した場合、変更期間を「１ヵ月」、「３ヵ月」、 

「６ヵ月」、「１年」より選択します。 

 

タ．アラーム期間 

「強制変更あり」を選択した場合、変更期間が到来する何日前から変更を促すか

「１０日前」、「１ヵ月前」、「２ヵ月前」、「３ヵ月前」より選択します。 

 

ｂ．利用企業 

登録するお客様ＩＤ（承認者、一般者）が利用できる会社コードを１つ以上選択し

ます。 

なお、表示する会社コードは、お客様ＩＤ（管理者）配下に登録されているすべて

の会社コードとします。 

 

  



４-２４９ 

ｃ．処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 
入力した内容でお客様ＩＤ（承認者、一般者）の登録処理を行い、

登録完了画面へ遷移します。 

クリア 入力した内容をクリアします。 

戻る 前画面へ遷移します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４-２５０ 

（４）編集 

利用者情報の編集（お客様ＩＤ（管理者）は、自身の利用者情報を含め、登録されてい

る全ユーザの利用者情報、お客様ＩＤ（承認者、一般者）は、自身の利用者情報のみの

編集）を行います。 

利用者選択画面から【編集】ボタンをクリックすると編集画面が表示され、登録されて

いる利用者情報が初期値として表示されますので、編集する項目を入力し直し、【編集】

ボタンをクリックすることにより利用者情報の変更が行います。 

なお、入力内容は「本編１８章（３）新規登録」と同様です。 

＜ＩＤ・ログインパスワード方式＞ 

＜編集画面＞ 
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ａ．お客様ＩＤ情報 

ア．お客様ＩＤ 

変更不可とします。 

 

イ．利用者名 

利用者名を２０文字（全角半角含む）までで入力します。 

 

ウ．利用権限 

作成するお客様ＩＤの利用権限を「承認者」、「一般者」から選択します。 

なお、利用権限別の企業向け本サービスサービス（システム初期値）は「第２編１

章 メニューと利用権限」を参照。 

 

エ．現ログインパスワード 

現ログインパスワードを６～１２桁の半角英数字混合で入力します。（画面上は

「＊」で表示）なお、お客様ＩＤと同じものを入力することはできません。 

 

オ．新ログインパスワード 

新ログインパスワードを６～１２桁の半角英数字混合で入力します。 

（画面上は「＊」で表示） 

なお、お客様ＩＤと同じものを入力することはできません。 

 

カ．新ログインパスワード（確認用） 

確認のため上記オで入力した新ログインパスワードを再入力します。 

（画面上は「＊」で表示） 

 

キ．現登録確認用パスワード 

現登録確認用パスワードを６桁の半角数字で入力します。 

（画面上は「＊」で表示） 

 

ク．新登録確認用パスワード 

新ログインパスワードを６桁の半角数字で入力します。 

（画面上は「＊」で表示） 

 

ヶ．新登録確認用パスワード（確認用） 

確認のため上記クで入力した新登録確認用パスワードを再入力します。 

（画面上は「＊」で表示） 
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コ．現承認用パスワード 

利用権限が「承認者」の場合のみ、現承認用パスワードを１０桁の半角数字で入力

します。（画面上は「＊」で表示） 

 

サ．新承認確認用パスワード 

新承認確認用パスワードを１０桁半角数字で入力します。 

（画面上は「＊」で表示） 

 

シ．新承認確認用パスワード（確認用） 

確認のため上記コで入力した新承認確認用パスワードを再入力します。 

（画面上は「＊」で表示） 

 

ス．都度振込利用 

都度振込の利用を可能とする場合はチェックボックスをチェックします。 

 

セ．現都度振込送信確認用パスワード 

現都度振込送信確認用パスワードを１０桁の半角数字で入力します。 

（画面上は「＊」で表示） 

 

ソ．新都度振込送信確認用パスワード 

新都度振込送信確認用パスワードを１０桁の半角数字で入力します。 

（画面上は「＊」で表示） 

 

タ．新都度振込送信確認用パスワード（確認用） 

確認のため上記セで入力した新都度振込送信確認用パスワードを再入力します。 

（画面上は「＊」で表示） 

 

チ．都度振込取扱限度額 

お客様ＩＤにおける都度振込取扱限度額（金庫都度振込限度額≧都度振込取扱限

度額とする）を千円単位で入力します。 

なお、「０」を設定した場合は、為替契約情報で設定されている金庫都度振込限度

額を都度振込取扱限度額として取扱います。 

 

ツ．パスワード設定変更 

一定期間経過後にパスワードを変更するように企業へ促す場合、「強制変更あり」

を選択します。パスワード変更を期間内に行わなかった場合、当ＩＤはロック（利

用規制）されます。初期値は「強制変更なし」をセットします。 
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テ．変更期間 

「強制変更あり」を選択した場合、変更期間を「１ヵ月」、「３ヵ月」、 

「６ヵ月」、「１年」より選択します。 

 

ト．アラーム期間 

「強制変更あり」を選択した場合、変更期間が到来する何日前から変更を促すか

「１０日前」、「１ヵ月前」、「２ヵ月前」、「３ヵ月前」より選択します。 

 

 

＜パスワード変更における強制パスワード変更について＞ 

お客様ＩＤ（管理者）が、お客様ＩＤ(承認者、一般者)のパスワードを変更した場

合は、パスワード変更されたお客様ＩＤ(承認者、一般者)が、パスワード変更後、

最初に本サービスサービスにログインすると変更されたパスワードの強制パスワ

ード変更処理が必要となります。 

なお、ユーザ自身がパスワードを変更した場合は、パスワード変更後、最初に本サ

ービスサービスにログインしても変更したパスワードの強制パスワード変更処理

は行いません。 

 

ｂ．利用企業 

登録するお客様ＩＤ（承認者、一般者）が利用できる会社コードを１つ以上選択し

ます。 

なお、表示する会社コードはお客様ＩＤ（管理者）配下に登録されているすべての

会社コードとします。 

 

ｃ．処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 
入力した内容でお客様ＩＤ（承認者、）の登録処理を行い、登録

完了画面へ遷移します。 

クリア 入力した内容をクリアします。 

戻る 前画面へ遷移します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４-２５４ 

（５）利用権限詳細設定 

お客様ＩＤ（管理者）がお客様ＩＤ（承認者、一般者）に与えられている利用権限の変

更をユーザ毎に行います。（管理者権限ユーザの利用権限は変更不可） 

利用者選択画面から利用権限を変更する利用者を選択し、【利用権限の詳細を設定する】

ボタンをクリックすると権限変更画面が表示されます。 

＜権限変更画面＞ 
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① 権限 

承認者権限の場合は「承認者」、一般者権限の場合は「一般者」と表示します。 

 

② 利用権限 

該当ユーザに設定されているサービス利用権限を表示するのでサービス利用可とする

場合は該当サービスのチェックボックスをチェックを入れ、サービス利用不可とする

場合はチェックボックスのチェックを外します。 

   

③ 変更内容の反映 

利用権限を変更した場合は、該当ユーザが次回ログインした時から有効となります。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

全て選択 
承認者／一般者権限でシステム上利用可能となっているサービ

スをすべて選択します。 

登録 利用権限変更処理を行い、利用権限登録完了画面へ遷移します。 

クリア 
権限変更画面で変更した内容をクリアし、権限変更画面に遷移し

た状態に戻します。 

戻る 前画面へ遷移します。 

 

 

 



４-２５６ 

（６）削除 

お客様ＩＤ（承認者、一般者）の削除を行います。 

利用者選択画面から削除するお客様ＩＤを選択し、【削除】ボタンをクリックすると削

除画面が表示されます。削除するお客様ＩＤがトークンを利用していた場合、トークン

の登録も併せて削除されます。 

なお、削除されたお客様ＩＤは復活させることはできません。 

＜削除画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① お客様ＩＤ情報 

削除するお客様ＩＤ情報が表示されます。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

削除 削除処理を行い、削除完了画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ遷移します。 



４-２５７ 

（７）処理結果 

お客様ＩＤ新規発行・編集・削除および利用権限詳細設定が実行された場合にそれぞれ

の処理結果画面を表示します。 

＜結果画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

ＩＤメンテナンス 利用者選択画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 管理業務のご利用メニュー画面へ遷移します。 

 

  



４-２５８ 

１９章  ＩＤロック解除 

企業ユーザが、お客様ＩＤ（承認者、一般者）単位にＩＤのロックやＩＤのロック解除を

行います。 

なお、ＩＤロック／解除は、お客様ＩＤ（管理者）のみ利用可能な業務とし、お客様ＩＤ

（管理者）がＩＤロックされた場合は金庫で、ＩＤロック解除またはＩＤパスワード変更

を行います。 

 

 （１）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理機能 

ご利用メニュー画面 

管理機能から【ＩＤロック解除】を選択 

【ＩＤロック解除】ボタンをクリック 

利用者選択画面 

ＩＤロック完了画面 ＩＤロック解除画面 

【ＩＤロック】ボタンをクリック 



４-２５９ 

（２）利用者選択 

管理機能ご利用メニュー画面から【ＩＤロック解除】ボタンをクリックすると、利用者

選択画面が表示されますので、ＩＤロックまたはロック解除したい利用者および規制対

象を選択し、【ＩＤロック】または【ＩＤロック解除】ボタンをクリックします。 

＜利用者選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 利用者一覧 

登録されているすべてのお客様ＩＤを管理者→承認者→一般者の利用権限順（同一権

限内はＩＤの昇順）に表示します。 

なお、１画面に表示可能なお客様ＩＤは１０件までとし、１０件以上のお客様ＩＤが

存在する場合は複数ページに分割して表示します。  



４-２６０ 

② ＩＤロック 

承認者または一般者権限ユーザのＩＤロックを行います。 

なお、詳細は「本編１９章（３）ＩＤロック」を参照。 

 

③ ＩＤロック解除 

ロックされた承認者または一般者権限ユーザのＩＤロック解除を行います。 

なお、詳細は「本編１９章（４）ＩＤロック解除」を参照。 

 

④ 絞込検索 

お客様ＩＤの絞込検索を行います。 

なお、絞込検索は「お客様ＩＤ検索」、「利用者名検索」、「利用者権限検索」、 

「ＩＤ状況検索」の条件で行います。（条件の組合せによる検索も可能） 

ａ．お客様ＩＤ検索 

任意に入力したお客様ＩＤまたはその範囲内に合致するお客様ＩＤを検索します。 

・単独指定・・・検索範囲開始と検索範囲終了に同一のお客様ＩＤを入力します。 

・範囲指定・・・「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」でお客様ＩＤを入力します。 

 

ｂ．利用者名検索 

任意に入力した利用者名またはその語句を含む利用者名が登録されているお客様Ｉ

Ｄを検索します。 

 

ｃ．利用権限検索 

利用権限（「管理者」「承認者」「一般者」）を指定することにより、該当する利

用権限のお客様ＩＤを検索します。 

 

ｄ．ＩＤ状況検索 

ＩＤ状況（「通常」、「ログイン規制」、「登録規制」、「承認規制」、 

「都度振込規制」）を指定することにより、該当するＩＤ状況のお客様ＩＤを検索

します。 

 

⑤ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

ＩＤロック ＩＤロックを行い、ＩＤロック完了画面へ遷移します。 

ＩＤロック解除 

ログイン規制のロック解除の場合は、ログインパスワードの編集画

面へ遷移します。 

登録規制、承認規制、都度振込規制のロック解除の場合は、ＩＤロ

ック解除を行い、ＩＤロック解除完了画面へ遷移します。 

検索 絞込検索を実行し、検索結果で利用者選択画面を表示します。 

クリア 絞込条件をクリアし、利用者選択画面を初期表示状態に戻します。 

戻る 管理機能のご利用メニュー画面へ遷移します。 



４-２６１ 

（３）ＩＤロック 

お客様ＩＤ（承認者、一般者）のＩＤロックを行います。 

利用者一覧からＩＤロックするお客様ＩＤ（承認者、一般者）および規制対象を選択し、

【ＩＤロック】ボタンをクリックすると、該当のお客様ＩＤがロックされ、ＩＤロック

完了画面が表示されます。 

なお、ＩＤロックできるお客様ＩＤは、利用者一覧のＩＤ状況でロックされていない規

制とします。 

No 規制対象 処理内容 

１ ログイン規制 

ログインパスワードのロックを行います。 

ログイン規制が設定されたお客様ＩＤはログインができなくな

ります。 

２ 登録規制 

登録確認用パスワードのロックを行います。 

登録規制が設定されたお客様ＩＤは登録確認用パスワードを使

う取引ができなくなります。 

３ 承認規制 

承認用パスワードのロックを行います。 

承認規制が設定されたお客様ＩＤは承認用パスワードを使う取

引ができなくなります。 

なお、一般者権限のお客様ＩＤへの承認規制はできない。 

４ 都度振込規制 

都度振込送信確認用パスワードのロックを行います。 

都度振込規制が設定されたお客様ＩＤは都度振込ができなくな

ります。 

なお、都度振込利用不可のお客様ＩＤへの都度振込規制はできな

い。 

 



４-２６２ 

（４）ＩＤロック解除 

ＩＤロック解除を行います。 

利用者一覧からＩＤロック解除を行います。お客様ＩＤ（承認者、一般者）および規制対象

を選択し、【ＩＤロック解除】ボタンをクリックすると、ＩＤロックが解除されます。 

なお、ロック解除できるお客様ＩＤは、利用者一覧のＩＤ状況でロックされている規制対

象とします。 

 

① ログイン規制のＩＤロック解除 

ログイン規制解除画面が表示されますので、ロック解除する利用者がロック解除後の

初回ログインで必要となるログインパスワードを設定します。 

なお、ロック解除された利用者がロック解除後初めてログインした場合は、ロック解

除時に設定したログインパスワードでログインし、強制パスワード変更を行う必要が

あります。 

＜ログイン規制解除画面＞ 

 

 

  



４-２６３ 

ａ．お客様ＩＤ情報 

お客様ＩＤ情報が表示されますので、ロック解除後の初回ログインで使用するログイ

ンパスワードを入力します。 

 

ｂ．処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 
ＩＤロックの解除を行い、ＩＤロック解除完了画面へ遷移しま

す。 

クリア 
ログイン規制解除画面で変更した情報をクリアし、ログイン規

制解除画面に遷移した状態に戻します。 

戻る 前画面へ遷移します。 

 

② 登録規制・承認規制・都度振込規制のＩＤロック解除 

ロック解除時、パスワード変更は必要ないが、ロック解除された利用者がロック解除

後、初めてログインした場合は、規制解除したパスワードの強制変更を行う必要があ

ります。 

なお、ロックされたパスワードを旧パスワードとして強制変更させたくない場合は、

ＩＤメンテナンスにより、パスワード変更を行う必要があります。 

 

 

 



４-２６４ 

（５）処理結果 

お客様ＩＤ（パブリックＩＤ）の「ＩＤロック」および「ＩＤロック解除」が実行され

た場合にそれぞれの処理結果画面を表示します。 

＜ＩＤロック完了画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ＩＤロック解除完了画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

ＩＤロック解除 利用者選択画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 管理業務のご利用メニュー画面へ遷移します。 



４-２６５ 

２０章  カレンダー管理 

企業ユーザが、会社コード毎に振込・振替指定日の閲覧や任意のメモ情報を登録／変更し

ます。 

なお、登録されたメモ情報は、登録したユーザが指定されている日にログインするとメイ

ン画面の「レポート欄」に表示されます。 

 

（１）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理機能 

ご利用メニュー画面 

【管理機能】ボタンをクリック 

企業を選択し、年月を指定し、【選択】ボタンをクリック 

企業選択画面 

日付選択画面 

メモ情報登録画面 

登録完了画面 

【日付】ボタンをクリック 

【登録】ボタンをクリック 



４-２６６ 

（２）企業選択 

管理機能ご利用メニュー画面から【カレンダー管理】ボタンをクリックすると、企業選

択画面が表示されますので、メモ情報を登録する会社コードと対象年月を選択し、【選

択】ボタンをクリックします。 

なお、企業選択画面に表示されます企業は、企業ユーザが利用可能な企業とします。 

＜企業選択画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 企業一覧 

メモ情報登録を行う企業を選択します。（複数選択は不可） 

 

② 指定年月 

メモ情報登録を行います。年月を指定します。 

なお、指定年月は３ヵ月先まで指定可能とします。 

 

③ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

選択 選択した企業の日付選択画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 管理業務のご利用メニュー画面へ遷移します。 



４-２６７ 

（３）日付選択 

企業選択画面で選択された企業・年月に対するカレンダーが表示され、振込・振替指定

日やログインしているユーザは登録したメモ情報を見ることができます。 

また、表示されたカレンダーの日付をクリックすることで、その日のメモ情報の登録／

変更が行ええます。 

＜日付選択画面＞ 

 

 

  



４-２６８ 

① カレンダー情報表示 

ａ．振込・振替指定日 

為替・口座振替契約情報に基づいた振込・振替指定日を、振込指定日は「振込」、

振替指定日は「振替」と表示します。 

なお、指定日が休業日となった場合は、指定日が休業日となった場合の扱いに応じ

てカレンダー表示します。 

 

ｂ．メモ情報 

メモ情報が登録されている場合は該当日付にメモ情報マークを表示します。 

また、日付をクリックすることによりメモ情報登録画面を表示し、新規メモ登録や

内容確認・編集を可能とします。 

なお、詳細は「本編２０章（４）メモ情報登録」を参照。 

 

ｃ．表示内容 

カレンダー上に表示するアイコンおよび文字は次のとおり。 

No アイコン 内容 

１  メモ情報が登録されている場合に表示します。 

２ 
  

 

振込指定日が指定されている場合、振込種別と合わせて

表示します。 

３  振替指定日が指定されている場合に表示します。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

日付 該当日付のメモ情報登録画面へ遷移します。 

戻る 企業選択画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 管理業務のご利用メニュー画面へ遷移します。 



４-２６９ 

（４）メモ情報登録 

メモ情報の閲覧または登録を行います。 

日付選択画面から日付をクリックするとメモ情報登録画面が表示されます。 

なお、メイン画面の「レポート欄」に表示されますメモ情報は登録された日付のみとし

ます。 

＜メモ情報登録画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① メモ情報 

任意のメモ情報（６０文字）を入力します。 

なお、既にメモ情報が登録されている場合は、登録されている内容が表示され、内容

の編集を可能とします。 

 

② 指定日 

振込・振替指定日が指定されている場合は種別（総合振込・給与振込・口座振替）を

赤字で表示します。 

 

③ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 入力したメモ情報を登録し、登録完了画面へ遷移します。 

クリア 
メモ情報登録画面で入力した情報をクリアし、メモ情報登録画面

に遷移した状態に戻します。 

戻る 前画面へ遷移します。 



４-２７０ 

（５）登録完了確認 

登録内容の登録完了確認を行います。 

メモ情報登録画面で【登録】ボタンをクリックするとメモ情報が登録され、登録完了画

面が表示されます。 

＜登録完了画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

カレンダー管理 企業選択画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 管理業務のご利用メニュー画面へ遷移します。 

 

  



４-２７１ 

２１章  利用履歴照会 

企業ユーザが、お客様ＩＤ単位に本サービス操作履歴の照会を行います。 

なお、利用履歴照会はお客様ＩＤ（管理者）のみ可能なサービスとし、照会結果をＣＳＶ

形式でダウンロード可能とします。 

 

（１）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

管理機能 

ご利用メニュー画面 

管理機能から【利用履歴照会】を選択 

利用者選択画面 

利用履歴照会画面 

【利用履歴照会】ボタンをクリック 



４-２７２ 

（２）利用者選択 

管理機能ご利用メニュー画面から【利用履歴照会】を選択すると利用者選択画面が表示

されますので、履歴照会を行います。照会対照のお客様ＩＤと照会期間を選択し、 

【利用履歴照会】ボタンをクリックします。 

＜利用者選択画面＞ 

 

 



４-２７３ 

① 利用者一覧 

利用履歴照会を行うお客様ＩＤを選択します。（複数選択不可） 

なお、利用者一覧には登録されているすべてのお客様ＩＤとします。 

 

② 照会期間 

利用履歴照会の照会期間を「期間指定」または「日付指定」から１つ選択（ラジオボ

タンをクリック）します。 

ａ．期間指定 

期間指定の場合は「当日分」、「前日分」、「当月分」、「前月分」から選択しま

す。 

ｂ．日付指定 

日付指定の場合は「検索開始日付」と「検索終了日付」で指定します。 

なお、単独指定の場合には検索開始日付と検索終了日付に同一の日付を入力します。 

 

③ 絞込検索 

お客様ＩＤの絞込検索を行います。 

なお、絞込検索は「お客様ＩＤ検索」、「利用者名検索」、「利用者権限検索」の条

件で行います。（条件の組合せによる検索も可能） 

ａ．お客様ＩＤ検索 

任意に入力したお客様ＩＤまたはその範囲内に合致するお客様ＩＤを検索します。 

・単独指定 

「検索範囲開始」と「検索範囲終了」に同一のお客様ＩＤを入力します。 

・範囲指定 

「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」でお客様ＩＤを入力します。 

ｂ．利用者名検索 

任意に入力した利用者名またはその語句を含む利用者名が登録されているお客様Ｉ

Ｄを検索します。 

ｃ．利用者権限検索 

利用権限（「管理者」、「承認者」、「一般者」）を指定することにより、該当す

る利用権限のお客様ＩＤを検索します。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

利用履歴照会 利用履歴照会を実行し、利用履歴照会画面へ遷移します。 

検索 絞込検索を実行し、検索結果で利用者選択画面を表示します。 

クリア 絞込条件をクリアします。 

戻る 前画面へ遷移します。 

 



４-２７４ 

（３）利用履歴照会 

利用者選択画面にて指定した内容で利用履歴照会を行います。 

なお、１画面に表示可能な履歴は２０件までとし、２０件以上の履歴が存在する場合は

複数ページに分割して表示します。 

また、１回で照会できる履歴件数は１００件までとし、１００件以上存在する場合は、

エラーとなるので、再度、条件を設定して照会を行います。 

＜利用履歴照会画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４-２７５ 

① 検索条件 

検索条件（「お客様ＩＤ」、「利用者名」、「利用権限」、「検索期間」）を表示し

ます。 

 

② 利用状況 

操作履歴を古い順に表示します。 

ａ．利用日時 

利用日付および時間を表示します。 

 

ｂ．利用業務 

上記ａの利用時間に使用したサービス名を表示します。 

 

ｃ．利用画面 

上記ａの利用時間に使用したサービスの画面名を表示します。 

 

ｄ．利用内容 

前述ｃの利用画面における操作内容（ボタン名称）を表示します。 

 

③ 利用履歴ダウンロード 

【利用履歴照会】ボタンをクリックすることにより、照会した履歴情報をＣＳＶ形式

によりダウンロードします。 

＜利用履歴ＣＳＶフォーマット＞ 

No 項目名 備考 

１ お客様ＩＤ＊ 最大１２桁の半角英数 

２ 利用者名＊  

３ 利用権限＊  

４ 検索期間＊  

５ 利用日時 ＹＹＹＹ／ＭＭ／ＤＤ ｈｈ時ｍｍ分 

６ 利用業務  

７ 利用画面  

８ 利用内容  

＊Ｎｏ１～４は最初の１行のみとなる。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

利用履歴ダウンロード 
利用履歴照会処理の内容をＣＳＶ形式によりダウン 

ロードします。 

戻る 利用者選択画面へ遷移します。 

 

  



４-２７６ 

２２章  法人ＩＢ－Ｗ取引停止 

企業ユーザが、本サービス取引（ログインおよび本サービス取引）の停止を行います。 

なお、本サービス取引停止は企業管理者のみ行うことができます。 

 

（１）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

管理機能 

ご利用メニュー画面 

管理機能から【ＷＥＢ－ＦＢ取引停止】を選択 

ＷＥＢ－ＦＢ取引停止設定画面 

【取引停止】ボタンをクリック 

取引停止設定確認画面 

【確認】ボタンをクリック 

ログアウト画面 
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（２）取引停止設定 

管理機能ご利用メニュー画面から【法人ＩＢ―Ｗ取引停止】ボタンをクリックすると、

取引停止設定画面が表示されますので、契約状況を確認後、必要に応じて連絡事項を入

力し、【取引停止】ボタンをクリックします。 

＜取引停止設定画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 利用者一覧 

取引停止となる利用者一覧が表示されます。 

 

② 企業一覧 

取引停止となる企業一覧が表示されます。 

 

③ 連絡事項入力 

取引停止事由等、金庫への連絡事項を１００文字以内で入力する。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

取引停止 取引停止設定確認画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ遷移します。 
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（３）取引停止確認 

取引停止内容の確認を行います。 

法人ＩＢ－Ｗ取引停止の設定内容を確認後、【確認】ボタンをクリックします。 

＜取引停止設定画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 利用者一覧 

取引停止となる利用者一覧が表示されます。 

 

② 企業一覧 

取引停止となる企業一覧が表示されます。 

 

③ 連絡事項入力 

入力した連絡事項が表示されます。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

確認 
法人ＩＢ－Ｗ取引停止設定を行い、ログアウト画面へ遷

移します。 

戻る 前画面へ遷移します。 
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（４）ログアウト 

法人ＩＢ－Ｗ取引停止設定が完了するとログアウト画面が表示され、強制ログアウトと

なります。 

なお、取引を再開する場合は、金庫に連絡します。 

＜ログアウト画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 留意事項 

取引停止時の企業ユーザおよび本サービス取引の取扱いは次のとおり。 

 取引停止時の取扱い 

ログイン中のユーザ 法人ＩＢ－Ｗサービス取引停止を行ったお客様ＩＤ（管

理者）は、取引停止結果として強制ログアウト画面へ遷

移します。 

法人ＩＢ－Ｗサービス操作中のお客様ＩＤ（承認者、一

般者）は、企業編から強制ログアウトさせ、強制ログア

ウト画面へ遷移します。 

ログインパスワード 企業マスタ・企業パブリックともにロック状態としま

す。 

メール通知 企業設定時：金庫宛に通知します。 

金庫設定時：企業宛に通知します。 

予約中の振込・振替データ 決済・確保・為替発信・口座振替ロギング登録のホスト

への電文送信を停止します。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

このウィンドウを閉じる ログアウト画面のウィンドウを閉じます。 
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２３章  ワンタイムパスワード認証情報管理 

企業ユーザが、ワンタイムパスワードの登録・変更・登録解除を行います。 

なお、ワンタイムパスワード認証情報管理は企業管理者のみ行うことができます。 

 

（１）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【ワンタイムパスワード認証情報管理】を選択 

管理機能 

ご利用メニュー画面 

ワンタイムパスワード認証情報画面 

【利用形態設定】 

ボタンをクリック 

ワンタイムパスワード 

利用形態設定画面 

トークンの 

登録状況が 

「登録完了」以外 

の利用者を選択し、 

【登録・登録解除】 

ボタンクリック 

トークンの登録状況が 

「登録完了」の利用者を 

選択し、【登録・登録解除】 

ボタンクリック 

ワンタイムパスワード情報登録画面 

ワンタイムパスワード 

情報変更画面 

設定内容確認画面 

現利用形態が 

設定済で【次へ】 

ボタンをクリック 

現利用形態が未 

設定で【次へ】 

ボタンをクリック 

【登録】ボタン 

をクリック 

（利用者の場合） 

【登録】ボタン 

をクリック 

（管理者の場合） 

【登録解除】 

ボタンを 

クリック 

ワンタイムパスワード 

入力画面 

ワンタイムパスワード 

入力画面 

登録完了画面 

【次へ】ボタン 

をクリック 

【次へ】ボタン 

をクリック 

【確定】ボタン 

をクリック 

【確定】ボタン 

をクリック 

登録解除完了画面 
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（２）ワンタイムパスワード認証情報画面 

ワンタイムパスワードの登録・変更・登録解除を行います。 

 

＜ワンタイムパスワード認証情報画面(トークン未登録)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 利用形態設定 

トークンの登録を行います。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

利用形態設定 ワンタイムパスワード利用形態設定画面へ遷移します。 

戻る 管理機能のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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＜ワンタイムパスワード認証情報画面(トークン登録済)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 利用者一覧 

お客様ＩＤ（管理者）の場合は、登録されているすべての「お客様ＩＤ」を管理者→

承認者→一般者の利用権限順（同一権限内はＩＤの昇順）に表示します。 

なお、１画面に表示可能な「お客様ＩＤ」は１０件までとし、１０件以上の「お客様

ＩＤ」が存在する場合は、複数ページに分割して表示します。 
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② 登録・登録解除 

「お客様ＩＤ」に対して、トークンの登録・登録解除を行います。 

選択したお客様ＩＤが管理者の場合は、トークンの登録のみ可能です。 

 

③ 利用形態設定 

トークンの登録方法の変更を行います。利用形態設定を行うと、現在登録されている

トークンはすべて登録解除されます。 

 

④ 絞込検索 

「お客様ＩＤ」の絞込検索を行います。 

なお、絞込検索は「お客様ＩＤ」「利用者名」の条件で行います。（条件の組合せに

よる検索も可能） 

ａ．お客様ＩＤ検索 

任意に入力した「お客様ＩＤ」またはその範囲内に合致する「お客様ＩＤ」を検索

します。 

・単独指定 

「検索範囲開始」と「検索範囲終了」に同一の「お客様ＩＤ」を入力します。 

・範囲指定 

「検索範囲開始」＜「検索範囲終了」で「お客様ＩＤ」を入力します。 

 

ｂ．利用者名検索 

任意に入力した利用者名またはその語句を含む利用者名が登録されている「お客様

ＩＤ」を検索します。 

 

⑤ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録・登録解除 

【登録状況が「登録完了」の場合】 

ワンタイムパスワード情報変更画面へ遷移します。 

【登録状況が「登録完了」以外の場合】 

管理者の場合： 

ワンタイムパスワード情報登録画面へ遷移します。 

利用者の場合： 

ワンタイムパスワード入力画面に遷移します。 

利用形態設定 ワンタイムパスワード利用形態設定画面へ遷移します。 

検索 
絞込検索を実行し、検索結果でワンタイムパスワード認

証情報画面を表示します。 

クリア 絞込検索をクリアします。 

戻る 管理業務のご利用メニュー画面へ戻ります。 
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（３）ワンタイムパスワード利用形態設定画面 

ワンタイムパスワードの利用形態を選択します。 

 

＜ワンタイムパスワード利用形態設定画面)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 利用形態 

現利用形態を表示します。 

新利用形態は、現利用形態と異なる利用形態を選択可能です。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

次へ 

【現利用形態が未設定の場合】 

ワンタイムパスワード情報登録画面へ遷移します。 

【現利用形態が設定済の場合】 

ワンタイムパスワード入力画面へ遷移します。 

戻る ワンタイムパスワード認証情報画面へ戻ります。 

 

  



４-２８５ 

（４）ワンタイムパスワード入力画面 

現在ご利用中のワンタイムパスワードを入力します。 

 

＜ワンタイムパスワード入力画面＞ 
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① 利用者情報 

「お客様ＩＤ」「利用者名」「利用権限」「シリアル番号」「登録状況」を表示しま

す。 

利用形態として「管理者、利用者が同じトークンを利用する」を選択している場合、

「お客様ＩＤ」に共通トークンと表示され、「利用者名」「利用権限」は「-」で表示

されます。 

 

② 現在ご利用中のワンタイムパスワード入力 

現在ご利用中のワンタイムパスワードを入力します。 

 

③ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

次へ ワンタイムパスワード情報登録画面へ遷移します。 

戻る 
前画面（ワンタイムパスワード利用形態設定画面、または

ワンタイムパスワード情報変更画面）へ戻ります。 
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（５）ワンタイムパスワード情報登録画面 

お客様ＩＤに登録するトークンの情報を入力します。 

 

＜ワンタイムパスワード情報登録画面＞ 
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① 利用形態 

現利用形態と新利用形態を表示します。 

※利用形態を設定、変更する場合に表示されます。 

 

② 利用者情報 

「お客様ＩＤ」「利用者名」「利用権限」「シリアル番号」「登録状況」を表示しま

す。 

利用形態として共通登録「管理者、利用者が同じトークンを利用する」を選択している

場合、「お客様ＩＤ」に共通トークンと表示され、「利用者名」「利用権限」は「-」

で表示されます。 

 

③ 登録トークン情報 

登録するトークンのシリアル番号とトークンに表示されたパスワードを入力します。 

 

④ 承認用パスワード入力 

登録内容が正しければ「承認用パスワード」を入力し、【確定】ボタンをクリックす

ることで、トークンの登録処理が行われます。 

なお、承認用パスワード入力方法は、「全桁数入力方式」または「ＰＩＮ方式」を金

庫毎に選択します。 

 

⑤ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

完了 登録完了画面へ遷移します。 
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（６）登録完了画面 

登録内容の登録完了確認を行います。 

ワンタイムパスワード情報登録画面で【確定】ボタンをクリックすると、登録完了画面

が表示されます。 

 

＜登録完了画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

ワンタイムパスワード認

証情報管理 
ワンタイムパスワード認証情報画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 管理業務のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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（７）ワンタイムパスワード情報変更画面 

お客様ＩＤのワンタイムパスワードの登録情報の表示を行います。 

トークンを変更する場合は、【登録】ボタンをクリックすると、お客様ＩＤの利用権限、

登録状況に応じてワンタイムパスワード入力画面、もしくはワンタイムパスワード情報

登録画面が表示されます。 

トークンの登録を解除する場合は、【登録解除】ボタンをクリックすると、設定内容確

認画面が表示されます。 

 

＜ワンタイムパスワード情報変更画面＞ 
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① 利用者情報 

「お客様ＩＤ」「利用者名」「利用権限」「シリアル番号」「登録状況」を表示しま

す。 

利用形態として「管理者、利用者が同じトークンを利用する」を選択している場合、

「お客様ＩＤ」に共通トークンと表示され、「利用者名」「利用権限」は「-」で表示

されます。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

登録 

【トークンの登録状況が「登録完了」の管理者の場合】 

ワンタイムパスワード入力画面へ遷移します。 

【上記以外の場合】 

ワンタイムパスワード情報登録画面へ遷移します。 

登録解除 設定内容確認画面へ遷移します。 

戻る ワンタイムパスワード認証情報画面へ戻ります。 
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（８）設定内容確認画面 

設定内容を確認し、【確定】ボタンをクリックすると登録解除完了画面が表示されます。 

 

＜設定内容確認画面＞ 
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① 利用者情報 

「お客様ＩＤ」「利用者名」「利用権限」「トークンＩＤ」「登録状況」を表示しま

す。 

 

② 設定変更 

「変更内容」に登録解除を表示します。 

 

③ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

確定 登録解除完了画面へ遷移します。 

戻る ワンタイムパスワード情報変更画面へ戻ります。 

 

  



４-２９４ 

（９）登録解除完了画面 

登録解除完了確認を行います。 

設定内容確認画面で【確定】ボタンをクリックすると、登録解除完了画面が表示されま

す。 

 

＜登録解除完了画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

ワンタイムパスワード認

証情報管理 
ワンタイムパスワード認証情報画面へ遷移します。 

ＴＯＰ 管理業務のご利用メニュー画面へ遷移します。 
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２４章  収納業務（マルチペイメント） 

企業ユーザが、総合振込契約、給与／賞与振込契約または都度振込契約口座を支払口座と

した税金・各種料金の払込み（収納取引）を行います。 

また、払込実施時に二重払込判定を行い、二重払込と判定された場合には警告メッセージ

を表示します。 

（１）対象科目 

「当座」、「普通」、「貯蓄」、「ネット」、「職員預り金」、「カードローン」とし

ます。 

 

（２）対象口座 

総合振込契約、給与／賞与振込契約または都度振込契約されている口座を対象とします。 

なお、口座振替契約のみの本サービスサービス契約者は利用不可とします。 

 

（３）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Pay-easy】ボタンをクリック 

本サービスメイン画面 

収納機関番号入力画

面 
【次へ】ボタンをクリック 

払込結果画面 

お客様情報入力画面 

【次へ】ボタンをクリック 

払込書情報選択画面 

【次へ】ボタンをクリック 

払込内容確認 

口座選択 

【照会】ボタンを 

クリック 

照会条件入力画面 

照会結果画面 

取引詳細画面 

【詳細】ボタンを 

クリック 

支払口座選択 

払込書情報確認画面 

【次へ】ボタンをクリック 

【次へ】ボタンをクリック 

【実行】ボタンをクリック 

【履歴照会】ボタンをクリック 

支払口座選択画面 

（警告メッセージ） 

払込内容確認後、チェックボックスに 

チェックし、【次へ】ボタンクリック 

二重払込判定時 
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（４）収納機関番号入力 

メイン画面の【Ｐａｙ－ｅａｓｙ】のアイコンまたは【税金・各種料金の払込み】をク

リックすると収納機関番号入力画面が表示されます。 

＜収納機関番号入力画面＞ 

 
 

① 収納機関番号 

払込書に記載される収納機関番号を入力します。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

次へ お客様情報入力へ遷移します。 

履歴照会 取引履歴照会画面へ遷移します。 
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（５）お客様情報入力 

お客様情報を入力する。 

お客様情報入力画面からお客様情報を入力し、【次へ】ボタンをクリックすると、払込

書情報選択画面が表示されます。 

＜お客様情報入力画面＞ 

 

① 納付番号 

払込書に記載される納付番号を入力します。 

 

② 納付区分 

払込書に記載される納付区分を入力します。 

 

③ 確認番号 

払込書に記載される確認番号を入力します。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

次へ 払込書情報選択画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（６）払込書情報選択 

払込を行う払込書を選択します。（複数選択可） 

払込書情報選択画面から払込書を選択し、【次へ】ボタンをクリックすると、払込書情

報確認画面が表示されます。 

＜払込書情報選択画面＞ 

 

① 払込金額 

払込元金と延滞金を足し合わせた金額。 

 

② 払込手数料 

払込金額を元に算出します。なお、手数料は各金庫にて定義します。 

 

③ 払込区分 

ＭＰＮ照会応答電文（下り）に含まれる情報の払込書区分により（未払い・支払済み）

を表示します。 

 

④ 払込順 

確認番号入力により払込を行い場合は、当該明細を最優先にします。 

 

⑤ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

次へ 払込書情報確認画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（７）払込書情報確認 

払込先情報を確認します。 

内容確認後、【次へ】ボタンをクリックすると支払口座選択画面が表示されます。 

  ＜払込書情報確認画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 払込内容 

ａ．払込金額 

払込元金と延滞金を足し合わせた金額。 

 

ｂ．内延滞金 

延滞金を表示します。 

 

ｃ．内手数料 

払込金額を元に算出します。 

 

② 払込先からのお知らせ 

ＭＰＮｌ照会応答電文（下り）に詳細表示情報が含まれている場合は表示します。 

 

③ 払込金額合計 

各払込書の合計金額を足し合わせた金額を表示します。 

 

④ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

次へ 支払口座選択画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（８）支払口座選択 

ＦＢ契約口座が表示されますので、支払口座を選択します。 

支払口座選択後、【次へ】ボタンをクリックすると払込内容確認画面が表示されます。 

＜支払口座選択画面＞ 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

次へ 

払込内容確認画面へ遷移します。 

なお、払込内容が二重払込と判定された場合は、払込内容確認画

面に警告メッセージを表示します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（９）払込内容確認 

払込内容を確認し、払込を行います。 

払込内容が表示されますので、払込内容確認後、登録確認用パスワード、都度振込送信

確認用パスワード（注）、ワンタイムパスワード、またはワンタイムパスワード（取引

認証）を入力し、【実行】ボタンをクリックすると払込処理が行われ、払込結果画面が

表示されます。 

なお、本払込の内容が二重払込と判定された場合は、二重払込である旨の警告メッセー

ジを表示します。 

＜払込内容確認画面＞ 

 
（注）払込内容確認画面において、総合振込・給与／賞与振込を契約している企業は登録確

認用パスワード入力欄を表示します。 

都度振込契約のみの企業は、都度振込送信確認用パスワード入力欄を表示します。 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

実行 払込処理を実行し、払込結果画面へ遷移します。 

中止 払込中止画面へ遷移します。 

登録確認用パスワード、または都度振込送信確認用パスワード、ワンタ

イムパスワードを入力してください。 
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戻る 前画面へ戻ります。 
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＜払込内容確認画面（二重払込判定時）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 留意事項 

二重払込と判定された場合、払込内容画面に表示されている内容を確認後、チェック 

ボックスにチェックし、【実行】ボタンをクリックすることで払込が行われます。 

 ＜二重払込警告メッセージ＞ 

 

 

 

 

     

 

なお、二重払込の判定条件については、「本編５章（８）補足：二重振込チェック」

を参照。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

実行 払込処理を実行し、払込結果画面へ遷移します。 

中止 払込中止画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻る。 

□ 今回ご指定の払込情報と同一内容の払込を既にご依頼いただいております。 

収納サービスの履歴照会にて、受付日時：平成○○年○○月○○日○○時○○分○○秒の払

込情報をご確認下さい。 

よろしければ、チェックボックスにチェックを入れてください。 

 

登録確認用パスワード、またはワンタイムパスワードを入力してく

ださい。 
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（１０）払込結果確認 

払込処理の結果表示を行います。 

＜払込結果画面＞ 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

閉じる ブラウザを終了します。 

払込結果の印刷 払込結果の印刷を行います。 

未払分の照会 払込を継続する場合、払込書照会方式選択画面へ遷移します。 
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（１１）取引履歴照会 

収納サービスの取引履歴照会を行います。 

収納機関番号入力画面（ペイジートップ画面）から【履歴照会】ボタンをクリックする

と照会条件入力画面が表示されます。 

＜照会条件入力画面＞ 

 

 

① 照会条件 

取引履歴照会のキーとなる条件（取引日時、取引口座）を指定します。 

 

② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

照会 照会結果画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 
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（１２）照会結果 

照会条件入力画面で指定した条件で照会画面が表示されます。 

＜照会結果画面＞ 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

詳細 取引履歴照会詳細画面へ遷移します。 

戻る 前画面へ戻ります。 

続きを照会する ３明細目以降の明細がある場合を次画面へ遷移します。 
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（１３）取引詳細 

取引履歴照会の取引詳細画面が表示されます。 

なお、照会対象の取引が二重払込実行明細の場合、「備考」欄に「二重払込承認：あ

り」を表示します。 

＜取引詳細画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

閉じる ブラウザを終了します。 

払込結果の印刷 払込結果の印刷を行います。 
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２５章  収納業務（マルチペイメント）情報リンク方式ログイン 

企業ユーザが、情報リンク方式によるお客様ＩＤ（管理者）およびお客様ＩＤ（承認者、

一般者）での税金・各種料金の払込み（収納取引）でのＩＤ・ログインパスワード方式は

次のとおり。 

 

（１）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （注）収納機関の払込の詳細については、収納機関に確認が必要。 

 

  

収納機関ホームページ 

ログイン画面 

（マルチペイメント情報リンク方式） 
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（２）マルチペイメント情報リンク方式ログイン 

お客様ＩＤ（管理者）およびお客様ＩＤ（管理者、利用者）での税金・各種料金の払込

み（収納取引）でのＩＤ・ログインパスワード方式にてログインを行います。 

＜ＩＤ・パスワード方式＞ 

ログイン画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．ログイン 

マルチペイメント情報リンク方式にてログインするお客様ＩＤおよびログインパス

ワードを入力します。 

ア．お客様ＩＤ（６～１２桁の半角英数字） 

「お客様ＩＤ（管理者、承認者、一般者）」を入力します。 

 

イ．ログインパスワード（６～１２桁の半角英数字） 

「お客様ＩＤ」に登録されているログインパスワードを入力します。 

なお、入力したログインパスワードは画面上「＊」で表示します。 

 

ｂ．処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

閉じる マルチペイメント情報リンク方式ログイン画面を閉じます。 

ログイン マルチペイメントサービス画面へ遷移します。 
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２６章  ディレード帳票照会 

企業ユーザが、取引状況照会にて２,００１明細以上の明細票を出力しようとした場合、ディレ

ード帳票の扱いとなり、帳票が作成依頼されます。 

本メニューでは、作成依頼されたディレード帳票をＰＤＦ出力します。 

 

（１） 処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本サービス 

メイン画面 

【ディレード帳票照会】 

ボタンをクリック 

受付情報入力画面 

受付結果画面にて発行された受付通番を入力し、 

【次画面】ボタンをクリック 

出力帳票選択画面 

【印刷(PDF)】ボタンをクリック 

選択した帳票(PDF) 

 

受付結果画面 

【振込明細票(PDF)】【口座振替明細票(PDF)】 

【口座振替明細票(不能分)(PDF)】ボタンのクリ

ック時、明細票が2,001明細以上であった場合、 

ディレード帳票が作成依頼されます。 

【ディレード帳票照会】ボタンをクリッ

ク 
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（２） ディレード帳票作成依頼の受付結果（「振込取引状況一覧」「口座振替取引状況一覧」） 

「振込明細票(PDF)」「口座振替明細票(PDF)」「口座振替明細票(不能分)(PDF)」ボタン

押下時に、選択対象の持込明細が２,００１明細以上である場合は、ディレード帳票が

作成依頼されます。 

なお、詳細は「本編３章（５）取引状況一覧」を参照。 

 

＜受付結果画面＞ 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

ディレード帳票照会 受付情報入力画面へ遷移します。 

取引状況照会 取引状況照会画面へ遷移します。 

 



４-３１２ 

（３） 受付情報入力 

受付結果画面にて表示された受付通番を入力し、対象のディレード帳票を表示します。 

なお、未入力の場合はディレード帳票の作成依頼を受け付けたすべてのディレード帳票

を表示します。 

 

＜受付情報入力画面＞ 

 
 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

次画面 帳票出力選択画面へ遷移します。 

ＴＯＰ メイン画面へ遷移します。 
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（４） 帳票出力選択 

受付情報入力画面にて依頼された帳票を一覧表示し、エンドユーザが選択した帳票を

ＰＤＦ出力します。 

 

＜帳票出力選択画面＞ 

 

 

① 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

印刷(PDF) 選択したディレード帳票をＰＤＦ形式で出力します。 

戻る 受付情報入力画面へ遷移します。 



 

お問い合わせ先 

 

 

お問い合わせは、下記までお願いいたします。 

 

館山信用金庫 業務部 業務管理課 

 

ＴＥＬ：０４７０－２９－３０１３ 

ＦＡＸ：０４７０－３０－８１４１ 

Ｅ－Ｍail:tateshin@sage.ocn.ne.jp 


